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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













　１．王子様の来訪







　ピンポーン、とまたインターホンが鳴る。

　ちょうど昼食を作ろうと、女物の着物の袖そでをタスキ掛がけにしていた真ま琴ことは、クーラーの効いた台所からあわてて廊ろう下かへ飛び出した。

「はーい、はい！　今出ますっ」

　大きな声を響ひびかせ、目にかかる茶色の髪かみを払はらいながら玄げん関かんへ向かって走る。

　祖母と兄とともに真琴が住んでいる家は、こぢんまりとした都心の一戸建てだ。一階には台所と居間、祖母の部屋。二階に真琴と兄の部屋が二つあるだけで、築四十年を越こしている。

　あちこち傷いたみ、障子や襖ふすまは滑すべりが悪くなっていてぴったりとは閉まらない。

　廊下に至っては歩くたびにギシギシ軋きしみ、あまり乱暴に走ったりすると床ゆかが抜ぬけそうになる箇か所しよもあり、たまにヒヤリとする。

　身長一六八センチ。白い手足が細く、高校二年生の男子としては華きや奢しやな真琴が走ってもそうして床が抜けそうになるのだから、相当老ろう朽きゆう化かが進んでいる。それでも、細かなことをあまり気にしない真琴は、バタバタと音を立てながら走った。

　クーラーの効いていない廊下はムッとするくらい暑く、夏の湿しつ気けで蒸むしている。

（誰だれだろう、こんな昼間に……）

　真琴の高校は二日前から夏休みに入っている。

　平日の今日、公務員の兄は仕事に行っているし、着付けとお茶・お花を近所の教室で教えている祖母はつい先ほど、すぐに帰るからと言って用事で出で掛かけて行った。家で一人きりの真琴は、十二時も過ぎたことだし、お昼ご飯を作って食べようとしていたところだった。

　玄関のガラスの引き戸の向こうに、二人の男性らしき人ひと影かげが見えた。

　土間に降り、インターホンに急せかされるようにガラッと戸を引き開けた。

「はい、はい、っと。なんの用ですか……って、え……？」

　真琴は、息を吞のんで固まった。

　目の前に立っていたのは、暗色のスーツを着てアラブ風の白い頭布を被かぶった男だった。

　背後に同じような格好をした男を一人従えた彼は、二十代半ばほどに見える。

　真琴が少し見上げなければならないほど背が高く、一八五センチくらいあるだろう。肩かた幅はばが広く、いかにも上等そうな織り模様のついたネクタイをきっちりと締しめている。

　日本人とは明らかに違ちがう顔立ちは彫ほりが深く、鼻筋がすっときれいに通っていた。

　きりっとした眉まゆ、鷹たかを思わせる黒い艶つやのある双そう眸ぼう。

　精せい悍かんな頰ほおにかかる黒くろ髪かみは、頭から肩かたをすっぽりと覆おおう白い頭布に隠かくれて見えにくいが、首の半ばくらいまでは長さがあるようだ。

　薄うすく油を塗ぬったように滑なめらかな小麦色の肌はだが、灼しやく熱ねつの砂さ漠ばくに照りつける太陽を連想させた。

　広大な砂漠の乾かわいた風が、彼の方からふわっと吹ふいてくるような。小さな古い日本家屋にはまるで似合わない異国風の容姿の彼に、真琴の目は釘くぎ付づけになる。

（え、ええーと……これって、誰……？）

　男のすらりとした立派な体格の全身には、男らしくエキゾチックな色気が滲にじみ、真琴を真っ直すぐに見つめる目からは不敵なまでの自信がうかがえる。

　その堂々とした態度に、同じ男の真琴でも気け圧おされそうだった。

（なんか……すごくカッコイイ人だけど、どこの国の人かな？　この辺りは大使館とかもけっこうあるし、外国人もよく見かけるけど……）

　十年前、交通事故で両親をいっぺんに亡なくしてから、真琴は兄とともに母方の祖母に引き取られ、都心にある彼女の家で暮らしている。

　真琴たちの暮らしぶりは、祖母と兄の収入に父母の保険金を切り崩くずして合わせ、なんとか毎日を送っているという質素極きわまりないものだが、東京のど真ん中にあるこの一帯は、全国でも一、二の値がつく一等地と言われている。祖母が若い頃ころにはのんびりとした下町だったらしいが、今は周辺に各国の大使館が立ち並び、日本に赴ふ任にんして来ている海外のエリートサラリーマンなどが家族とともに住む、広い庭付きの豪ごう邸ていといったものも多数見かけられる。

　目の前の男が身に着けている上等そうなスーツや、どことなく醸かもし出されている上品な雰ふん囲い気きから、真琴は、きっと彼もそういったセレブな外国人の一人に違いないと思った。

　もしかして、道にでも迷ったのだろうか。

　訪ねる先の家が見つからず、その家の場所でも訊たずねに来たのか。

「……」

　男は無言で、まじまじと真琴を見ていた。

　真琴と同じように、少し息を吞んだような表情。信じられないものを見ているとでも言うように、驚おどろきと戸と惑まどいを滲ませた黒い双眸で真琴をじっと見つめて立ち尽つくしている。

（なんで……この人、こんなに僕のことを見るんだろう……？）

　男の目が真琴の顔から下へと向かい……彼の視線の先を追った真琴は、見られているのが自分の着物だと気づいてハッとする。

（……っ！　しまった、つい、うっかり……っ！）

　真琴の頰から、サーッと血の気が引いた。

　身につけているのは、タスキ掛がけにした女物の着物だ。

　祖母がお茶にお花・着付けを教えているせいで、真琴も十年前からそれらを半強制的に教えられている。

『いつの時代でも、手に職があるのが一番よ。習えるものはなんでも習っておきなさい』

　そう教育され続け、高校では恥はずかしくて友達にも言っていないが、真琴はそれら全すべてにおいてすでに師し範はん級の腕うで前まえだ。

　先ほど出かける前も、祖母は、夏休みだからといってダラダラ遊んでいないで、暇ひまなら着付けの練習でもしなさいと言い置いていった。祖母に逆らうとあとが怖こわいのは分かっている。真琴は渋しぶ々しぶながら、クーラーの効いている一階の居間で練習を始めたのだった。

　お腹なかが空いてきたので、昼食を作ることにした。着物を脱ぬがずにそのまま料理をしようなどという不ぶ精しようをしたから、こうして男が女物の可愛かわいらしい柄がらの着物を身につけているという、かなり格かつ好こう悪わるい姿をさらすことになった。

（は、恥ずかしい[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！　女の子の格好をしてる男なんて、気持ち悪いよねっ？）

　穴があったら入りたい。だが、ここで下手へたに動どう揺ようしたところを見せたり、台所に逃にげ帰ったりしたら、もっと面めん倒どうで恥ずかしいことになりそうだ。

　ここはさっさと訪問者の用件を訊きき、すぐに帰ってもらおう。

　真琴は頰に血が上って熱くなるのを感じながら、恥ずかしさをこらえて問いかけた。

「あの……なにか御用ですか？」

　真琴の声で、少し呆ぼう然ぜんとしている様子だった男が、ハッと我に返る。

　大きく揺ゆれたその視線が、着物からゆっくりと真琴の顔に戻もどった。

「あ……ああ、柳やな川がわという家はここでよかったか？」

　男らしい低い声と流りゆう暢ちような日本語に、真琴は瞬まばたきを返す。

「え……はい。うちが柳川ですけど……」

　男は、背後に従えたもう一人の男の方を振ふり返った。

　目の前に立つ男よりも線の細い、茶色の短めの髪をした男。手前の男より少し年上のようで、同じようにアラブ風の頭布を被っている。

　二人は、間ま違ちがいないとでも言うように目で合図を交かわした。

「では、ここに絹きぬ代よという女性はいるか？」

　目の前の男が、真琴の方へ向き直った。

「祖母ですか？　祖母は今、留守にしていて家にはいませんが……でも、もうすぐ帰って来ると思います。ちょっと出かけて、すぐに戻って来るって言っていたから……」

　いかにも外国人風の彼らが祖母の客だなんて、意外だった。

　お茶かお花のお客さんだろうか？　最近は日本文化を学びたいという外国人も増えているから、などと考えていると、男が再び背後の男の方を向く。

「少し早く来すぎたか」

「そうですね、約束は午後一時の予定でしたから。まだあと十分ほどあります」

　手首の腕うで時計を見た茶色の髪の男と相談したあと、黒髪の男の方がまた真琴に言った。

「すまないが、その絹代という女性とこの家で会うことになっている。まだ約束の時間には少しあるようだが、中で待たせてもらえないだろうか？」

「あ……は、はい。どうぞ」

　押されるように頷うなずくと、二人の男が革かわ靴ぐつを脱いで玄関に上がる。背後の男が屈かがみ、きちんと自分たちの脱いだ靴を揃そろえた。礼れい儀ぎも心得ているようだ。

　母国語だろう外国語で二言、三言、言葉を交わした彼らを、真琴はじっと見上げる。

　出かけるとき、祖母は今日客が来るとは言っていなかったが、自分が約束の時間までに必ず戻るつもりだったからだろう。

（お祖母ばあちゃんの名前も知っているし……日本の習慣もよく知っている感じだし、怪あやしい人たちじゃなさそうだ。家に上げても大だい丈じよう夫ぶだよね？　日本語もすごく上手で、意思の疎そ通つうも問題なさそうだし……）

　日本での滞たい在ざいがすごく長いのだろうか。彼らのように日本人とほぼ同じ喋しやべり方ができるようになるには、最低でも日本に十年以上は住んでいなければ無理なような気がする。

「突とつ然ぜん、無理を言ってすまない」

「いいえ、大丈夫です」

　彼らが自分を見つめる視線が、奇き異いなものを見るような感じではないことにホッとした。

　先ほど、黒髪の男の方に少し驚いているように見つめられたから、よほど自分の着物姿がおかしく映ったのかと思っていた。だが、たんに着物姿の日本人がめずらしかっただけかもしれない。今の日本で、日常的に着物を着て暮らしている者は、女性でも少ないから……。

（とにかく、僕の格好をあんまり気にしていないみたいだ。よかった……）

　ジロジロと訝いぶかしそうに見つめられたり失しつ笑しようされたりせず、少し気が楽になった。

　真琴は彼らを、廊ろう下かの突つき当たりにある台所の隣の居間へ案内することにする。

「汚きたなくしていますが、どうぞ。居間があるので、そこで待っていてください」

　彼らを連れて台所を通り抜ぬけ、クーラーの効いている居間に入った。

　中央にちゃぶ台のある、畳たたみ敷じきの部屋。興味深そうに部屋の中を見回した二人は、真琴が差し出した座ざ布ぶ団とんに腰こしを下ろす。

　真琴はすぐに、台所へ冷たいお茶を用意しに向かおうとした。

　だが、立ち上がる前に、黒くろ髪かみの男の方が話しかけてくる。

「さっき、絹代という女性を『祖母』と呼んでいたが、お前は……」

　遠えん慮りよがちに話す彼にあまり気を遣つかわせてはいけないと思い、真琴はきちんと座り直し、場の雰囲気をほぐそうとなるべくくだけた話し方をした。

「僕はその『絹代』の孫だよ」

「孫……」

「そう。名前は柳川真琴。真実の真に、お琴ことの琴っていう漢字で。お琴って分かる？　きれいな音色の、横長の弦げん楽がつ器きで……」

「日本や中国の『琴』という楽器なら知っている」

　男が頷いた。

「真の琴……と書くのか。まこと、か」

「そうそう」

「そうか。俺の名前は……」

　そこまで言って、男が次の言葉を詰つまらせた。

　名乗られるのかと思ったのに、どうしたのだろう。見つめていると、男の顔からすっと血の気が引き、真っ青になっていく。

「……？」

　口を結んだ彼の表情がなんとなく苦しげで、額には薄うっすらと脂あぶら汗あせが浮ういている。

　もしかしたら、気分でも悪いんじゃないのだろうか。

「あの……大丈夫？　顔色が悪いみたいだけど……」

「……」

　黙だまっている男を心配してか、少し後ろに座っていた茶色の髪の男が身を乗り出してきた。

　黒髪の男はますます蒼そう白はくになり、口元を押さえる。

「実は、この家に着く前から少し気分が悪くなっているような気がして……すまないが、トイレと洗面所を貸してくれないだろうか……？」

　真琴はすぐにその場に立ち上がった。

「は、はい。どうぞ、こっちに……っ」

　男が続いて立ち上がろうとしたが、片かた膝ひざを立てたその身体からだがグラッと前まえ屈かがみになる。

「……っ」

「って、わっ!?」

　真琴がとっさに畳たたみに膝をついて彼の身体を支えたのと、茶色の髪の男が素す早ばやく彼の肩かたをつかんで倒たおれるのを防いだのとが、ほぼ同時だった。

「……っ！」

　茶色の髪の男が母国語らしきものでなにか呼びかけると、黒髪の男は苦しそうに眉まゆを寄せてその場にうずくまる。真琴は茶色の髪の男に叫さけぶように言った。

「いいから、ここにこのまま寝ねかせてあげて！　今、布団を用意するから！」

「は、はい……」

　男の介かい抱ほうを茶色の髪の男に頼たのみ、自分は押し入れから布団を取り出す。

　とにかく二人がかりで、真っ青になっている彼を布団の上に寝かせた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶなの？　この人、なにか持病とかが……？」

「いえ、そういうわけでは……」

　布団を挟はさんで向かいに座る茶色の髪の男が、首を横に振る。

「ただ……王子は、ここのところ体調を崩くずされていて。日本の夏の湿しつ気けがお身体に合わないらしく、食しよく欲よくもあまりなくて心配していたのです。今日も、外出を控ひかえられたほうがよろしいのではと申し上げていたのですが……」

「じゃあ、暑気中あたりみたいなもの……？」

「ええ、軽いものだと思いますので、涼すずしいところで休めば大丈夫だと思います。申し訳ありませんが、しばらくこちらで休ませていただけますか」

　懇こん願がんの目で見られた真琴は、思わず強く頷いていた。

「もちろんだよ、いくらでも休んでいけばいいから。あっ、そうだ、なにか冷たいものとか飲ませた方がいいよね？　今すぐ用意するから待ってて……っ」

　黒髪の男が王子と呼ばれていたような気がするが、今は気にしないことにして、真琴は急いで居間をあとにし、台所へ向かったのだった。







　たまにテレビでやっている熱ねつ中ちゆう症しようのときの対処法を思い出し、だいたいあれと同じような処置でいいはずだと判断した真琴は、それからすぐに、倒れた男に冷たいスポーツドリンクを飲ませた。クーラーをさらに効かせて部屋を冷やす。

　短めの茶色の髪の男が、寝ている男のスーツの上着を脱ぬがせ、あちこち緩ゆるめて楽にしてやっている間も、そのそばについて、うちわで緩く扇あおいでいた。

　徐じよ々じよに、男の顔色がよくなってきた。

　冷え過ぎるのもダメかと思い、薄うす手でのタオルケットを出してそっと肩まで掛かけてやる。

（うわ、睫まつげが濃こくて長い……）

　改めて間近から見つめると、本当に整った顔立ちをしているのが分かる。

　日本人にはない、彫ほりの深さ。すっと通った鼻筋の高さ。

　まだ少し苦しげに寄せられている眉の辺りには、男らしい色気が滲にじんでいる。

　こんなときに不ふ謹きん慎しんかもしれないけれど、まるで西洋系の美神の彫ちよう刻こくを見ているみたいでドキドキする。

　真琴などは、明るい茶色の大きな目で、ほっそりとした顔立ちをしている。ふわりとしたやわらかな茶色の髪が頰ほおにかかる顔が幼く見えるのか、ほんの二年ほど前まではよく女の子に間ま違ちがわれた。

　子供っぽい自分とはまるで違う容姿。男に生まれたからにはこうありたいと皆みんなが願うだろう厚い胸むな板いたや長い四し肢しを見ているだけで、感かん嘆たんのため息が漏もれた。

（確か、さっき、王子とか呼ばれていたっけ。いっしょに来たこの男の人も、いかにも『お付きの人』って感じだし……）

　心配そうに主らしき男の顔を覗のぞき込んでいる男を、チラッと目を上げて見る。

　先ほどシャツのボタンを外したりベルトを緩めたりしてやっていたときも、いちいち『失礼します』と声を掛けていた。男に接するときの態度を見た限り、『王子』と呼ばれていた男の方は、相当に身分が高いことは間違いないようだ。

　真琴はまたすぐに、布団に寝ている男の方へと視線を戻もどした。

（この人、本当にどこかの国の王子様？　砂さ漠ばくの国とかの……？）

　外国人が日本の夏の湿気に辟へき易えきするという話は、これまでに何度か聞いたことがある。

　真琴は砂漠に行ったことはないが、想像しただけで乾かん燥そうしていそうだ。目の前に寝ている男がそういった地域にある国の出身だとすれば、いくら立派な身体つきをしていて健康そうに見えても、酷ひどい湿気にやられてしまったのも頷うなずける。

（日本人の僕らでも、ベタベタした蒸むし暑い日には気分が悪くなりそうだし……）

　じっと見つめていると、男の瞼まぶたがふっと薄うすく開いた。

　長い睫まつげが縁ふち取どる深い闇やみ色の瞳ひとみが、ゆっくりと真琴を捉とらえる。

「お前は……」

　なにかを問いかけるような瞳で見つめられて、真琴は少し困こん惑わくする。

　しかし、彼はそばに自分のお付きの男もいるのに気づき、なにが起こったのかを思い出したようだ。

「ああ……そうか。俺は意識を失ってしまったんだな。すまない、迷めい惑わくをかけて」

　眉を寄せ、本当に申し訳なさそうに言う。

「ううん、全然」

　真琴は彼を元気づけようと、にこりと微笑ほほえんだ。

「外国の人には日本の夏は湿度が高すぎて、過ごしにくいってよく聞くもの。慣れないと大変だよね。あなたは、日本に来て長いの？」

　真琴の問いに、男は首をわずかに横に振ふる。

「いや、半年前に来たばかりだ」

「どこの国から？」

「日本から、旅りよ客かく機きだと十時間くらいかかる……ラバール王国という国だ。俺はその国の王子で、名はサイードという。そちらの男は俺の側近で、ムスカだ」

　茶色の短めの髪をした男が、布ふ団とん越ごしにペコリと会え釈しやくした。

　真琴も軽く会釈を返す。

（やっぱり、王子様なんだ……）

　サイードと名乗った男は、初めて玄げん関かん先さきで見たときから、とても自信に溢あふれていて堂々とした印象だった。少し尊大な喋しやべり方ではあるが、それは日本語が不自由だからではなく、彼の高貴な育ちによるものだろう。

　日本で暮らしていると、王子というのはなんとなく、お伽とぎ話ばなしの中にしか登場しない別世界のもののように思える。だが、この地球上には、王国というものも、そこを統治している王族の王子というものも、ちゃんと存在しているのだと改めて実感した。

「ラバール王国の国土の大半は、乾燥した砂漠だ。日本の夏を体験するのは初めてだが、どうしてもこの湿気には慣れないな」

「でも、サイードさん、日本に来て半年なのに、もうそんなに日本語が上手うまいんだね」

　話題を換えようとすると、寝ているサイードにすぐに返された。

「『さん』はいらない、そのまま名前を呼べばいい。俺もお前を名前で呼んでいいだろう？」

「あ、うん。えっと……じゃあ、サイード」

　指示されたとおり呼び捨てにしてみると、お互たがいの親しみがぐっと増す気がして、これもなかなかいいかもしれないと思った。

「どうやって勉強したら、そんなに早く日本語が上手くなれるの？」

「早くはない。日本語は、母国でずっと日本人の家庭教師をつけて勉強していた」

　サイードは真琴を見上げながら説明した。

「七歳の頃ころから始めたから、もうかれこれ二十年ほど学んでいることになるのか。その間に何人か、教師は代わったが……」

「へええ……それって、親に習わされていたの？」

「いや、自分から習いたいと言ったんだ。将来、どうしても日本に来たいと思って、側近になることに決まっていたムスカにも、いっしょに学んでもらって……。国では、日本の雑誌や本を取り寄せて読んだりもしていた。他ほかにも、ニュースやいろいろなものから日本の情報を得るようにしていたから、最近この東京のどこに新しい建物や店ができたかなんてことも知っている。もしかしたら、その辺に関してはお前より詳くわしいかもしれないな」

　サイードの住むラバール王国と日本にどんな繫つながりがあるのか分からないけれど、どうやら彼はとても日本に通じているらしい。

　感心していると、目の前のサイードの視線が、出会った時と同様に、自分の着物に吸い寄せられているのに気づいた。

「ところで、お前のその着物は可愛かわいいな」

「あ、これ……？」

　日本通とは言っても、本物の着物を着ている日本人に会う機会はなかなかなかったのかもしれない。妙みようなサービス精神が湧わいてきて、真琴はサイードによく見えるように、座ったままでくるりと一回りして見せた。

「着物を着てる人を見るの、初めて？」

「初めてではないが……お前のように人形みたいに可愛いのを見たのは、初めてだ」

　なんだか口説かれているみたいなことを言われて、真琴は急に気き恥はずかしくなる。

「普ふ段だんは着ていないんだけど、今日はお祖母ばあちゃんに着付けの練習をするようにって言われたから……。知っているかもしれないけど、お祖母ちゃんはお茶とかお花とかいろいろな先生をしているから、僕も小さな頃から着付けとかやらされていたんだ」

　女の子の服を着たがる趣しゆ味みがあるのではないと、必死に伝える。

「これ、僕が着たくて着ているってわけじゃないから。着物って窮きゆう屈くつだし、そもそもあんまり着るのは好きじゃないっていうか……」

「そうなのか？　そんなに似合っているのに」

　サイードが目を細めて微笑ほほえみかけてきた。

「とても可愛らしいぞ」

「え……」

　彼の男らしい笑みに、真琴は戸と惑まどって視線を揺ゆらす。

「あ……ああ、この着物が、ってこと？　それは……うん、そうだよね。さすがにお祖母ちゃんの見立てっていうか、練習用にも、こういう可愛い柄がらのものをたくさん揃そろえていて。お祖母ちゃんって、あの年なんだけど感覚が若いみたいだ。着物の見立てとか、若い生徒さんたちにも評判がいいみたいだから」

「着物のことを言っているんじゃない。その着物を着ているお前が可愛いと言っている」

　サイードの目に、なにかとても甘ったるいものが滲む。

　真琴はどう返せばいいか分からず、しばし絶句した。

（え、えーと、可愛い？　僕が……？）

　慣れない言葉に頰ほおが熱くなり、照れくさい気持ちが湧き上がってくる。

　二年前まではよく女の子に間ま違ちがわれたけれど、こんなふうに面と向かってはっきりと可愛いなんて言われたのは初めてだ。

（なんか……まるで女の子でも口説いてるみたいだ。僕は男なのに……でも、この人って日本人じゃないから、ちょっとその辺の感覚が違うのかも……）

　サイードの国では、彼のような大人の男が、自分くらいの年の男のことを仔こ犬いぬや仔こ猫ねこに対して言うのと同じような意味で『可愛い』と言うのが普ふ通つうなのかもしれない。それとも、もしかしたら、真琴が女物の着物を身につけていることで恥はずかしがっているのを分かっていて、気を遣つかってくれているのか……。

　どちらにしろ居い心地ごこちが悪いような気分になってモゾモゾし、さりげなく視線を逸そらそうとした寸前に、サイードが微笑んだまま言った。

「どうやら、お前のおかげで体調がかなりよくなったようだ。もう起きても大だい丈じよう夫ぶだろう」

「あ、まだ少し寝ねていなよ」

　ゆっくりと起き上がろうとした彼を、真琴はやさしく両手で押し止とどめる。

「気分がよくなったなら、お昼ご飯でも食べない？　ちょうど用意しようとしていたところだったから……もしよかったら、そっちの人……ムスカさんも」

「お昼ご飯？」

「もう食べちゃった？」

「いや、まだだが……ここのところ、あまり食しよく欲よくもなくて」

　再び布団に寝たサイードを叱しかるように、真琴は少し眉まゆを寄せてみせる。

「ご飯を抜ぬくのはよくないよ。少しでも食べないと、体力がなくなって、暑さで身体からだが余計にまいっちゃうと思うから……」

　お昼ご飯といっても、簡単な鮭さけチャーハンと、挽ひき肉入りのワンタンと野菜のスープくらいしか作れない。それでもよかったらと誘さそう。

「いいのか？」

「もちろん。お祖母ちゃん、どうも帰りが遅おそくなっているみたいだから。お客さんを待たせちゃっているのも悪いし、僕もお腹なかが空いてるし……」

　サイードが、それなら申し訳ないがお言葉に甘えたいと言って、真琴は三人分の昼食を作ることになった。

　真琴の料理歴は長い。祖母と暮らし始めた十年前から、男の子でも今どきはこれくらいできないとダメだと言われて、料理や掃そう除じといった家事いっさいを丁てい寧ねいに仕込まれた。帰るのが祖母や兄よりも早い日にはスーパーで買い物を済ませ、三人分の夕食を作っておくのが小学生の頃からの真琴の仕事だった。

　今ではプロ級の腕うで前まえ……とまではいかないが、家庭料理ならほぼ全すべて作ることができる。

　いつもの三人前なので量も目安がつけやすくて、あっという間に昼食が出来上がった。

　ムスカがサイードの身体を起こすのに手を貸している間に、真琴は鮭チャーハンとワンタンスープを居間のちゃぶ台の上に並べる。

　きっちりと三人で手を合わせ、いただきます、と言ってからスプーンを手にした。

「うん、美味うまい」

　熱々のチャーハンを口に運んだサイードに続いて、ムスカも感かん嘆たんの声を上げる。

「このスープも、とてもいい味です」

「そう？　よかった」

　気に入ってくれたと分かり、真琴はホッとする。

　醬しよう油ゆを使った和風の味付けなので、外国人の彼らの口に合うかどうか心配だったのだ。

　だが、幼い頃から日本語を勉強していたというくらいだから、サイードたちは日本の食べ物にも昔から馴な染じみがあるのかもしれない。

（それにしても、本当に、信じられないくらい日本語が上手いよね。優ゆう秀しゆうな家庭教師をつければ、日本に一度も来たことがなくてもここまで上手くなるものなのかな……）

　真琴の英語の成績は、他の教科と変わらず学年で中くらいだ。

　もし教師がとても優秀だったとしても、自分自身を振ふり返れば、サイードたちのように外国語を自由に操あやつれるようになるなんて、夢のまた夢のように感じる。よほどなにか心に決めた目的と強い意志があれば、それも可能なのだろうか。

「そういえば、さっき、どうしても日本に来たかったって言っていたけど……どうして？」

　真琴は思い切って、サイードが日本に来たいと望んでいた理由を訊きいてみることにする。

「日本を旅行したいとか、日本で仕事をしたいとか……なにかそういうことをしたいって、七歳のときに思ったの？　日本に来たいと思ったのは、どうして？」

「ああ、それは……」

　サイードがスプーンを皿に置き、よくぞ訊いてくれたと言わんばかりに、うれしそうにわずかに頰を緩ゆるめた。

「理想の伴はん侶りよを見つけるためだ」

「伴侶……？」

　大きく瞬まばたきを返した真琴に、微笑みながらも真しん剣けんな顔で頷うなずく。

「そうだ。将来、日本人の『大和やまと撫なでし子こ』と結けつ婚こんするために、日本に来たいと思っていた」

「え……」

　真琴はすぐには意味がよく分からず、思わず訊き返していた。

「『大和撫子』……と、結婚するため？　それって、七歳のときにもう、結婚相手が日本人の女の人に決まっていたってこと？」

「いや」

　サイードは首を横に振る。

「俺はずっと日本の『大和撫子』というものに憧あこがれていたんだ。七歳のとき、知り合いから日本には『大和撫子』という理想的な女性がいると聞いた。容姿がたおやかで美しいばかりでなく、心根がやさしく、もの静かで、それでいて芯しんが強くて凜りんとしている。妻に迎えれば、家事を完かん璧ぺきにこなし、夫を立てて決して出しゃばらずに尽つくし、しかし、ひとたび夫が困難に面したときには、陰かげからそっと支えて力になる……そんな妻の鑑かがみのような女性になるとか。そう聞いて、俺は将来必ず、日本人の『大和撫子』と結婚しようと心に決めたんだ」

　サイードは自分の言葉に頷きながら話す。

「つまり『大和撫子』と呼ぶに相応ふさわしい日本人女性を探して、ラバール王国に連れ帰って結婚するために、この日本に来たいと思っていて……それで日本語を学んでいた。今回、ようやく念願叶かなってこうして日本に来ることができた」

「え……ええ～っ？」

　真琴は信じられない思いでポカンと口を開けた。

　まさか、二十年間も日本語を学んでいたのも、半年前からこの日本に滞たい在ざいしているのも、日本人の花はな嫁よめ選びのためだったなんて……。一国の王子ともなれば庶しよ民みんとはいろいろと違ちがっていて当然だとは思うが、それでも、サイードはかなり途と方ほうもないことをしている気がする。

「じゃあ、今も結婚相手を探してる最中なの……？」

「そうだ。ただし、結婚相手といっても『大和撫子』限定だがな」

　きっぱりと言いきるサイードに、だんだんと呆あきれるより感心の気持ちになってくる。

　高校生の真琴にとっては、結婚なんてまだまだ遠いことにしか感じられないけれど。サイードくらいの適てき齢れい期きの男性にとっては……そして一国の王子という立場にある人にとっては、結婚相手を選ぶのはとても重要なことなのかもしれない。

　そういえば、テレビでよく、婚こん活かつがどうのというのをやっている。

　あれと同じようなものだろうか。

　同じ結婚相手を探すといっても、遠い日本にまでやって来て半年も滞在しているなんて、お金も地位もある人は、庶民とはやはり、やり方もスケールも違う。

（でも、今どき、大和撫子なんて……いる？）

　真琴がその言葉を初めて知ったのは、十歳くらいのときだったと思う。

　祖母と彼女の友人が話しているときに出てきて、あとから祖母にあれはなんのことなのと訊いた覚えがある。サイードが言っていたように、大和撫子というのは、奥ゆかしい日本人女性のことだと教えられた。

　やさしくて、楚そ々そとして控ひかえめだけれど、芯は強い。

　そういった日本古来の理想的な女性像を表す言葉とのことだったが、現代ではそんな女性はあまりいないと言って、祖母はため息を吐ついていた。

　真琴も、自分の同級生の女子や、最近の自己主張が激しくて押しの強い女性たちを見るにつけ、全く祖母に同感だった。

「だけど、今の日本で『大和撫子』なんて、そう簡単に見つけられないんじゃ……？」

　真琴が言うと、サイードは深く頷く。

「そうなんだ。この半年、毎日のように日本人女性を紹しよう介かいしてもらって会っていたが、なかなか理想の相手というのを見つけられなかった」

　サイードは日本で、いわゆる『お見合い』に精を出しているらしかった。

「実は、今日もその件でここに来た。絹代という女性が日本の伝統文化を教える教室を開いているから、そのようなところなら、奥ゆかしい日本人女性を紹介してもらえるだろうと、二、三日前に知人に聞いて……」

「ううーん、それはどうだろう」

　真琴は残りのチャーハンをスプーンで口に運び、ちょっと首を傾かしげる。

「確かに、お祖母ばあちゃんはお茶やお花の先生もしていて、顔が広いし……生徒さんの中には若い女の人もたくさんいるけど。でも、『大和撫子』っていう条件をつけると、なかなか難しいんじゃないかな……」

　真琴がそう話しながらスープを飲み終え、サイードとムスカの皿も空になったちょうどそのとき、玄げん関かんの方で引き戸が開く音がし、ただいまという祖母の声がした。

「あ、お祖母ちゃんだ。お祖母ちゃーん、お客さんが来てるよっ」

　きちんと着物を身につけて両手に大きな紙かみ袋ぶくろを提さげた祖母が、台所から畳たたみ敷じきの居間にやって来て、サイードたちに眉まゆ尻じりを下げて謝った。

「まあまあ、本当にごめんなさいね。午前中、どうしても外せない会合があって。長引いちゃって、早く帰りたかったんだけど途と中ちゆうで抜けられなくて……」

「いや、こちらが無理に、すぐにお会いしたいと頼たのんだのだから。気にしなくていい」

　祖母がサイードの前に座ったので、真琴は彼女のために冷えた麦茶を用意してあげた。

　そばに布ふ団とんが敷しかれていることに気づいた祖母が、これはどうしたのと訊いてきたが、真琴はサイードに気を遣つかわせないよう、ちょっと……と言って誤ご魔ま化かしておいた。

「田た辺なべさんのご紹介でいらしたのですよね。初めまして、柳川絹代と申します」

　祖母がサイードの方へ向き直って自己紹介をすると、サイードも自己紹介をし、いっしょに来たムスカのことも祖母に紹介した。

「遠い国から、わざわざ結婚相手を探しにいらしたとか。私でよければ、できる限りお力になりたいと思っていますが……どのような女性がよろしいのかしら？　なにかご希望があればそれに合う方をご紹介いたしますけれど……」

「あ、いや……」

　さっそく本題に入ろうとした祖母を、サイードが苦く笑しようとともに制する。

「実は……女性を紹介して欲しいというその話は、なかったことにしてもらいたいんだが」

「え……？」

「ちょっと、他ほかに当てができたんだ。だから、紹介はやはり結構だ」

　麦茶を飲んでいた真琴は、サイードが傍かたわらに座る自分の方をチラッと見た気がした。

（ん……？　どうして、僕の方を見る……？）

　首を傾げた真琴と同じように、祖母も訝いぶかしそうに少し首を傾げた。

「はあ……本当によろしいんですの？」

「ああ」

　早くその話は切り上げたいとでもいうように深く頷いたサイードが、今度ははっきりと真琴の方に視線を寄よ越こした。

「それよりも、ちょっと頼みたいことがあるんだが。この真琴に……今日のことで、礼をさせてもらえないだろうか？　実はここに着くなり、暑さと湿しつ気けにやられて気分が悪くなってしまったのを、介かい抱ほうしてもらって……昼食までご馳ち走そうになって、とても世話になったんだ」

「あら……そうなの、真琴？」

　祖母に目を向けられた真琴は一いつ瞬しゆん詰つまり、あわてて首を横に振ふった。

「そんな、お礼なんていらないよ。だって、ただ布団に寝ねかせて、あんまり美味おいしくないご飯を無理やり食べさせただけみたいなものなんだから」

「日本人というのは、本当に謙けん虚きよで控えめだ」

　サイードがそんな真琴の態度も好ましいと言うように、うんうんと頷く。

「だが、俺が感謝の気持ちを示したいんだ。なにかしなければ気が済まないのだから、どうか礼をさせてくれ。そうだ、明日の昼、食事でもどうだ？」

「う、うーん……」

「俺の家で、なんでもお前の好きなものをご馳走する。それでどうだ、来てくれるか？」

　正直なところ、真琴にとって外出は面めん倒どうくさいことでしかない。

　せっかくの夏休みだ。どこにも出かけず、家でゴロゴロして過ごしていたい。

（でも、まあいいか。一日くらいなら潰つぶれたって……）

　それに、ラバール王国というのがどれだけ小さな国だとしても、サイードは仮にもそこの王子様なのだ。よもや毒を食べさせられることはないだろう。むしろ、さぞかし美味しいご馳走を食べさせてもらえるのだろうなと思うと、悪くない気がした。

「えーと、じゃあ、僕の好きなマグロのトロのお寿す司しとか、鮑あわびのクリーム煮にとか、伊い勢せ海老えびのマヨネーズソース掛がけとか用意しておいてくれる？」

「ああ、もちろんだ」

　サイードが微笑ほほえみ、ムスカに真琴のリクエストを書き留めておくように指示した。

　真琴は思わず顔を輝かがやかせ、調子に乗って続ける。

「それから、松まつ阪ざか牛のステーキも食べたいな。あ、淡たん白ぱくなヒレよりも、霜しも降ふりのサーロインの方が好きだから。あとは……」

「こら、真琴。いい加減にしなさいっ」

　高級食材ばかり並べていると、祖母にぴしゃりと怒おこられて睨にらまれた。

　肩かたをすくめた真琴に、しかし、サイードはにこりと微笑む。

「お前が今言ったものを、明日は全すべて用意させておこう。さっそく帰って、料理長にお前の食べたいものを伝えておくから、明日は必ず家に来てくれ」

　真琴が頷うなずくのを見てから、サイードは立ち上がって側近のムスカとともに帰って行った。

　明日、午前十一時に、真琴の家の前まで車で迎むかえを寄越す、と言い置いて。




　　　　◇




　翌日、定刻通りに迎えに来たムスカの乗るリムジンに同乗し、車に揺ゆられること数十分。

　なんとなく海に近い方に向かっているなあと、ぼんやりと景色を眺ながめていた真琴だったが、気づくと、車は金かな網あみに囲まれた空港の敷しき地ち内に入っていた。

（え……く、空港……？）

　コンクリートに覆おおわれた、だだっ広い平らな空間。

　空にそびえる細長い管制塔とう。

　夏の晴れた青空がほぼ三六〇度見み渡わたせるそこには、巨きよ大だいな格納庫のようなものがずらりと並ぶ。遠くにいくつものジャンボ旅りよ客かく機きが滑かつ走そう路ろを走行しているのが見えるが、真琴の乗った車が走っている場所の周辺には、小型飛行機の姿しか見えなかった。

　真琴の頭の中は疑ぎ問もん符ふだらけで、ムスカになにが起こっているのか訊たずねるのも忘れていた。

（飛行機……？　サイードの住んでいるところって都内じゃないの？）

　前方に、小さな十人乗りくらいの飛行機が見えてくる。

　その手前に、スーツ姿で立っている背の高い男性。白いアラブ風の頭布が風でわずかにはためいていて、真琴は彼が見覚えのある男だと気づく。

（あ、サ、サイード……っ？）

　彼のすぐ手前で車が停まった。ムスカに促うながされて恐おそる恐るコンクリートの地面に足を下ろした真琴の前まで、サイードの方から近づいて来る。

「よく来たな、真琴」

　低いけれど温かみのある、響ひびきのよい声。

　日本人にはない彫ほりの深さ、はっきりとした顔立ち。微笑むとその黒い双そう眸ぼうはますます力強さと男らしい魅み力りよくを増し、青空の下に立つ彼がことさら眩まぶしく見えた。

「さあ、こっちだ。この飛行機に乗れ」

　手首をつかまれて、踵きびすを返したサイードにぐいと引っ張られる。

「……わ、ちょ、ちょっと？」

　真琴は足を突つっ張ぱり、その場で踏ふん張った。

「の、乗るって……いったい、なにっ？　この飛行機は……っ？」

「心配するな、これは俺のプライベート・ジェットだ」

　手をつかんだままのサイードがさらりと言い、真琴はますます青くなった。

　飛行機といえばジャンボ旅客機を想像する真琴だが、そういえば外国の超人気俳優が来日するとき、今目の前にあるのと似たような飛行機に乗るのをテレビで見た気がする。

「こ……この飛行機に乗って……どこへ行くつもり？」

「ラバール王国だ」

「えっ!?」

「これからお前といっしょに、俺の国へ行く」

　平然と言うサイードに、真琴は思わず叫さけぶように返していた。

「な、なんでそんなところへっ？　っていうか、パスポートとか持ってないよっ？」

「そんなものはいらない」

　こともなげに言い切った彼によれば、ラバール王国の次期統治者である王子のサイードは、日本政府の許可によってパスポートなしで自由に日本に出入りできる。

　外交特権などと似たようなものだ、と説明された。

　同行者についても同じで、基本的に素す性じようは問われない。書類で手続きは必要だが、それは先ほどリムジンの中でムスカに強ごう引いんに撮とられた写真で作ってすでに提出したという。

「そ、そんな……」

「さあ、なにも問題はないから、中に入れ。なに、ほんの十時間もあれば着く。中はホテル並みには快適だから、お前は着くまで寝ていればいい」

　サイードにぐいぐいと手を引かれ、飛行機の搭とう乗じよう階段まで連れて行かれる。

「は、放してよっ！　ちょっと……っ！」

　ムチャクチャに手を振って逃にげようとしたが、サイードとムスカに二人掛かりで両側から腕うでをつかまれ、真琴はズルズルと飛行機の中に引っ張り込まれてしまったのだった。







　２．砂さ漠ばくの国へ







　それから約十時間後、真琴を乗せたプライベート・ジェットは砂漠の中の空港に着陸した。

　すぐに空港まで迎えに来ていたリムジンに乗り換かえ、車で三十分ほどかかるというサイードの自宅へ……王宮へ連れて行かれることになった。

　真琴は無言でシートに座っていた。日本を出てから、一言もサイードと口をきいていない。

（信じられない。パスポートも持たずに、外国に来ちゃったなんて……）

　自分の身に起こっていることが、まだ夢ではないかと思える。

　日本の空港から、ほぼ無理やりプライベート・ジェットとかいうのに乗せられて。十時間ほど過ごした飛行機の中でも、真琴は今と同じようにシートの上でむくれていた。

　飛行機の中には五つほどしか座席がなく、身体からだをすっぽりと包み込むようなシートは快適だったし、飲み物や食事なども頼たのめばすぐに出してもらえた。大きなスクリーンで映画も観みられるようになっていて、至いたれり尽つくせりな機内はまさしくホテル並みに快適だったけれど、とてものんびりと空の旅を楽しむ気にはなれなかった。

　自分がこれからどうなるのか。

　真琴は今も全く分からないし、無理やり連れて来られたことを怒ってもいる。

（このサイードっていう人、僕をこんなふうに自分の国に連れて来て、いったいなにが目的なんだろう……？）

　飛び立つ前に一度サイードに訊たずねてみたけれど『お前を我が国に招待したいだけだ』と言ったきり、それ以上の追つい及きゆうにはなにも答えてはくれなかった。

　どうあがこうが今すぐ日本に帰してもらえることはないと分かり、真琴はとりあえずサイードの好きなようにさせるしかないと思った。そうしなければなにをされるか分からないからと観念し、それからはもう理由を問いただすこともせずに大人しく従っている。

　ただし、怒っていると主張することだけは忘れていない。サイードに話し掛けられてもいっさい返事はせず、今も口を結んでだんまりを決め込んでいるのだ。

　車の窓から見えるのは、砂漠と岩山ばかり。

　ラバール王国はどこもこんな風景なのだろうかと思ったが、隣となりに座るサイードが一方的に自国の案内をしている内容からすると、そうでもないらしかった。確かに、ラバール王国の国土のほとんどは乾かわいており、砂漠に近い土地のようだ。王宮の周辺も砂に囲まれているが、点在するオアシスや川辺には緑が豊かで、さまざまな果物くだものや野菜が収しゆう穫かくされている。南に行けば海もあって、海水浴が楽しめるという。

　王宮から車で十五分ほど行ったところには、首都らしい賑にぎわいのある街もあるらしい。

　新市街は日本の都心とほとんど変わらず、数十階建ての近代的なビルがそびえ立つ。旧市街の方は昔ながらの低層の住居と商店街が広がっていて、店を覗のぞいて歩くだけでもなかなか楽しいとのことだった。

「今度連れて行ってやろう」

　笑え顔がおのサイードに言われても、真琴はむっすりと口を噤つぐんでいた。

　砂漠の中をしばらく進んだ車は、やがて高い城じよう壁へきに沿って走り始めた。

　十メートルほどもありそうな高い壁かべの内側に、円柱の塔のようなものが数本と大きな建物が立ち並んでいるのがわずかに見える。永遠に続くかと思われた長いその壁の角を曲がり、三百メートルほども行ったところで、ようやく車が停まった。

「さあ、着いたぞ」

　サイードの言葉で左手を見ると、大きな門もん扉ぴのついた門があった。

　肩かたから銃じゆうを提さげた屈くつ強きような男たちが五人ほどその門の前に立ち、警備をしている。彼らはすぐにサイードの車だと気づいてか両側にバラバラと散り、電動式でどこからか遠えん隔かく操作されているらしい扉とびらがゆっくりと開いた。

　車が再び動き出し、門の中に入って行く。

　門を三つも通とおり越こしたあと、緑の庭が目の前に広がった。

　ナツメヤシの木が緑の葉を茂しげらせ、中央で大きな噴ふん水すいが水を噴ふき上げている。砂漠にいることを忘れてしまいそうな、強きよう烈れつな太陽が照りつける南国の楽園のような前庭を回り込むと、その向こうにアラビアンナイトに出てくる王宮のようなクラシックな建物が現れた。

　アーチ型の窓がずらりと並ぶ白い壁。あちこちに施ほどこされた金の装そう飾しよく。イスラム様式の半球形の屋根があちこちに見える建物は三階建てで、奥行きは遥はるか向こうまである。

　部屋数は少なく見積もっても三百以上あるだろう。

　玄げん関かんの前で車を降り、屋根のついた十段ほどの幅はば広びろの外階段を上がって行く。

　階段を上がりきったところに扉があり、二人の警備の男たちに開けてもらって、ようやく建物の中に入ることができた。

（涼すずしい……）

　クーラーがほどよく効き、灼しやく熱ねつの外とは別世界のようだった。

　まず目に飛び込んできたのは、高校の教室三十個分くらいありそうな広間だ。

　天てん井じようから下がる、昼の光を反射する大きなシャンデリア。白く美しい大理石の床ゆか。鮮あざやかな赤いカーテンと絨じゆう毯たん。金塗ぬりの窓まど枠わく。正面に見える幅広の螺ら旋せん階段が、広間に甘くロマンチックな雰ふん囲い気きを添そえている。

　その階段のそばには、来客用のものか革かわ張ばりの背の低いソファー・セットとスツールが置かれ、アラブ風のエキゾチックな模様が刺し繡しゆうされた色とりどりのクッションが並んでいた。

　目が眩くらむような豪ごう華かさと異国風の雰囲気に、真琴はただ圧あつ倒とうされた。

（ここがサイードの……家？）

　家と呼ぶのはなんだか憚はばかられる。

　壁や柱に施された、イスラム風の美しく緻ち密みつな幾き何か学がく模様の装飾。全すべてが優美で建物全体が芸術品のようだ。宮きゆう殿でんとか、超ちよう豪ごう華かホテルと言った方がしっくりくる気がした。

　ぼんやりと広間を見回していると、サイードが真琴の心を読んだかのように言う。

「ここは……日本語だと『王宮』というものだ。俺が生まれ育った住居だから、俺の家と言っても間ま違ちがいではないと思うが」

「……」

　真琴はまた返事をしなかったが、飛行機に乗っているときからそうだったように、サイードには特に気にしている様子はない。

　男らしいその顔で、にこりと満足そうに真琴に微笑ほほえみかけてきた。

「俺は着き替がえてくる。お前も着替えたら、さっそく約束していた食事にしよう」

　ムスカに、真琴を着替えの間に連れて行くように指示する。

　彼が玄関からついて来た老ろう齢れいのお付きの者と広間から消え、真琴はムスカに促うながされた。

　サイードたちとは別の扉を開けると、日本の二車線の道どう路ろ幅はばくらいはある、広い真っ直ぐな廊ろう下かが続いていた。

　そこを延々と歩いて、三階の部屋に通される。

　客室といった様子でもなく、なにかの目的に使用されているという印象も受けない、なにもないが、ただただ広い三十畳じようほどの部屋には、突つき当たりの壁に大きな姿見と衝つい立たて、そして大理石のテーブルが置かれている。テーブルの上にあった白い箱をムスカが開けると、中には女性用の着物に帯、下着などが一式揃そろえられていた。

　ムスカにそれに着替えるように言われて、真琴は日本を発たってから初めて言葉を発した。

「どうして、着物なんて……？」

　しかもなぜ女物の着物に、と問う前に、ムスカに返された。

「サイード様がそうお望みですので」

　その名前を出されたら、ぐっと詰つまりながらも従うしかない。

　女物の着物に着き替がえろだなんて、ふざけているとしか思えない。だが、真琴の中では、礼れい儀ぎ正ただしくて気前のいい外国人という当初のサイードの印象は完全に崩くずれてしまっている。今となっては、気をつけて触さわらなければならない『危険人物』だ。おまけに、この国では最高権力者みたいなものなのだから、下手へたに逆らって怖こわい思いはしたくない。

（とにかく、僕をここに連れて来た目的が分かるまでは、慎しん重ちように行動しないと……）

　真琴はため息を吐つき、それまで着ていたものを脱ぬいで着物に着替えた。

　そのあと、ムスカに同じ三階にある一室に連れて行かれた。

　四十畳ほどもある部屋の中央に、楕だ円えん形の八人掛がけくらいのテーブルがあった。

　突き当たりには眺ながめのよい窓があり、壁かべ際ぎわに給きゆう仕じ人らしき男二人が控ひかえて立っている。こちらでお待ちください、とムスカに椅い子すを引かれて、真琴は大人しくそこに座った。

　真琴が席に着くとすぐに、料理が次々に運ばれてくる。

　どうやら、ここが午ご餐さんの席らしい。

　マグロのトロや鮑あわびのお寿す司しやお刺さし身み、といった冷製の料理が十種類ほど。さらには熱々の湯気を立てている伊い勢せ海老えびのマヨネーズソース掛がけや鮑のクリーム煮に、冷めないように熱い鉄板に載のせて運ばれてきたサーロインステーキといったものが並ぶ。他ほかにも日本人好みの、いかにもあっさりした味付けに見える料理があり、テーブルを埋うめ尽くさんばかりだった。

　リクエストしたとおりの料理。美しい盛り付けで目も楽しませてくれるそれらに、真琴は思わずゴクリと唾つばを飲み込んだ。

「すごい……」

　いくらお金持ちそうな国で、空輸もさせ放題だろうといっても、こんな砂さ漠ばくの国なのに、よくここまで日本風の食材を揃えられたものだ。

　感心していると、先ほど入ってきた扉が開いた。

「真琴……」

「あ……」

　ムスカが外から開けた扉を通って、サイードが現れる。

　アラブ風の白い民族衣装のような長衣。踝くるぶしまであるゆったりとしたそれを身につけ、頭布で髪かみを覆おおった彼に、真琴は息を吞のんだ。

　シンプルな無地の長衣の上に、長なが袖そでの上着を羽織っている。上着の襟えりや袖そで口ぐちには、砂漠地方独特の、美しい草のような模様が金糸で刺繡されていた。乾かん燥そうした土地の厳しい自然環かん境きようを彷ほう彿ふつさせる男らしいデザインながら、そこはかとない高貴さや上品さも感じさせる。自国にいるときには今のような格好で過ごすのが普ふ通つうなのか、サイードの肌はだ色いろの濃こさや彫ほりの深い顔立ちにしっくり馴な染じんでいた。

　スーツ姿よりも似合って、彼のまとう精せい悍かんな雰囲気がより際きわ立だっている。

（なんか、いかにも砂漠の国の王族っていう感じ……）

　テーブルの方へ近づいて来たサイードは、真琴のそばで立ち止まる。

　じっと真琴の全身を見下ろし、満足そうに微笑んだ。

「ふむ……お前の着物姿は、本当に可愛かわいいな」

　サイードはテーブルを挟はさんだ向かいの席に、先ほどの真琴と同じようにムスカに椅子を引いてもらって腰こしを下ろす。

　サイードより少し簡易な白装束と頭布に着替えたムスカは、サイードと真琴の縦長のグラスに冷たいお茶を注ついでくれたあと、壁際に立った。あとの食事の世話は給仕人の二人に任せるが、側近の彼はサイードの食事中そこにずっと控えているつもりらしい。

　さっそく給仕の男性二人が、大皿から真琴の前の小皿に料理を取り分けてくれた。

「約束したとおり、お前の希望のものを全て用意させたぞ。さあ、好きなだけ食べろ」

　サイードが上じよう機き嫌げんに笑いながら、食事を勧すすめてくる。

　真琴への気き遣づかいからか、手元にはフォークとナイフの他、箸はしも用意されていた。だが、真琴は皿の上の料理を見つめたまま動かなかった。

　こんなにたくさん、しかも馴な染じみのない日本の料理を作るのは大変だっただろう。苦労して作ってくれたのだろうこの王宮の料理人には悪いが、どれだけ美味おいしい料理でも、どうしても喉のどを通る気がしなかった。

「どうした、食べないのか？　どれも好物のはずだろう？」

　また勧めてくるサイードを、正面から軽く睨にらみつける。

「た、食べられるわけないよ」

　真琴は日本を出て初めて、彼に言葉を返した。

「僕がずっと怒おこってるの、分かってるよね？　こんな状態でいくらご馳ち走そうを食べたって、美味しくないだろうから……食べたくない」

　これが普通に、日本でのサイードの滞たい在ざい先での食事だったら、どれだけうれしくて舞まい上がった気分だっただろうか。そう思うと、残念で仕方がない。

「お前は怒っていたのか？　そうは見えなかったが」

　瞬まばたきをしたサイードに、思わず絶句する。

「!?　なに言ってるの!?　飛行機の中から、ずっと黙だまってたし！　返事もしなくて、これまで、すっごく不ふ機き嫌げんな態度を取ってたのに……まさか気づいてなかったのっ!?」

「ずっと黙っていた？　そうだったかな……」

　サイードは顎あごに手を当て、本当に心当たりがないといった様子だ。

「すまない。お前が俺の国に来てくれることがうれしくて、気づかなかった」

「だから、僕は自分の意思でこの国に来たんじゃなくて、無理やり連れて来られたんじゃないか！　それでどうやって、あんたの出した料理を食べられると思うのっ？」

「うちの料理人は日本料理も得意だぞ。本当に食べないのか？」

　サイードは自分の前の小皿から、箸で大きな伊勢海老のマヨネーズソース掛けを口に運ぶ。

　吞のん気きに「うん、美味うまい」と舌した鼓つづみを打つ彼を見ていると、真琴は思わず、目の前のテーブルを拳こぶしで力いっぱい叩たたきたくなる。

　怒いかりをこらえ、唸うなるように問いかけた。

「いったい、僕をこんなところへ連れて来て、なにが目的なの？　どうして、こんな誘ゆう拐かいみたいなことをしたの？」

「誘拐とは人聞きが悪い」

　伊勢海老を飲み下したサイードが、箸を箸置きにそっと置く。

「礼をしたいから、俺の家に食事に来てくれ、とちゃんと言ったじゃないか。お前は来てくれると約束した。だから、俺の家に連れて来ただけだ」

「そ、それは……家に行くって約束はしたけど、外国に行くなんて言ってないっ」

「俺の家は外国にあるんだから、俺の家に来ようと思ったら、ここラバール王国に来るしかない。国境を越こえなければ来られないんだから、仕方がないだろう？」

　ケロリとして言った彼は、男らしい色気の滲にじむ、少し悪わる巧だくみをしているような微笑みを浮うかべて、テーブル越しに真琴をじっと見つめた。

「まあ……本当のことを言えば、この食事はおまけのようなものだ。お前をこの国に連れて来た本当の目的は、お前にこのラバール王国を見てもらい、よく知ってもらって、早くこの国で暮らす決心を固めてもらおう、というところにあった」

「え……暮らす？」

「花はな嫁よめになるお前に、夫になる俺の国を見て欲しい。そう思うのは自然なことだろう？」

「はな……？」

　一いつ瞬しゆん、聞き間ま違ちがいかと思ったが、確かに『花嫁』と言った気がする。

　数秒の間のあと、混乱の気持ちで問いかけた。

「は、花嫁……って、僕が？　なにそれ、なんのことっ？」

「お前は俺と結けつ婚こんする。だから、俺の花嫁と呼んでも間違いじゃない」

　サイードが、どうしてそんなに驚おどろいた顔をしているんだと言うようにさらりと口にした言葉があまりにも突とつ拍ぴよう子しもなく、真琴は口をパクパクさせた。

「な……なに言ってるの？　なんで、僕があんたと結婚しないといけないのっ？」

「俺がお前を好きになったからだが？」

「はあ……っ？」

　とんでもない理由を堂々と言われて、真琴は思わず頰ほおを大きく引き攣らせる。

　サイードはそんな真琴の様子など全く気にしていないようで、また男らしく微笑ほほえんだ。

「昨日、お前の家を訪おとずれたとき……着物姿で玄げん関かんに出て来たお前を一目見て、なんて可愛らしい奴やつだろうと思った。あのとき、お前に恋こいしてしまったようだ」

　彼はそのときの真琴の姿を思い出しているかのように、うっとりとした眼まな差ざしで語る。

「胸がこう、ギュッとなにかにつかまれたみたいに切なくなって。あんな気持ちになったのは二十数年間生きてきて初めてだ。俺がお前に見み惚とれていたのに気づかなかったか？」

「こ、恋……って、そういえば……？」

　思い返してみれば、昨日、サイードに玄関で初めて会ったとき、彼はしばらく真琴の姿に目を奪うばわれているかのように、呆ぼう然ぜんと突つっ立っていた。

　あれはてっきり、男の自分が女物の着物を着ていることを奇き異いに感じてのことだと思っていたのだが……そうではなく、見惚れていたのか。

（な、なんで、僕に……女の子みたいな格好をした男に見惚れるわけ？　この人って、すごい変態なんじゃ……？）

　真琴が眉まゆを寄せて見つめても、サイードは恋する者特有の、夢見るような甘い視線で真琴を包み込むようにして見ていた。

「もちろん、俺がお前を花嫁にしようと思ったのは、その可愛らしい外見に惚ほれたという理由からだけじゃない。あのあと、俺は湿しつ気けと暑さで気分が悪くなって倒たおれただろう？　お前はそんな俺を、やさしく介かい抱ほうしてくれた。おまけに食事まで作って食べさせてくれて……あのときはっきりと確信したんだ。お前が、俺がずっと探していた『大和やまと撫なでし子こ』だと」

「や、大和撫子……？」

　ますます眉を寄せた真琴に、サイードは頷うなずく。

「日本に半年も滞在して『大和撫子』を探していたが、どうしても見つけられなかった。しかし、俺はついに、子供の頃ころから望んでいた理想の結婚相手に巡めぐり会えた。やっと見つけることができたんだ、可愛らしくてやさしくて、控ひかえめで芯しんの強い『大和撫子』を」

「ちょ、ちょっと待……」

「外見も内面も、お前は俺の理想どおりの『大和撫子』だ。まさしく完かん璧ぺきだ」

　サイードは、真琴にちょっと待って、と、言う隙すきも与あたえない。

「結婚相手選びのことでは、これまでも両親に心配をかけていたが。これでやっと花嫁を迎むかえて、父や母を安心させることができる」

　心底ホッとしたように彼が言うと、壁かべ際ぎわに立つムスカが深く頷いた。

「王子のご成せい婚こんを心待ちにしていた我が国の民たみたちも、今度のおめでたいお話に喜ぶと思います。本当にこのたびはおめでとうございます、サイード様。『大和撫子』を花嫁にするという長年の夢をついに叶かなえられて、よかったですね。側近の私もうれしい限りです」

「全くだ、本当によかった」

　和なごやかに微笑み合う二人に、真琴は、よくない！　と大声で叫さけびたかった。

（ちょっと待ってよ……っ！　男の僕を花嫁にするなんて、まさか、本気なの……っ？）

　自分は男なのに、その辺はなにも気にしていないのだろうか？

　側近のムスカはなぜ、乱心とも言える主人の決断を諫いさめたり、止めたりしないのだろう。男と結婚するなんて、国の存亡に関かかわる一大事だと思うのに……。

　ぐるぐると思考を巡らせていて、ハッと気づく。

　とても信じられないことだが、状じよう況きようからしてそうとしか思えないことに気づき、椅い子すの上の真琴の全身からサーッと血の気が引く。

（あ、あ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!?　こ、この人たち、僕のことを女だと思ってる……っ!?）

　それなら分かる。納なつ得とくできる。

　ここに連れて来られて女物の着物に着き替がえさせられたのも、サイードが自分のことを『大和撫子』だと言って花嫁にしたいと言っていることも。

　昨日、初めて会ったときに、着付けの練習をしている途と中ちゆうで女物の着物を着ていたから。東洋人でしかも十七歳の男にしては華きや奢しやな自分が、女の子のように見えたから、彼らの頭の中に自分は少女としてインプットされてしまったのではないだろうか。

　もしそうなら、早さつ急きゆうに誤解を解かないといけない。

　真琴はおずおずと、目の前のサイードに視線を上げた。

「あの、もしかして……」

「そんなふうに不安そうにしなくていい。大だい丈じよう夫ぶだ、俺は先を急がせたりしない」

　またなにを誤解したのか、サイードが大おお仰ぎように頷く。

「本当に、ゆっくりこの国や俺のことを知って、もし気に入ったら、俺の花嫁になって欲しいと思っている。まあ、そのために、お前にはこのラバール王国にしばらく滞在してもらわなければならないが……日本の高校というのは今、夏休みだそうだな。ちょうどよかった」

「そうじゃなくて、あの……」

　僕は男ですが、と言う前に、テーブル越しに顔の前にずいと携けい帯たい電でん話わを差し出された。

「というわけで、お前はこの国や俺のことを知るために、このラバール王国にしばらくいることになったわけだが。その間、家族が心配しないよう、お前から連れん絡らくしろ」

「家族……」

　意味が分からずに瞬きをした真琴に、サイードがにこりと微笑む。

「日本の家族に、ここに来ることを言ってこなかっただろう？」

　真琴は、そうだった、と思い出した。

　日本を発たって十時間以上経たっているということは、あちらでは真夜中になっていて、帰らない自分のことを兄や祖母が心配しているだろう。

　また青くなった真琴を安心させるように、しかし、サイードが言う。

「実は、日本を発つ前に、お前の家族には使いの者をやって、お前が俺といっしょにラバール王国に来ることは伝えてある。お前には、この国で着物に関する仕事をしてもらうために、しばらく滞たい在ざいしてもらうことになったと言っておいた。急に話が決まって申し訳ないと、お前の祖母の絹代にも伝えておいたから、大きな混乱は起きていないだろうと思う」

「そ、れは……ありがたいけど……」

　真琴はとりあえずホッとしつつ、押されるようにして携帯電話を受け取った。

「ただ、そうは言っても、お前の声を聞かなければ家族も安心はできないだろう。だから、ラバール王国で元気でやっているし、自分の意思でしばらくここに滞在することになったと、お前の口から家族に伝えておけ」

　あくまで自分の都合だけを押しつけてくるサイードの傍ぼう若じやく無ぶ人じんさに、啞あ然ぜんとする。

　けれど、きっとここで口ごたえしても撥はねつけられるだけだろう。とりあえずは大人しく従って、真琴は一瞬のチャンスに懸かけることにした。

　サイードが、そのまま日本の電話番号を市外局番から押せばかかると言うので、真琴は自宅の電話番号を間ま違ちがえないように慎しん重ちように押していく。

　呼び出し音が鳴って、兄が電話に出た瞬しゆん間かん、真琴は叫んでいた。

「に、兄ちゃん、助けてっ！」

『どうした、真琴？』

　少し心配そうな兄の声。それを聞いて、真琴は泣きそうになった。

『お祖母ばあちゃんが、お前が外国に着物の仕事をしに行ったって言ってたけど、なにかあったのか？　どこかの国の王子といっしょだとかって……大丈夫なのか？』

「全然大丈夫じゃないよ、大変なことになっていてっ」

　女の子だと誤解されて結婚を迫せまられ、日本に帰してもらえなくなっている。

　そもそもは無理やり連れて来られたのだと説明したかったけれど、そんなことよりも、とにかく助けに来てもらうことが一番重要だと思った。

「飛行機とかで、ラバール王国に来て！　今すぐ！　それができなかったら、外務省かどこかに行って、僕がサイードっていう王子に誘ゆう拐かいされたって言って……」

「真琴」

　必死に話している最中に、サイードに素す早ばやく携帯電話を奪われた。

　あっ、と声を上げた真琴の前で、テーブルの向こうのサイードが通話口を手で塞ふさいでこちらの会話が聞こえないようにしたあと、小さなため息を吐つく。

「兄に来てもらうのは無理だろう。残念だが、日本からラバール王国への旅りよ客かく機きの便はない」

　助けなど呼べないと暗に言う彼に、真琴は食ってかかるように言い返した。

「でも、どこかの国を経由すれば……っ」

「お前の兄が乗っている飛行機には、我が国への着陸許可を与えない」

「じゃ、じゃあ、日本の外務省の人に話をして、それこそ、あんたが言っていた外交なんとかで助けてもらえるようにこの国の王様と交こう渉しようしてもらえば……」

「この国の王……つまり俺の父は、息子むすこに甘くてな。たとえ日本政府の要よう請せいだとしても、俺が国から出さないと言っているお前を、勝手に出国させたりはしないだろう」

　サイードは余よ裕ゆうの口調で答える。

「それに、日本政府がどうのこうの言っても、お前はパスポートすら持っていないしな。お前が確かに日本人の『柳川真琴』だと証明するものは、ここにはなにもないんだ。それでは日本の外務省としても、お前を日本に帰せと強く押せるわけがない」

「……っ!!」

　もっともな指し摘てきに、真琴は息を吞のむ。

　サイードは携帯電話を手にしたまま、椅子の上で動けなくなっている真琴を見つめ、勝ち誇ほこったかのように、ふっとわずかに頰ほおを緩ゆるめた。

「お前は国境を越こえたということがどういうことか、よく分かっていないようだな。これを機会に教えておいてやるが、このラバール王国では日本の法律や常識といったものはいっさい通用しない。この国では、俺たち王族が法律そのものだと言っていい」

「え……ど、どういう意味……？」

　うかがい見る真琴に、サイードは頷きながら言う。

「俺は、お前を死ぬまでこの王宮の塔とうの一室に閉じ込めて、一歩も外へ出させないでおくこともできる。もしそうしても、王子の俺がやることを、この国の者は誰だれ一ひと人りとして非難したり罰ばつしたりはしないだろう。そういうことだ」

「つまり……僕をそんなふうに一生監かん禁きんしていても……犯罪にならないってこと？」

「なかなか吞み込みが早い。頭がいいな」

　サイードは片方の唇くちびるの端はしを上げ、挑いどむような笑えみを浮うかべた。

「そうなれば、お前は行方ゆくえ不明者ということになる。日本で失しつ踪そう宣告でも出されれば、そのうち死んだことになるかもしれないが……まあ、その点は心配するな。お前にはラバール王国での国こく籍せきをやることにするから、お前はこの国の人間として生きていけばいい」

　にっこりと不気味なほど人がよさそうに微笑ほほえむサイードに、真琴はゴクリと唾つばを飲み込む。

「し、死ぬまで塔に閉じ込めるって……そんなことを、本当にするつもり……？」

「可能性として『できる』と言っているだけだ。必ずそうするとは言っていないだろう？　もちろん、必ずそうしないとも言っていないが……まあ、お前次し第だいということだ。お前が俺の言うことを聞かず、悪あがきをして、誰だれかの力を借りて日本に帰ろうとした場合には、お前を一生、塔に閉じ込めておくのも悪くはないかもしれないな……」

「……」

　真琴の反応をうかがうように、じっと見つめてくる双そう眸ぼう。

　さらりと言ってのける冷静さが、逆になにをするか分からないという本気を感じさせて、真琴は血の気が引く思いだった。

（嫌いやだよ！　一生、塔の部屋に監禁されて、一歩も外に出られなくなるなんて……っ！）

　次の瞬間、真琴はサイードの手からサッと携帯電話を奪うばい返し、電話の向こうにまだいてくれているはずの兄に向かって早口で叫さけんだ。

「兄ちゃん、そこにいるっ？　さっき言ったのは噓うそ！　ラバール王国ではなにも大変なことなんて起こってないから！　ここ、ご飯も美味おいしいし、皆みんなによくしてもらっていて、すごく楽しくて。ちょうど学校も夏休みだし、しばらくいさせてもらおうと思って！」

　不自然なくらい明るく元気な声で、先ほどとは打って変わって、なにも問題ないと訴うつたえる。

『真琴？　なんか、やっぱり外国との通話だと声が届きにくいのかな？　さっき、いくら話してもお前から返事がなくて』

「それもなんでもないから！　とにかく心配しないで、なにもかも順調だから！」

『そうか？　それならいいが……』

　ラバール王国での滞在がいかに快適かを必死に話して聞かせたあと、また電話をするからと言って電話を切った。これでなんとか、塔の一室に死ぬまで監禁されるなどという最悪の事態だけは避さけられただろう。

　真琴は心から安あん堵どし、フーッと肩かたで長い息を吐きながら椅い子すに深くもたれた。

「どうやら、日本に帰らず、しばらくこの国のことを知るために滞在してくれる気になったらしいな。そう思っていていいんだろう？」

　テーブルの向こうで、サイードがにっこりと微笑む。

　真琴は全すべての抵てい抗こうを諦あきらめ、ガックリと肩を落として頷うなずいた。

「はい……」

「それじゃ、食事を進めるとするか。せっかくなのに、少し冷めてしまった料理もあるな。温め直せるものは料理人に温め直させよう。ムスカ」

　視線を向けられたムスカが給きゆう仕じ人たちに指示し、いくつかの料理がいったん下げられて、また熱々の状態で真琴の前に並べられることになった。

　正直なところ、とても食しよく欲よくなんて出なかった。だが、真琴は無理をして食べた。

　どうあがこうと、しばらくはこのラバール王国を出て日本に帰ることはできないのだ。それが決定して気力が萎なえているのだから、ここで体力まで失って、いつか運良く訪おとずれるかもしれない脱だつ出しゆつの機会を万が一にも逃のがすようなことがあってはいけない。そう自分に言い聞かせつつ、箸はしで黙もく々もくと料理を口に運ぶ。

　ムスカに冷たいお茶を注いでもらい、サイードと同じようにまるで王族のような扱あつかいを受けていたけれど、美味しいはずの料理もあまり美味しく感じなかった。

（とんでもない人と関かかわり合いになっちゃったよ……）

　頭の中は、そんな思いでいっぱいだった。







　食事を終えると、サイードが家族に帰宅の挨あい拶さつをしに行くと言い出した。

　少し片付けなければならない仕事もあるから、夕刻までかかるかもしれない。それまで、食事をした部屋の隣りん室しつで好きに休んでいるようにと言われた。

　ムスカに案内されたのは、先ほど食事をしていた部屋と同じくらい広い部屋だった。

　客室の一つなのか、絨じゆう毯たんの上にはソファー・セットが置かれ、書き物のできる大きなビジネスデスクもある。奥には扉とびらが一つあり、開いたそこからベッドが見えて、寝しん室しつだと分かった。ムスカに『ご希望でしたらベッドでお休みになってください』と言われたけれど、真琴は部屋の突つき当たりにある広いバルコニーに向かった。

　テレビやＤＶＤといった最新の設備も揃そろってはいるが、今はそれで時じ間かん潰つぶしをするような心理的な余裕はない。それに、どうやらムスカがずっと同じ部屋に控ひかえているつもりらしいと分かったので、一人になりたかった。

　窓を開けて外のバルコニーに出ると、さすがに暑かった。

　バルコニーからは、周りを囲む高い壁かべに邪じや魔まされて砂さ漠ばくを見み渡わたすことはできない。

　けれど、代わりに広い空と王宮の美しい庭を見下ろすことができた。

　砂漠の中にあるとは思えない、緑に溢あふれた庭。南国風の色いろ鮮あざやかな花々が咲さき誇るそこを三階のバルコニーから見渡しながら、真琴はため息を吐いた。

　どうして自分がこんな目に遭あうのだろう。

　どうして、こんな異国に一人で監禁されるようにして自由を奪われないといけないのか。しかも、女の子と間ま違ちがわれて……。

　考えれば考えるほどその理り不ふ尽じんさに腹立たしいような悔くやしいような気持ちになったが、しばらく時間が経たつと、先ほどサイードといっしょに食事をしていたときよりも、いくらか冷静に事態を考えられるようになってきた。

（なんか、さっきは『塔に監禁する』なんて言われて気が動転して、混乱して、すっかりサイードの言いなりにならないといけないような気になっていたけど。よく考えたら、男だっていうことを言ったら、あっさり日本に帰してもらえるんじゃないかな？　だって、どうしたって男の僕とは結けつ婚こんできないわけだし……？）

　先ほどは男だと告げるタイミングを完全に失っていたけれど、早く言ってしまえばいい。そう思った真琴だったが、すぐに自分のその考えに首を横に振ふった。

（でも、今さら僕が男だって分かったら、サイードにどんな目に遭わされるか分からない。自分の言うことを聞かなかったら、僕を一生、塔に閉じ込めるなんて言う性格の人だから。ちょっと、ううん、かなり言いにくいよ……）

　なるべくなら、女の子だと思われているこのままの状態で日本に帰る許しをもらいたい。それが一番、大きな混乱も痛手もなく済みそうだ。

　男だと告げる以外に、なにかこの王宮から逃にげ出す方法はないだろうか。

　サイードは、真琴にこの国や彼のことを知ってもらって、気に入ったら自分の花はな嫁よめになって欲しいと言った。そのためにこれからしばらくラバール王国に滞たい在ざいして欲しい、と言っていたが……今は幸いにも高校が夏休みだからいいものの、遅くとも一ヶ月後には日本に戻もどらなければ学校にも通えなくなって大変なことになる。

　一刻も早く、彼に『女の子』と誤解している自分との結婚を諦めてもらうには、どうしたらいいだろう。うんうんと唸うなって考えていたが、ずっと外にいて暑くなって汗あせをかいてきて、真琴はクーラーの効いた部屋の中に戻ることにした。

　ソファーにもたれて絹の四角いクッションを抱だき、窓の外を睨にらみつけながら考える。

　やがて、バルコニーの向こうの空が夕日に赤く色づいてきた。

　サイードと別れて一人きりになってから、三時間くらいは経っただろう。だが、男ということを告げる以外の方法で……そしてできるだけ穏おん便びんに、この王宮と国から……サイードから逃れるための良い方法というのはなにも思いつかなかった。

（ダメだ……やっぱり、これはもう男だって言うしかないよ。そうすれば、さすがに結婚なんて諦めてくれるだろうから。あとは、いつどんなタイミングで言うかが問題だよね……）

　なるべく早くがいいけれど、タイミングを間ま違ちがえると、とんでもないことになりそうだ。

　それこそ、サイードの怒いかりを買って塔の一室に死ぬまで閉じ込められかねない。

　その辺を上手うまくやらなければと気持ちを引き締しめていると、ずっと控えて立っていたムスカのそばの扉を開け、サイードが入って来た。

「真琴、待たせたな」

　昼間からずっと満足そうな笑えみを崩くずしていない彼は、真琴のそばまでやって来る。

　これから夕食を摂とるかどうか訊きかれて、ソファーの上の真琴は首を横に振った。

「ううん、いらない。お昼を食べてからここでじっとしていただけだったから、お腹なかも空いていないから。それより、もう眠ねむりたいかも。ずっと起きていたから……」

　飛行機の中でも緊きん張ちようで寝ねていないし、ちょうど一晩徹てつ夜やしたときのように疲ひ労ろうしている。

　ここから逃れるためにも、まずは体力を回復することが第一だと決めた。

「それじゃ、この王宮の中を案内するのは明日以降にするとしよう。ひとまず、お前の部屋に案内するか」

　頷きながら言ったサイードを、真琴は瞬まばたきしながら見上げた。

「僕の部屋……？」

「お前がこれから、この王宮で過ごす部屋だ。気に入るといいが」

　サイードといっしょにそれまでいた三階の部屋をあとにし、ムスカを連れて二百メートルほど、延々と廊ろう下かを進んだり階段を上ったり下りたりした。一人だったら間違いなく辿たどり着つけず、途と中ちゆうで迷子になるだろうと、真琴は歩きながら思う。

　王宮はいくつもの棟むねが繫つながってできている低層の造りだが、その中央の棟の三階にある角部屋の前で、サイードが立ち止まった。

　ことさら豪ごう華かで美しい意い匠しようの扉のノブに手を掛かけながら振り返り、ムスカに笑顔を向ける。

「もう今日は下がっていいぞ」

　ムスカが、はい、と一礼をして去って行き、真琴は廊下にサイードと二人きりになった。

　サイードが扉を開け、中へ促うながす。

「さあ、ここがお前の部屋だ」

　そう言ってから、精せい悍かんな頰ほおにちょっと照れくさそうな笑みを浮うかべた。

「ここは、俺が未来の花嫁となる『大和やまと撫なでし子こ』のために、いろいろと揃えた部屋だ。だから、つまり、俺と結婚するお前のためにしつらえたということになるのか……」

　サイードに先に行くように言われて、彼の脇わきを通り抜ぬける。

　まずは、十五畳じようほどの大理石の床ゆかの小部屋が現れた。側面の壁に沿うように置かれたソファー以外はなにもないところを見ると、おそらく一いつ般ぱん家庭の玄げん関かんにあたるものと思われる。

　奥に扉があり、そこから居室部分へと続くらしかった。

　真琴は恐おそる恐る、居室へと続いているらしい大きな扉を開けた。

　目に飛び込んで来たのは、広々とした空間。日本にある真琴の部屋が二十個くらいすっぽりと入ってしまいそうなそこは、マホガニー製の家具で統一されている。

　部屋の角を囲む窓とバルコニーから、ずっと向こうまで美しい庭を見渡すことができた。

「うわ……」

　期待を裏切らない室内の豪華さに、思わず目を見張る。

　次期国王となるサイードの妻の部屋として作られたのなら、高級なものが揃えられていて当然と言えば当然だが、重じゆう厚こうな感じではなく、若い女性が好みそうなロマンチックな意匠の家具や、やわらかな色調の壁かべ紙がみでまとめられていた。

　部屋の隅すみには、ゆるやかな山型をした天てん蓋がい付きの大きなベッドが置かれている。天蓋から厚めの白い布がテント風に垂らされていて、ちょっとした隠かくれ家がのような雰ふん囲い気きだ。

　なんだか居い心地ごこちがよさそうで、ずっとこの部屋の中に籠こもっていたくなる。

「どうだ、可愛かわいらしい部屋だろう？　奥にあるあの畳たたみの一角は、日本人の花嫁が祖国を懐なつかしめるように特別に造らせた。なかなかいいだろう？」

　ベッドの天蓋の白い布は砂漠のテントのイメージなのだとか、サイードはいろいろと説明したあと、壁かべ際ぎわのクローゼットを開けた。

「わ……」

　クローゼットかと思ったところは別部屋で、衣い裳しよう部屋になっている。

　服や鞄かばんといった細々としたものが収納しやすそうな棚たなが壁一面に建てつけられ、反対側の壁には、これも壁一面に桐きりの簞たん笥すがずらりと並んでいた。

　サイードが引き出しを次々と開け、中に着物が入っているのを見せてくれる。

　きれいに畳たたまれて和紙で包まれたそれらのうち、いくつか柄がらを見させてもらい、真琴はその織りの美しさと絶ぜつ妙みような染めの色具合に感かん嘆たんした。

「なにこれ、すごい……」

　祖母から着付けを習っていただけに、ここにあるのがどれだけ高級なものか分かる。

「もうだいぶ前に日本から取り寄せたものだ。というか、京都の呉ご服ふく店というのに使いをやって、店にある商品を、店主といっしょにこの国に自家用機で運ばせて……俺が気に入った柄のものだけを買い上げたんだ」

　五百枚以上もここの簞笥にしまってある、とこともなげに言う。

　サイードの国は小さくはあるが、石油などの天然資源に恵めぐまれている。昔からエメラルドやサファイアといった宝石が採さい掘くつされることでも有名で、それらの輸出で国力を蓄たくわえてきた経けい緯いがあり、国民の生活水準も高くてとても豊かであるとのことだった。

「街の方では、宝石を使ったいろいろなデザインの装そう飾しよく品が売られている。今度いっしょに街に行ったときに、気に入ったものがあったら買ってやろう」

「え、いいよ、宝石なんて。そんなのにお金を使うの、もったいないと思うし……」

　それに、そんなことをするまでに日本に帰るつもりでいるから。

　そう言いたいのをぐっと堪こらえて首を横に振る真琴に、サイードが微笑ほほえむ。

「遠えん慮りよしているのか？　いいじゃないか、そう高いものでもないんだから」

　着物を一気に五百枚も買ってしまうことや、宝石を高くないと言うその彼の感覚にはとてもついていけそうになかった。

（この人って、庶しよ民みんの僕らとは金銭感覚が全く違ちがうんだ。着物五百枚くらいポンって買えちゃうし、宝石だってその辺の道みち端ばたの石と同じようなものにしか思ってないみたいだ……）

　呆あきれたような感心したような気分で、もうため息しか出ない。

　超ちよう大金持ちの王子様。同じ日本語を話して会話してはいるが、サイードは自分とは全く別世界の人間なのだ。

「これから毎日、ここにある着物で好きなものを着ればいい。一年くらいしてここにあるものに飽あきたら、また呉服店の店主を呼んで新しいものを届けさせよう」

「着ればいい、じゃなくて、着ろ、っていう命令なんだよね？」

　真琴はもう一度ため息を吐ついたあと、ゴクリと唾つばを飲み込んだ。

（そ、そうだ。僕は女じゃないって、早く言わないと。今、言っちゃった方がいいよね？　だって今すぐ男だって言わないと、こんなふうに着物を貰もらったり、宝石を贈おくられたりしているうちに、取り返しのつかないことになっちゃうかも……）

　女物の着物を着せようとしていることからも、サイードが自分を女の子だと勘かん違ちがいしていることは間違いない。

　自分は男なのだから、そもそも花はな嫁よめにはなれない。そう説明すれば、大和撫子の花嫁を迎むかえることを望んでいるサイードは、さすがに自分をすぐに日本に帰してくれるだろう。もしかしたら、なにか一ひと悶もん着ちやくはあるかもしれないが。

（今まで騙だますつもりはなかったって、上手く言わないと。下手へたに逆上されたら、なにをされるか分からないから……）

　とうとう『大和撫子』を見つけた、と喜んで、真琴をこんな遠い国まで無理やり攫さらって来たような男なのだ。彼の気を悪くさせないように真実を告げるにはどう言えばいいのか。

　迷いながらも、真琴は意を決してサイードの方へ向き直った。

「あの、サイード。実は、僕、あんまりここの着物は着たくないっていうか……そもそも女物の着物を僕が着るのは、間違っているっていうか。その、つまり、僕は……」

「真琴」

　決死の思いで話しているのに、急に、サイードの眼まな差ざしがふっと甘くなる。

「お前は本当に可愛いな……」

　長く黒い睫まつげが伏ふせ気味になり、低い声に色っぽさが滲にじむ。

　真琴が、え、と小さく息を吞のんだとき、サイードは真琴を後ろの桐の簞笥の方に押しやって、真琴の顔の横で片手をつく。顔を寄せ、唇くちびるを重ねてきた。

　ちゅ、と軽く触ふれるだけのそれがキスだと、真琴は唇が離はなれてから気づく。

「え……え……っ？」

　顔を離した目の前の彼を、呆ぼう然ぜんと見上げた。

　睫が触れそうな近くまで顔を寄せている男。艶つややかな黒い前まえ髪がみ越ごしに、うっとりと恋こいする眼差しで見つめてくる。白い頭布の薄うすい影かげがかかって、彫ほりの深い、異国風の大人の顔立ちにゾクゾクするくらいの男らしい色気が滲む。

　不ふ穏おんなものを感じて真琴が身を捩よじろうとしたとき、サイードに腰こしをつかまれた。

　あ、と小さな声を上げたときには、着物の背中と膝ひざの辺りに手を添えられて、サッと彼の胸に横よこ抱だきにされていた。いわゆるお姫ひめ様抱だっこをされて、そのまま大おお股またに歩き出したサイードに、先ほどまでいた部屋に連れ戻もどされる。

　真琴はキスへの驚おどろきを口にする間もなく、サイードにされるがままだった。

　山形の天蓋から、白い厚めの布が垂らされているテント風のベッド。部屋の隅にあるそこまで行ったサイードは、周りを囲む目め隠かくしのその白い布を邪じや魔まそうに払はらう。

　ベッドに膝で乗り上げて、横抱きにしていた真琴をゆっくりとやさしくシーツの上に下ろした。自分の靴くつを脱ぬぎ、真琴の草ぞう履りも脱がせる。行動はあくまで紳しん士し的だけれど、その目には男のものの野性的な色気が見て取れた。

　白布の隙すき間まからわずかに差し込んでくる夕日の光が、彼の黒い双そう眸ぼうを赤く染める。

　踝くるぶしまでのゆったりとした、白い民族衣装風の長衣を身につけたサイード。

　がっしりとした体格の彼に押し倒たおされ、仰あお向むけになった身体からだの上に伸のしかかられて、真琴は身動きすらできない。身体が沈み込んだマットはふかふかにやわらかく、寝ね心地ごこちがよさそうではあるが、結んだ帯を潰つぶすように寝ているため今は少し背中と腰が痛い。

　天蓋から垂らされた白布でベッドが狭せまい小部屋のように他ほかから仕切られているせいで、まるで砂さ漠ばくの中に張られた白いテントの中で押し倒されているかのようだ。

「な、なにを……？」

　背中を浮うかせようとすると、肩かたをサイードの手でシーツに押さえつけられる。

　焦あせって視線を泳がせる真琴を、彼は前まえ髪がみを垂らして覗のぞき込んできた。

「お前にこのラバール王国に滞たい在ざいしてもらうにあたって、まず知っておきたいことがある」

　双眸にますます強い色気を滲ませたサイードを見上げて、真琴は眉まゆを寄せる。

「知っておきたいこと？」

「ああ。お前との身体の相あい性しようだ」

「!!」

　耳が拾った言葉が信じられず、思わずシーツの上で固まった。

「から……身体っ？」

　真琴は素すっ頓とん狂きような声を上げ、頰ほおを引き攣らせる。

「そうだ。他の点ではもう、俺はお前を花嫁にしてもいいと思っている」

　肩を押さえて伸しかかった体勢のサイードが、神しん妙みように頷うなずいた。

「だが、もし結けつ婚こんしたあとに、そちらの方面が全く合わないということが分かったら、お互たがいに不幸だろう？　それを避さけるために、今のうちに相性を見ておこう」

　呆然と見上げる真琴の首筋に、ふっと顔を埋うずめる。着物の襟えりを左右に開きながら、鎖さ骨こつの上のやわらかな肌はだを吸われて、ゾクッと甘い震ふるえが下半身に走った。

　逃のがれようと身体を捩り、脚あしでサイードの身体を蹴けり上げようとして、真琴はすぐに固まる。

　下半身の乱れた着物。捲まくれて露あらわになった太ふと腿ももに、自分のものではない、熱くて硬かたい男のものが触れた気がした。

（あ……う、噓うそ……っ！　僕は男なのに……っ）

　サイードが本気で欲よく情じようして行こう為いに及およぼうとしていると分かり、頰に血が上ってくる。

「ちょ、ちょっと待って!!」

「そんなに赤くなって。やはりお前は初めてなんだな？」

　サイードが満足そうに微笑み、すっと真琴の背中に手を差し込んだ。

　帯の大きな結び目を乱暴に解かれ、長い帯を力ずくで身体とシーツの間からクルクルと回して一気に引き抜ぬかれ、真琴はベッドの上で海老えびのように背中を反らせる。

「あ、あぁ……っ？」

「恥はずかしがらなくていい。心配もするな。これからお前の初めてを奪うばってしまうが、その責任はきちんと取る。結婚して、この国で幸せな家庭を作っていこう」

「ちが……違うってば！　そうじゃなくて、僕は……っ」

　脚の上に馬乗りになったサイードが真ま琴ことの着物の襟をつかみ、大きく割った。

　着付け用の胸と腰の辺りで結んでいる白い紐ひももさっさと解いた彼は、白い肌はだ襦じゆ袢ばんを左右に捲る。平らな胸が露あらわにされ、真琴は耐たえきれずに叫さけぶ。

「もう、やめてってば………っ！」

「……っ!?　お前……」

　サイードがピタリと動きを止め、男らしい眉を寄せた。

「男だったのか……っ!?」

　真琴の上に馬乗りになったまま、信じられないというように絶句する。真琴を見下ろすその目が、大きな衝しよう撃げきを受けたように見張られた。

「そ、そうだよ。だから、あんたとは結婚なんてできないからっ」

　こんなバレ方をするつもりではなかったが、とにかくバレてしまったからには、次の展開に進むしかない。

「別に、僕が噓を吐いていたわけじゃないよ。そっちが勝手に僕のことを女だって勘違いしていたんだからね。僕だってそんなふうに思われているなんてずっと気づかなかったから、訂てい正せいする暇ひまなんてなかったってことだよ、うん」

　自分はなにも悪くないと早口で主張したあと、しかし、一転して口調を和らげる。

「と……とにかく、そういうわけだから。サイードは結婚相手を探していたんだから、男の僕に用はないよね？　結果的にいろいろと手を煩わずらわせることになっちゃって、申し訳ないような気もするけど……すぐに僕を、日本に帰してくれる？」

　なるべくサイードが臍へそを曲げたり怒おこり出したりするような、面めん倒どうなことにならないように言葉を選んで言ったつもりだった。

　サイードはただじっと、真琴を見下ろしていた。

　衝撃で頰が少し強こわ張ばっているように見える。表情がないため、怒っているのか、なにかを考え込んでいるのか、外からでは判断がつかない。

「……」

　重苦しく、居い心地ごこちが悪くなりそうな沈ちん黙もくがしばらく続いたあと、サイードがいきなり服を脱ぎ出した。金糸の刺し繡しゆうが入った上着とその下のシンプルな長衣から腕うでと頭を抜き、そのゆったりとした二つを脱いだ彼は、真琴に裸ら体たいを見せつける。

　広い胸には逞たくましい筋肉がつき、腰が引き締しまっていて、男の真琴でも惚ほれ惚ぼれした。

　小麦色の滑なめらかな肌。長い手足、生命力の強さを感じさせるしなやかな全身。

　真琴の太腿の上に馬乗りになっている姿は息を吞のむほど男らしく、古代の神々の彫ちよう像ぞうのようにきれいだったが、どうしてこの流れで全ぜん裸らになるのか分からない。

「な……なに？」

　サイードは白い頭布も取り、艶やかな黒くろ髪かみをさらした。

「問題ない」

　きっぱりとした声こわ音ねに、真琴は、え、と視線を揺ゆらす。

　まだ少し顔を強張らせたままのサイードだが、その黒い双眸から迷いの色は消えていた。

「男でも問題ない、と言ったんだ。お前は俺の探していた大和やまと撫なでし子こだ。それは間ま違ちがいないんだから、俺はお前と結婚する」

　自分勝手に結論付けたらしい彼は、真琴の腕を着物から抜かせる。

　開いた着物の上で全裸にされて、ポカンとしていた真琴はハッと我に返り、自分に伸しかかり首筋に顔を埋めてきたサイードの肩を押し返した。

「はあ!?　なに言ってるの!?　問題ないって……大ありだよ!!　男同士なんだよっ!?」

「いいや、俺はお前と結婚する」

　サイードは真琴の胸の方へキスを滑すべらせ、乳ち首くびをペロッと舐なめ上げる。強く吸い、ビリッと走った快感に全身を強張らせた真琴を、目だけで見上げてきた。

「お前が男でも構わない。俺はお前に出会ってすぐに、俺の結婚相手はお前しかいないと直感して、お前と必ず結婚しようと決めた。俺はその自分を信じる。それに、俺は一度決めたことを軽々しく覆くつがえしたりしない男だ」

「そんなところで意地になられてもっ！　っていうか、意地にならないでよっ！」

「少し黙だまっていろ。どちらにしろヤると言っているんだから、お前だって、気持ちよくてロマンチックな夜になった方がいいだろう？」

　夜と聞いて、テント風のベッドの外が薄うす暗ぐらくなっているのに気づく。

　夕日が沈しずみきったのだと気づいたそのとき、真琴の唇くちびるはサイードの温かなそれで塞ふさがれた。

「ん、む……っ」

　唇を割って、舌が強ごう引いんに押し込められてくる。初めて知らされた他人の舌の感かん触しよくは、熱くて濡ぬれていて、思っていたよりもずっとやわらかだった。

　呆ぼう然ぜんとしているうちに、唾だ液えきに濡れたサイードの舌が真琴の舌を舐める。

　ちゅくちゅくと唾液が混ざり合う音を立て、口の中で舌同士を激しく擦こすり合わせたかと思うと、舌の根元から先までを強く吸い上げた。全すべてをサイードに飲み込まれそうで、真琴の背筋をゾクッと甘いものが駆かけ上がる。ちゅっ、という音とともに唇を離はなされ、息いき継つぎをし終えるとすぐにまた唇を合わせられ、口の中をくまなく舐め回された。

　やわらかな舌での愛あい撫ぶは気持ちよく、次し第だいに頭がぼんやりとしてくる。

「うぅ……あ、ふ……んっ」

　真琴が初めて知る、濃のう厚こうな大人のキス。

　口から全ての抵てい抗こうの力を吸い奪われていくかのように、強張った身体がふっと弛し緩かんし、手足に力が入らなくなった。

　サイードは深いキスをしながら、真琴の胸から腰こしにかけてを手のひらでまさぐる。

　表面に指を這はわせるような一見控ひかえめに思える愛撫が、逆に真琴の中の淫みだらなものを的確に暴あばいていくかのようだ。

　彼の手が酷く淫いん靡びなものに感じられ、真琴の身体からだの芯しんが自然と火ほ照てってくる。

（な、なにこれ。男同士でこんなことって思うのに、すごく気持ちいい……っ）

　キスを解いたサイードが真琴を間近から見つめた。

「俺は、お前との出会いのときに運命を感じた」

　情じよう欲よくを滲にじませた男らしい双そう眸ぼうが、甘いキスで蕩とろかされた真琴のぼんやりと焦しよう点てんの定まらない目を、真しん剣けんに射貫ぬくように見る。

「こんなふうに一ひと目め惚ぼれして、どうしても自分のものにしたいと思った相手は初めてだ。だから、きっとお前は、俺の花はな嫁よめになることを運命づけられている者だと思っている。そんな運命の相手と結婚すれば、俺は幸せになれるに違ちがいない。そう思わないか？」

　サイードは問いかけるように呟つぶやき、身体を下へ移動させていった。真琴の胸や腹にキスを落としながら、下半身の方へと顔を近づける。

　肌の表面を撫なでるように這う舌。乳首や脇わき腹ばらを吸い上げられる。

　ゾクゾクと快感が走り……サイードの唇や手の触ふれるところが、どこもかしこも熱くなる。

　いやらしい行為をされているはずなのに、頭のどこかでやめて欲しくないと思っている。

　真琴の吐はき出す息は、熱く、弾はずむようになっていった。

　仰あお向むけのまま高い天てん蓋がいの裏をぼんやり見上げ、自分の腹部や腰を愛撫するサイードの肩かたにいつの間にか手を添そえ、されるがままだった。

「あ……っ？」

　突とつ然ぜん、太ふと腿ももの裏を持ち上げられて膝ひざを割られる。開いた脚あしの間に身体を割り込ませるようにして膝立ちになったサイードに、そのままぐいと脚を胸の方へ押し付けられた。

　膝を曲げ、陰いん部ぶをさらした格好。高く上がった自分の白い足袋たびが、目に飛び込んでくる。

　恥ずかしい体勢を取らされた真琴は、頭の中が真っ白になった。

「な……」

　息を吞んだとき、サイードが真琴の尻しりを下から持ち上げるようにつかむ。さらに谷間をぐっと左右に割って、彼の顔が近づいてきた。

　茂しげみに息がかかるのを感じてすぐに、窄つぼまりに、ぴちゃっと濡れたものが触れた。

「な、なに、どこを……っ？」

　信じられない場所を舐められていると気づいて、声が裏返る。

「知らないのか、男同士でどうやって繫つながるかを。そのための準備をしているんだ」

　いったんそこから顔を離したサイードに見つめられた。

　恥ずかしさと焦あせりで、真琴の頰ほおに一気に血が集まってくる。

「き、聞いたことはある。あるけど……」

　以前、クラスメイトから聞いたことがある。そのとき、まさか、と笑い飛ばしたまさにその器官を舐められたショックで、頭の中でガンガンと痛いくらいに大きな音が響ひびいていた。

「でも、まさか……あんなのは、性質たちの悪い冗じよう談だんだとばかり思っていたから。まさか本当だなんて……っていうか、それ、これからやるつもりなのっ？」

　今のは冗談だ、と笑って欲しかったのに、サイードは至って真面目まじめな顔で頷うなずく。

「男女でも、ここを使ってすることがあるだろう？　それほど変なことでもない」

「!!」

　サイードはさらりと言い、また真琴の窄まったそこをペロリと舐めた。

　円を描えがくように舌を動かし、くすぐるようにして敏びん感かんな襞ひだを濡らしていく。肉がほぐれてくるとすぐに舌を孔あなにぐっと押し込み、ぴちゃぴちゃと音を立てて内側まで舐め始めた。

「う、噓うそ、そんなことを、するなんて……」

　男にそこを舐められているなんて信じられない。さらに信じられないのは、自分自身だ。

　キスと愛撫で蕩かされた身体が動かない。なんだか気持ちよくなってきて、もっと深い快感が与あたえられるのを待っているかのように、サイードを押し返せないでいるのだ。

　舐められている窄まりが、奥までジンジンと疼うずくように痺しびれてくる。

　甘い波に理性が流されていくのを感じていたとき、ふと、サイードが身じろぎ、彼の脚の間のものが臀でん部ぶに当たった。

　火傷やけどしそうに熱く濡れ、硬かたく張り詰つめている雄おすに、思わず息を吞のむ。

（うわ、うわー……っ？　これ、僕に入れる気満々ってこと……っ？）

　たおやかな『大和撫子』が男だったと判明して、てっきり萎なえきっているだろうと思っていたのに。彼の雄は、先ほどからの興奮状態を保っている。

　サイードは男の自分に欲よく情じようしているのだ。

　男のものを挿そう入にゆうしようとしている場所を、彼は舌だけでなく指も使って愛撫し始めた。

　骨太な指がゆっくりと押し込められ、中で指が曲げられる。

　硬くて太いその指の感触に、真琴は身体を強こわ張ばらせた。

　サイードの指が、やわらかな内ない壁へきを撫でるような動きを始める。あちこちを抉えぐるように触さわっていたそれがある一点を抉ったとき、ビリッと足先まで快感が走った。

「あ……っ？」

　真琴は喉のどを震ふるわせた。

　その様子を見たサイードが、甘い眼まな差ざしで訊きいてくる。

「ここがいいのか？」

　返事をせずにいたが、彼はそれからその一点ばかりを指で擦った。

　抉るように触れられるたび、じわっと熱いものが下腹部から足先にかけて広がる。

　こんなことで快感を得るなんて信じられないが、内側のその場所を指で強く擦られると、意識が一いつ瞬しゆんで飛びそうなくらいに酷ひどく心地ここちいい。

「ぁ、ああ……っ、あ……っ！」

　続けざまに甘い声が漏もれ、自分の前が勃たち上がるのを感じた。

　張り詰めてきたそこを、サイードがもう一方の手でそっと握にぎる。

「よほど中のここがいいんだな？　前もこんなになって……べちゃべちゃに濡れている」

　雄をゆるゆると扱しごかれるのと同時に、窄まりの中でも、指でその快感の場所を抉られる。

　真琴は息を弾ませ、上気した顔で首を横に振ふった。

「ち、違ちが……違うっ」

「なにが違うんだ、中もこんなにやわらかくして。ここがお前のいいところなんだろう？」

　サイードが指をゆっくりと大きく抜ぬき差しさせて、ビリビリと甘く痺れているその場所を強く擦る。濡れた肉が、くちゃくちゃと音を立てた。

「……っ」

　恥はずかしい言葉に死んでしまいそうだったけれど、サイードの言っていることは正しい。

「初めてだからな、慎しん重ちように……ここをちゃんとほぐして、気持ちよくなれるようにしておく」

「ぁ、ああ……っ、あ……っ」

　熱く脈打っている内側の肉を広げるかのように、指で深部まで搔き回される。

　自然と、サイードの熱く大きな雄が同じように挿入されることを想像して、真琴は恥ずかしさにギュッと目を瞑つぶった。

　今、たまらなく気持ちいいと感じている自分を、どこかに消してしまいたい。

（ど……どうしよう。こんなことされても嫌いやじゃないなんて。っていうか、気持ちよくてたまらないなんて。このままじゃ……さ、最後までされちゃうかも……っ）

　抵抗なんて全くできないまま、甘い快楽の波に飲み込まれてなにも考えられなくなる。

　身体からは力が抜け、芯から熱く火照っている。自分の全すべてがサイードに侵おかされ、彼という男に支配されているかのようだった。

「そろそろ大だい丈じよう夫ぶだろう……」

　指を静かに引き抜いたサイードが、身を起こして座り直した。

　窪くぼみの入り口に、ピタリと性器の先せん端たんらしきものを押し当てられる。思わず、一瞬ビクリと肩を震わせると、サイードに腰こしを両手でつかまれた。

「力を抜いていろ。なるべく身体を楽にして、俺に任せておけ。そうしないと、いくらここを充じゆう分ぶんにほぐしたとはいっても辛つらいぞ」

　そう言い終えるのと同時に、ぐっと腰を突つき入れてくる。

「……っ！」

　息を詰めた真琴の狭せまい筒つつ状じようのそこを内側から広げて、性器が押し込められてくる。

　熱く濡ぬれた襞が押し返そうとする力。信じられないくらいの圧力で奥へと進んでくる雄。

　二つがせめぎ合い、身体が左右に裂さけるかと思う。

「ぁ、あ……ぁあっ」

　目眩めまいを起こしそうなくらいの痛みを味わったが、それもしばらくのことだった。

　サイードがゆっくりと慎重に根元まで収めてしまうと、痛みは次し第だいに消え、ただ太い雄に貫つらぬかれている苦しさだけになる。

　張り詰めたサイードの雄。硬こう度どを失わないそれと、広げられた真琴の内壁がぴったりと密着していた。男としての精力の強さを見せつけるかのように、ドクドクと脈打つ血管。彼のもののその正確な形まで、内側の肉で感じ取れる気がした。

「は……はぁ、は……あ」

　内部は熱く焼けつくように痺れているが、浅く息をできるようになっただけマシだった。

「大丈夫か……？」

　伸のしかかるように身体からだを繫げているサイードから、労いたわるように言葉をかけられる。

「ぅ……やだ、もう、これ、死にそう……」

　自分の身体の中に他人のものが入っているなどという、信じがたい異物感をこらえながらも真琴は小さく頷く。

　サイードはその目に滲にじませた情じよう欲よくの色を濃こくした。

「キツいな……襞が吸いついてくるようで、すごく具合がいい。慣れていないお前のためにすぐには動かないつもりだったが、これ以上は我が慢まんできそうにない。動くぞ」

　サイードがしっかりと真琴の腰をつかみ、抱かかえ上げるようにしながら雄を引き抜いた。

　また突き入れてくる。

「ぁ……っ」

　内側の壁かべを硬く熱い性器で擦こすられると、頭の中にじわっと甘い快感が広がる。彼の律動が激しくなるに従って、真琴は声を抑おさえられなくなった。

「あ、ぁ、あ……っ」

「そんなに甘い声を出して……感じるのか？　俺に中を擦られると気持ちいいのか？」

　いやらしくて恥ずかしい言葉だけでも、ゾクッとふくらはぎの裏まで震えが走る。

　身体の内側も外側も、どこもかしこも敏感になっている。

「き、気持ちよくなんて……っ」

　ない、と続けようとしたのに、よりいっそう強く揺ゆらされて、言えなくなる。

　波打つように突き上げられ、雄のものの動きに合わせて容よう赦しやなくシーツの上で前後に揺すられ、曲げた膝ひざとその先の足袋たびを履はいた足がブラブラと宙で揺れる。

「あ……はぁ、あ……あぁっ」

　サイードのものに痛いくらいに中を擦り上げられて、内側がそれを押し返そうとすると、それがさらに摩ま擦さつを生んで気持ちいい。

「ここがいいんだろう？」

　サイードは先ほど指で探さぐり当てた快感の場所を、性器の先端や側面で執しつ拗ように突いてくる。

「あぁ、あ……んっ」

　繫つながっている部分で、濡れた内部に溢あふれてきた体液がくちゃくちゃと淫いん猥わいな音を立てた。

「ん……ん、嫌……ぁっ」

　すぐにも放ってしまいそうで怖こわくなり、思わず目め尻じりに涙なみだが浮うかぶ。

「泣くな。なおさら可愛かわいくなって、酷くしてしまいそうだろう……？」

　ふっと微笑ほほえんだサイードの、闇やみ色の双そう眸ぼうにかかる黒くろ髪かみが汗あせに濡れている。その息がわずかに弾はずんでいるのは、彼も射精を極限まで我慢しているからだ。

　それに気づくなり、最後の理性を快感に溶とかされた真琴は、あられもない声で喘あえぐ。

「ぁ……あ、いや、嫌だ、イきそう。イっちゃ……う……っ！」

「真琴、真琴……ああ、お前は本当に最高だ……っ」

　満足そうに言ったサイードが真琴の腰をぐっと引き寄せ、いっそう奥まで突き上げてきた。

「真琴……っ！」

「ああ、うぅ、ん……あーっ」

　サイードの雄おすが、熱く潤うるんだ内壁にパッと精液を塗ぬりつけたその瞬しゆん間かん、真琴も同時に足先までをビクッと震わせ、絶頂に達していたのだった。







　３．僕は大和やまと撫なでし子こじゃない







　翌朝、瞼まぶたの裏に眩まぶしい光を感じて、真琴は薄うっすらと目を開けた。

　見慣れない天てん井じよう。いや、天井というよりベッドの一部だろうか。白い布が中央から左右に向けて垂れており、まるで砂さ漠ばくに張られた大きなテントの中のようだ。

　ここはどこだろう、とぼんやり考え、自分の隣となりに誰だれか寝ねているのに気づいてハッとする。

「……っ！」

　左手に顔を向けると、見覚えのある男の顔が目に飛び込んできた。

　シーツから逞たくましい肩かたと胸を出している男性。二十代半ばくらいに見える彼……真琴に寄り添そうように寝ているサイードは、小麦色の滑なめらかな肌はだを惜おしげもなくさらしている。

　彫ほりの深い顔立ち。すっと整った眉まゆ。高い鼻び梁りよう、精せい悍かんな頰ほお。

　今朝も神こう々ごうしいくらいに男らしい美しさを漂ただよわせている彼は、穏おだやかに眠ねむっているというのに、どこか尊大に見える。

　この男と昨夜、肌を合わせたのだ。思い出して、真琴は頰に血を上らせた。

（男同士で、あんなこと……）

　一度お互たがいに果てたあと、サイードはまた真琴の上に伸しかかり二度目をした。途と中ちゆう、なにか飲み物を口移しされた。その飲み物でさらに身体が熱くなってしまい、最後の三度目のときには、わけが分からなくなって夢中で果てたような気がする。

　おかげで、一夜明けた今も、なんだか腰の辺りがどんよりと重い。

　もしかしたら、あれくらいの回数が世間では普ふ通つうの性交なのかもしれないけれど。初めての自分に、しかも、どう考えても受け入れる側の負担が大きい男同士なのに、あんなふうに延々と激しくするなんて、思い遣やりに欠けているのじゃないだろうか。

（全く……とんだ『王子様』だよ……っ）

　軽く睨にらみつけていると、サイードの瞼がふっと持ち上がる。

「起きていたのか？」

　まだ眠そうにしながらも微笑んで、真琴に顔を寄せてきた。

　キスされる、と焦あせった真琴は、ガバッと上半身を起こしてあとずさる。

　サイードから逃のがれ、ペタンと膝を揃そろえてシーツに座り直し、ホッとしたとたん、自分の窄つぼまりからなにか液体のようなものがトロリと垂れ落ちるのを感じた。

「！　！　！」

　一気に血の気が引いて真っ青になり、それからすぐに今度は逆に、頰に血を上らせる。

　腰から下を隠かくしたシーツを押さえ、身体を強こわ張ばらせて青くなったり赤くなったりしている真琴を見て、サイードが、ああ、と気づいたように呟つぶやいた。

「お前の部屋のシーツは、毎朝取り替かえさせることにしている。心配するな」

　真琴の恥はずかしさの原因を見み透すかしたかのように言って、うっとりとした眼まな差ざしになる。

「それにしても、昨夜はとても楽しめたぞ。身体の相あい性しようもいいと分かって安心した。お前は完かん璧ぺきだ、男という点だけを除けば」

「ぎ……ぎゃっ！　やめてよ、放してっ」

　彼の方へ伸ばしていた足首をつかまれ、ふくらはぎをペロリと舐なめられた。

　真琴は悲鳴を上げたが、足首から手を離はなしたサイードは満足そうに微笑んだだけだ。

「照れているのか？　本当に可愛い奴やつだな」

「あ、あんた……っ」

　真琴は気を取り直し、目の前に寝そべっている不ふ遜そんな男を、腰を隠したシーツを剝はがれないようギュッと身体に押しつけながら睨みつけた。

「あんた、昨夜はよくも、あんなことをしてくれたよね……っ」

「どうした？　俺のセックスでなにか気に入らないところがあったのか？　まさか、あれだけ感じていたんだから、それはないだろうが……」

「！　か、感じてたって言うけど、それは……そ、そうだ、途中で僕になにか飲ませた。きっと、あれが変な薬かなにかで。だから、あんなふうになっただけで……っ」

　自分でも甘い喘ぎ声を漏もらしていた自覚があるだけに、しどろもどろになってしまう。

　サイードはそんな真琴も可愛いと言わんばかりに、余よ裕ゆうで笑った。

「あれはただの酒だ、妙みような薬なんかじゃない。夜、お前がこの王宮に来てくれたことを祝って飲もうと、ムスカにここに用意させておいたんだ」

「お、お酒……？」

　疑いの目で見つめる真琴に、サイードは、そうだ、と頷うなずく。

「だから、お前が多少酔よっていたということはあるかもしれないが……昨夜の性交があれほど気持ちよかったのは、俺たちの相性がよかったからに他ほかならないだろう。酔っていても、相手によっては気持ちよくはならないものだからな」

　さも自分には、他にたくさんの経験があると言わんばかりだ。

　その自じ慢まんとも取れる口調になぜかムッとしたが、サイードは真琴の不快な気持ちに気づいたのか、まるで機き嫌げんを取るように真琴の膝をシーツの上から撫なでた。

「とにかく、お前と夜もしっかり楽しめると知ることができてよかった。もちろん、理想の花はな嫁よめの『大和撫子』を妻に迎むかえたら、浮うわ気きなどいっさいしないつもりではあったが……あっちの方の相性がよければ、お前にも毎晩、悦よろこびと楽しみを与あたえてやれるからな」

「男同士でそんな……エッチの相性がいいなんて、そんなことありえないからっ！」

　自分が昨夜とても気持ちよくなってしまったのも、なにかの間ま違ちがいだ。

　真琴はそう自分に言い聞かせ、サイードに強い口調をぶつける。

「それに、あんた、男同士で結けつ婚こんしようなんて本気で思ってるの？　もしそうだとしたら、ちょっと、どこかおかしいんじゃないのっ？」

「俺がいいと言っているんだから、それでいいんだ」

　真琴の膝を撫でるサイードは微笑みながらも、うるさそうに眉を寄せた。

「男同士で結婚ということを、お前は気にしているようだが。この国では、次期国王の俺自身が法律みたいなものだと言っただろう？　だから俺が認めれば、たいていのことは通る」

「!!」

「あまりうるさくゴチャゴチャ言うと、ムスカにこの場に婚こん姻いん届とどけの書類を持って来させて、今ここでお前にサインをさせてしまうぞ」

　深い闇色の双眸に王者のような圧あつ倒とう的てきな傲ごう慢まんさを滲にじませたサイードが、脅おどすように言う。

　あまりの横暴さに、真琴は開いた口が塞ふさがらなかった。

「そ……そんなムチャクチャなっ！」

「俺は今すぐにでもお前と結婚してもいいと思っている。そうだな……もういろいろと面めん倒どうだから、前段階のことは全部スッ飛ばして、今日、二人の結けつ婚こん式しきを挙げてしまうというのはどうだ？　いっそ、すっきりすると思うぞ」

「それ、あんたはすっきりするかもしれないけど、僕は全然すっきりしないよ！　それに、ちょっと待って！　あんた、言ってることと、やってることが全然違うじゃんっ！」

　真琴はサイードを非難の目で睨んだ。

「昨日、この王宮でお昼ご飯を食べていたときには、僕がこのラバール王国やあんたのことを気に入ったら花嫁になってもらいたい、とか言ってなかった？　だから、僕にしばらくこの国に滞たい在ざいしろ、って。俺は急がせないから安心しろ、とかなんとか……」

「そんなことを言ったかな……？」

「言ったよ！　僕にこの国のことをよく知ってもらいたい、って！　僕はまだこの国のこともあんたのこともよく知らないのに、なんで結婚っていう話になるのっ？」

　真琴の剣けん幕まくに押されてか、サイードは観念したように小さなため息を吐つく。

　シーツの上から膝ひざを撫でていた手を上げ、今度は真琴のやわらかな茶色の髪かみの先を指で擦こすり合わせるように弄もてあそびながら、しれっと言った。

「それはまあ、あまり強ごう引いんな言い方をしたらお前の心証を悪くすると思って、お前が気に入ってくれたら、とそういう言い方をしただけだ。本心では、お前が俺の花嫁になることを了りよう承しようするまで、この国から出さないつもりでいたに決まっているだろう」

「!!」

「そんな言葉の裏も読み取れないとは、子供だな」

　ゆっくりと身を起こしたサイードに頰に手を添えられ、ちゅ、と軽いキスをされる。

　真琴がハッと我に返ったときには、背後に回り込んだサイードに背中からギュッと力強く抱だきしめられ、すっぽりとその胸に収められていた。

「本当に純真な奴だ。お前のように純で初心うぶな奴は、俺と結婚して俺に守られて生きていった方が幸せだろう。やはり、今すぐ俺と結婚しろ」

「ちょ、ちょっと、やめてよ……っ」

　可愛かわいくてたまらないというように強く頰ほお擦ずりをされる。

　逃れようとしたが、サイードの筋の浮ういた腕うでが胸の前でしっかり結ばれていて、身体からだの自由がきかない。彼が耳元で満足そうに笑う。

「分かった、分かった。それじゃ、いったん口にした約束はきちんと守ることにしよう。とにかく、まずはお前にこの国のことや俺のことを知ってもらうとしよう。これから朝食を終えたらムスカを連れて王宮の中を案内してやるから、ついて来い」

「いいけど……でも、僕は、着物は着ないよ？」

　とりあえずすぐに結婚させられることはなさそうだとホッとし、大人しくすることにした真琴がそう言ったとたん、サイードの声が低くなった。

「なに？　俺は約束を守るのに、お前の方は約束を守らないのか？」

「僕、着物を着るなんて約束はしていないから」

　真琴は不興を買っただろうかとビクビクしながらも、勇気を出して言葉を続ける。

「それに、ほら、着物だと、王宮の中を案内してもらうのに動きにくいし……日本から着てきた僕の服って、昨日洗ってくれてあるはずだよね？　それを着ることにするよ」

「……」

「それから……そういうわけだから、これからもこの王宮では、普ふ段だんはＴシャツとかそういう服を着たいと思っていて……いい、かな？」

　無言のサイードから不ふ機き嫌げんさが伝わってきて、つい懇こん願がんの口調になった。

「できれば、着き替がえ用にもう二、三着、同じような服を用意してもらいたいんだけど……」

「結婚もしていないうちから、俺を尻しりに敷しくつもりか」

　背後のサイードが諦あきらめたようにため息を吐く。

「まあ、いいだろう。確かに、王宮の中をあちこち動き回るには、着物ではないほうが動きやすい。服は二、三着といわず、ムスカに言って充じゆう分ぶんに用意させる」

　思っていたよりも簡単に譲じよう歩ほを示してくれた彼に真琴はホッとし、さっそくムスカが運んで来てくれたＴシャツとハーフパンツを身につけたのだった。







　その後、ホテルのルームサービスのように部屋まで運んでもらった豪ごう華かな朝食を食べ終えてから、サイードとムスカに王宮の中を案内してもらうことになった。

「着物姿の可愛いお前を連れて、自慢して歩きたかったのに……仕方ない、じゃあ行くか」

　残念そうにブツブツ言うサイードの後ろについて歩く。

　昨日着いたときにも思ったが、王宮の中は柱や床ゆかの細部といったところまで素す晴ばらしく豪華だ。迷子になりそうな広さと、その見ているだけでため息が出そうな造作の美しさに、真琴はまたいちいち感動した。

　敷しき地ち内にはあちこちに趣おもむきの違うプールやジャグジー、ナツメヤシの葉の緑や花々が溢あふれる庭があって、豪ごう邸ていという表現では足りず、やはり『宮きゆう殿でん』という言葉がしっくりくる。

　途と中ちゆう、昼食と休きゆう憩けいのお茶を挟はさんで夕方まで見て回ったが、部屋の由来などの詳くわしい説明を聞きながらでは、ほんの一部しか見られなかった。

　残りは明日からゆっくり見て回ると約束し、サイードと二人で夕飯を摂とることにする。

　ここに着いたときに出された午ご餐さんに勝まさるとも劣おとらない高級料理や、葡萄ぶどうやマンゴーといったフルーツ、甘いデザートがずらりと真琴の部屋のテーブルに並べられた。

　ムスカと給きゆう仕じたちが食事中ついていると言ったが、真琴は落ち着かないからと断った。

　夕日が王宮の周囲の高い壁かべに沈しずむのを見ながら、椅い子す式しきの六人掛がけになっている窓まど際ぎわのテーブルで、サイードと二人で向かい合って食事を進める。料理はどれも美味おいしい。ラバール王国の伝統的な料理も出されていたが、日本風の味付けのものもあった。

　ちゃんと箸はしも添そえられている。突とつ然ぜん環かん境きようの変わった自分への料理人の気き遣づかいが感じられ、真琴は心の中で感謝しながらどの料理もパクパクと口に運ぶ。

「本当に大きな王宮だね。それに、ずいぶん歴史があるんだって分かった」

　感かん嘆たんしながら昼間の見学の感想を述べると、サイードに釘くぎを刺さされた。

「逃にげようとして、この王宮を一人で出たりするなよ。砂さ漠ばくの恐おそろしさくらいは知っているだろう？　街までは二十キロ以上離はなれているから、歩いているうちに干ひ涸からびて死ぬぞ」

「この建物の中でも、勝手に遠くへは行かないよ」

　真琴は昼間の見学中、擦すれ違った何人もの使用人たちを思い出す。

「だって、間違いなく迷子になって、部屋まで帰って来るのに一苦労だろうし……この国の人たちとは言葉も通じないから。とりあえず、大人しくしていようとは思ってる」

「それが賢けん明めいだ」

　酒のグラスを手にしたサイードが、真琴の答えに満足したように頷うなずいた。

　彼によれば、王宮の使用人のほとんどは、簡単な日本語くらいは理解できるように教育を徹てつ底ていさせているとのことだった。それを聞いて少しホッとした真琴だったが、それでもサイードやムスカのように日本語で意思の疎そ通つうが問題なくできるというレベルではないだろうから、まるきり安心できたわけではなかった。

「午前中は仕事や雑用が入ることが多いから、明日からは午後から王宮の中を案内してやることにする。それから……俺はこれから、三度の食事は全すべてこの部屋で摂る。好きなときにお前に会いに来て、好きなだけここで過ごすから、そのつもりでいろ」

　真琴には、彼の訪問を拒きよ否ひする権利はないと言う。

　食事を終えたサイードは、真琴もデザートを食べ終えるのを待ち、おもむろに席を立った。

「今日は疲つかれただろう。俺は自分の部屋で寝ねるから、今夜はこのまま一人でゆっくり休め」

「え、でも、いいの……？」

　ついさっき、好きなときに好きなだけ会いに来ると言ったから、てっきり今夜も、昨夜のようないやらしいことをされるのかとビクビクしていたのだ。

　サイードは、寝るのは基本的に別だと返してきた。昨夜のことですでに身体の相あい性しようがいいのは分かったから、これからは真琴の意思に反して無理にすることはないと言う。

「つまり、あとは結けつ婚こん後の初夜までのお楽しみというわけだ」

　サイードは真琴の席までやって来て、髪に軽いキスを落とした。

　真琴を見つめて愛いとおしそうにふっと微笑ほほえんだあと、白い長衣の裾すそを翻ひるがえして出て行く。彼の背中を見送った真琴は、一人になってハッと我に返った。

　髪へのキスがあまりにやさしかったので、つい、ぼんやりしてしまった。

　パンパンと頰ほおを挟むように叩たたいてから、部屋にある大理石でできた大きなバスルームへ向かう。湯をたっぷり溜ためて肩かたまで浸つかり、ため息とともに天てん井じようを見上げた。

「まさか、サイードが男でもいいなんて言い出すとは思わなかった……」

　自分が男であることが分かれば、すぐにも『お前に用はない』と言われて、日本に帰してもらえるものだと思っていた。

　それなのに、男でも花はな嫁よめにすると言うとは……。

（もう、これで、僕がすぐに日本に帰れる道は全て断たたれたってこと……？）

　今日王宮の中を見学して回っているときも、なんとか他ほかに日本に帰れるように仕向ける方法はないかと考えていた。

　だが、男であるという衝しよう撃げきの事実さえあっさりと受け入れて、自分を花嫁にする気満々のサイードに結婚を諦めてもらう方法など、なにも見つからなかったのだ。

「あ～あ……なんとかこの王宮から逃げて、日本に帰れないかな。でも、外は砂漠だし、強きよう行こう突とつ破ぱは僕には無理そう。すぐに捕つかまりそうだよ……」

　空港どころか、王宮の門のところでさっそくサイードに捕まってしまいそうだ。

　またため息を吐つき、ぼんやりとバスルームの天井を見上げたまま考え込んでいた真琴は、突とつ如じよ、パッと閃ひらめく。

「あ！　そ、そうだ、この手があった……っ！」

　根本的なことをすっかり忘れていたのを思い出した。

　サイードは、真琴が男でも『大和やまと撫なでし子こ』だからいいと言っているのだ。

　最初から彼は言っていたではないか。日本人の『大和撫子』を花嫁に迎むかえたい、と。

　だったら、真琴は自分がサイードの理想としている『大和撫子』ではないと示せばいい。そうすれば、彼は真琴のことを理想の結婚相手ではないと判断し、興味をなくすだろう。早々にサイードの方から『日本に帰ってくれ』と言い出すに違ちがいない。

「ようは、サイードに、僕のことを『大和撫子』だと思ったのは間ま違ちがいだったって気づかせられればいいんだよ。僕がサイードの探していた『大和撫子』じゃないって分かれば……もうきっと、僕との結婚なんてやめようと思うよね……？」

　では、どうやったら自分のことを『大和撫子ではない』と思わせることができるのか。

　真琴は使い方の全く分からないジェット・バスの、三人くらいはいっぺんに入れそうな丸型の湯船の中で、湯気の籠こもった天井を見上げてずっと考え込んでいた。




　　　　◇




　翌日、昨夜宣言したとおり、サイードが朝食を摂りにやって来た。

　いっしょに食べ終えると、今日は午後まで真琴の部屋でのんびり過ごすと言い出した。

　午前中は仕事で忙いそがしい日が多いと言っていたが、今日は偶ぐう然ぜんゆっくりできるとのことだ。

　二人で絨じゆう毯たんが敷かれている窓際のスペースへ行き、床から三十センチくらいしかない背の低いソファーにサイードがもたれる。

　真琴は、今だ、と思った。

　クッションを引き寄せ、胸に抱だいてゴロンと絨毯の上に仰あお向むけに寝ね転ころがる。ハーフパンツから覗のぞく片足を、サイードのすぐそばのソファーの背もたれに乗せ上げ、股またを大きく開いて、とても行ぎよう儀ぎの悪い格好をした。

「なにをしているんだ？　熱でもあって辛つらいのか……？」

　リモコンでテレビを点つけようとしていたサイードが、その手を下ろす。

「ううん、別に。日本の家では、いつもこんなふうに過ごしているんだ」

　真琴はわざと平然として返した。

「これが普ふ段だんの僕だから、気にしないで放っておいてくれる？　僕は、本当はすっごく行儀が悪くて、とても『大和撫子』って感じじゃないんだよ」

「……」

　じっと見つめるサイードに、真琴は心の中でほくそ笑えむ。

（よしよし。ヒいてる、ヒいてる……）

　昨夜、風ふ呂ろの中でうんうんと唸うなって考えて、真琴は『大和撫子』と思われないために、そのイメージと正反対のことをしようと思いついた。サイードに幻げん滅めつされるよう、すごくだらしない格好をしたり、嫌いやなことを言ったりして、悪印象を持たれようと決めたのだ。

　さっそく、それを実じつ践せんすることにした。

　日本だったら、祖母に『なにやってるの！　はしたない！』と男にも拘かかわらず叱しかられるだろう、だらんとした体勢で悦えつに入っていた真琴だったが、不意に腰こしを浮うかせたサイードが絨毯に手をつき上に伸のしかかってきてギョッとする。

「!?」

「なるほど……つまり、そんな格好をして誘さそっているのか？」

　見下ろしてくる双そう眸ぼうは甘く、情じよう欲よくが滲にじんで艶つやめいていた。

「結けつ婚こん式しきを終えての正式な初夜まで、もうお前の意思に反しては肌はだを重ねないと言ったが。お前から誘ってくれているなら、なにも問題はないな？」

　唇くちびるが近づいてきてキスされそうになり、真琴は彼の顔を押し退ける。

「ち、違ちがうっ！　なんでそうなるんだよ……っ」

　あわてて起き上がり、それからはソファーの上にちょこんと行儀よく座っていた。

　なんてことだろう。普ふ通つうの人間だったら思わず目を逸そらすような格好に、サイードは幻滅するどころか、欲よく情じようして伸しかかってくるなんて……。

（この方法はダメだ。だらしなく寝そべっているたびに、サイードに『誘ってる』なんて思われて押し倒たおされるんじゃ、まるっきり逆効果だから……）

　今日の王宮内見学は、昼食後にするとのことだった。

　まずは昼食を食べることになり、椅い子す掛がけのテーブルの上に使用人たちの手で二人分のテーブルセッティングがなされる。

　並べられていく豪ごう華かな料理の数々を見ているうちに、真琴はピンと閃いた。

（そ、そうだ、これなら……思いっきり、嫌な奴やつって感じかも……っ）

　食事を運んで来てくれた使用人たちがいなくなると、サイードに席に着くよう勧すすめられる。

　真琴はハーッと長いため息とともに首を横に振ふった。

「ご飯、食べたくない。これまで言わなかったけど、ここの料理ってすごく不味まずいんだよね」

　美味おいしそうな料理は全てキラキラと輝かがやいて見え、お腹なかが空いている真琴は今すぐ手を伸ばしたかったが、ここは我が慢まんだと思って、ぐっとこらえた。

「ラバール王国の味付けって、全く口に合わない。こんなの食べられないよ。自分で作ったほうがマシだから、これから厨ちゆう房ぼうを借りて作ってもいい？」

「そうか？　そんなに不味いか？　まあ、しかし、日本人の口に合わないというのは、ありえないことじゃないな……よし、厨房へ連れて行ってやる」

　サイードは少し戸と惑まどった顔をしていたが、真琴を一階にある厨房へ連れて行ってくれた。

　広い立派な厨房では、十数人の料理人たちが働いていた。日本の食材や調味料も主だったものはほとんど揃そろっている。サイードが日本びいきで、料理人たちはよく日本料理を作っていたようだし、今回はさらに日本人の真琴がいっしょに帰って来るとのことで、どんな希望の料理にも対応できるようにしてあったのだろう。

　食事のときにはいつも箸はしを添そえ、日本風の味付けの料理も必ずいくつか用意してくれる料理人たち。やさしい気き遣づかいをしてくれる彼らには、ご飯が不味いなんて言ってしまって申し訳ない気持ちがしたが、ここは心を鬼おににするしかない。

　白いご飯を炊たき、その間に味み噌そ汁しると玉子焼き、野菜のおひたしに揚あげ出だし豆どう腐ふという、純和風の料理を作っていると、そばで見ていたサイードがふと呟つぶやく。

「そうか……そういうことだったんだな」

　長い菜さい箸ばしを手にしたまま、え、と顔を上げた真琴を、彼は恋こいする甘い眼まな差ざしで見つめた。

「ここの料理人たちの腕うで前まえは一流だ。お前が食べたくないと言うなんて、なにかおかしいと思っていたが……お前はそうやって自分で作った料理を、俺に食べさせたかったんだな？」

　サイードは満足そうに、一人で勝手に頷うなずく。

「ラバール王国の料理は決して不味いとは思わないが、かなり油を使っているし、塩味も濃こいものだ。その点、日本料理は油もあまり使わず、味付けも薄うすくてとても健康にいいと聞いている。俺の身体からだのことを考えて、日本料理を食べさせたいと思ってくれたんだろう？　だからそうやって、自分で俺のために料理を作ってくれているんだな」

「え？　あんたの分なんて作ってないよ。これは僕が食べる分で……」

　目を瞬しばたかせた真琴の隣となりで、サイードは真琴の手にした片手鍋なべの方をくいと顎あごでしゃくった。

「それじゃ、どうして二人分作っている？」

「あっ!?　こ、これは……」

　味噌汁が片手鍋の中に確かに二、三人分あることに、真琴自身も戸惑う。

（いつも、お祖母ばあちゃんと兄ちゃんの分も作っているから……）

　真琴の中での料理の最小単位が、三人前になっている。あまり深く考えずに作ると、ついそのくらいの量になってしまうのだ。

　サイードはいたくご機き嫌げんで、真琴の作った料理を使用人たちに部屋へ運ばせた。

　先ほど料理人たちが作ってくれた昼食は下げさせると言うので、真琴は万が一捨てられるようなことがあっては申し訳ないと思い、それも食べると言った。となると、さすがに全すべてを一人で腹に収めるのは無理だ。

　仕方なく、厨房で作ったばかりの日本料理を、サイードに分けて食べさせることにした。

「うん、美味うまい。お前の家で食事を振る舞まわれたときにも思ったが、お前は本当に料理が上手うまいな。見ろ、これなどとても繊せん細さいで、まるで芸術品のようじゃないか」

　サイードは箸で器用に海苔のり入りの厚焼き玉子を挟はさみ、うっとり見つめている。

「お前はいい妻になる。自信を持っていいぞ」

　満足そうなサイードに、思わずため息が出そうだった。

（どうしてだろう、全然旨うまくいかない……っていうか、逆に、僕の印象がすごくよくなっちゃってない……？）

　焦あせった真琴は、なにか『大和やまと撫なでし子こ』らしくない嫌なことをしなければ、と必死に考える。

　ふと部屋の入り口の方にある扉とびらが目に入り、その奥の衣い裳しよう部屋とそこに収められている大量の高価な着物のことを思い出した。

　次はそれを使って嫌きらわれよう、と決意する。

「そ、そうだ、僕、サイードに言おうと思っていたことがあって。あれは……この部屋に置いてあるたくさんの着物は、いらないから。処分して」

　サイードは不ふ審しんそうに箸を持った手を止めた。

「いらないのか？」

　真琴は彼を傷つけるため、あえて心を鬼にして頷く。

「だって、この世の中には毎日満足に食べられない人もいるんだよ。あんな、一生に一度袖そでを通すか通さないか分からないものをたくさん持っているなんて、贅ぜい沢たくすぎるし無む駄だだよ。それより、あれを半分でも売うり払はらって、そのお金を貧しい人たちに寄付した方がいい」

「……」

　サイードは黙だまり込み、真琴を神しん妙みような顔つきで見ていた。

　この前見せられた多数の高級な着物は、真琴のためではなかったかもしれないが、過去、彼が未来の花はな嫁よめとするつもりの『大和撫子』のためにと、心弾はずませながら揃えたものだろう。それを、なんの価値もないと貶おとしめられれば、きっといい気持ちはしないはずだ。

　怒おこり出さないまでも不ふ機き嫌げんにはなる。

　そう踏ふんでいたのに、サイードは一転して微笑ほほえんだ。

「分かった。そうしよう」

「!?」

「確かに、お前の言うとおりだ。この世には貧しい者たちも大勢いる。その者たちに富を分け与あたえたいというお前の気持ちもよく分かる」

　サイードの国は潤うるおっていて貧困層と呼べる者たちはいないので、これ以上の寄付などは必要ない。着物を半分売って、それを外国の施し設せつに寄付すると言う。

「それにしても、自分に関わりのない貧しい者たちのことまで、いつも考えてやっているなんて。お前はやさしいな。お前のような心やさしい者が俺の妃きさきになれば、この国の者たちも幸せになれるだろう。とても喜ばしいことだ」

「ま、貧しい人たちのことを考えたとか、そうじゃなくて……」

　ただ、着物は無駄で、それを用意していたサイードの行こう為いは自分にとってなんの価値もないものなのだと、わざと貶めたかっただけなのに……。

「ち、違ちがう、それは誤解だよ……っ、あ！」

　焦った真琴は味噌汁の椀わんに腕うでをぶつけ、それをテーブルから落としてしまった。

　中身がバシャッと床ゆかに広がる。あわてて椅い子すを引き、しゃがみ込もうとしたところを、向かいの席のサイードに声で制された。

「いい、触さわるな。使用人たちを呼んで片付けさせる」

「そ……それこそいいよ、これは僕が汚よごしたんだから。僕がきれいにする」

　首を横に振って椅子から立ち上がり、バスルームの方からティッシュの箱を持って来る。雑ぞう巾きんのようなものは部屋の中に見つからなかったので、それを使うしかないと思った。

　ササッと拭ふき取り、最後は水で濡ぬらしたティッシュでもう一度拭いておいた。

（もう、なにやってるんだろう。失敗ばっかりだ……）

　汚れたティッシュを籘とうの壺型のゴミ箱に捨てる。

　もう一度、自分の席のそばにしゃがんで床がきちんときれいになっているかを見ていると、テーブルを回り込んで来たサイードが目の前にすっと膝ひざをついた。

　瞬きをして息を吞のんだ真琴の手を取り、両手でギュッと力強く包み込む。

「真琴……感心したぞ、お前は掃そう除じも上手いんだな」

「は……？」

　床に膝をついたサイードの目は、感動で甘く潤うるんでいた。

「やはり、お前は俺がずっと理想としていた『大和撫子』だ。日本の大和撫子は『さ・し・す・せ・そ』が完かん璧ぺきだと聞いていたが、本当だった」

「……なに、さしすせそ、って？」

「知らないのか？　裁さい縫ほう、躾しつけ、炊すい事じ、洗せん濯たく、掃除のことだ」

　家事一いつ般ぱんをそつなくこなしてこそ、本物の日本の『大和撫子』なのだと、サイードは子供の頃ころ、知り合いから聞かされていたという。

「こうして婚こん前ぜんにいっしょに暮らすというのはいいものだな。お前の素す晴ばらしい面が次々と見えてきて、うれしい限りだ。お前を俺の花嫁にしたいと、また改めて思ったぞ」

　にっこりと心からのものらしい微笑みを見せたサイードに、真琴は青くなった。

　こんなの『大和撫子』じゃない！

　と呆あきれさせて、嫌いにならせるつもりだったのに。彼はますます真琴を『大和撫子』らしいと思い込み、花嫁にする決意を固めてしまったらしい。

（そ、そんなつもりじゃなかったのに[image: ～][image: ～][image: ～]っ!?）

　心の中で蒼そう白はくになって叫さけんでいる真琴の気持ちなど、サイードが知るはずもなかった。




　　　　◇




　それから三日。ラバール王国に来てから六日目にあたるその日、真琴は泳いでいたプールの水中からザバッと勢いよく顔を出した。

「ふーっ、冷たくて気持ちいい」

　ちょうど足がつく深さのそこから首から上を出し、大きな青空を仰あおぐ。

　王宮の高い円柱の塔とうがいくつも伸のびている空。ナツメヤシの葉が黒い影かげを落とす水みな面も。

　ゆるやかな曲線を描えがくプールは、五十メートルくらい先までいくつかの南国風の庭園を避よけるように幅はばを変形させながら広がっている。瓢ひよう簞たん型をしていて一見しただけでは池と間ま違ちがえそうだが、プールの中から直接飲み物を受け取れるバーカウンターもあるし、木製のビーチチェアがいくつも並んでいたりして、豪ごう華かなリゾートホテルのプールサイドを彷ほう彿ふつさせる。

　日ひ陰かげを求めて屋根のあるバーの方へ行くと、サイードがグラスを受け取っていた。バーの中に立っているムスカにカクテルを作ってもらったらしい。

　真琴に気づき、彼はカクテルグラスに口をつけながら微笑む。

「どうだ？　砂さ漠ばくの真ん中で泳ぐというのも、なかなかいいものだろう？」

「うん、まあ……」

　真琴は、素す直なおに認めておいた。

　どうにかサイードに自分を『大和撫子』ではないのだと思わせよう。そう思って、この三日間、思いつくことは全てやってみた。

　だが、ことごとく失敗に終わり、逆にサイードにますます気に入られる結果となっている。

（もうダメかもしれない……きっと日本には二度と帰れないよ。このままサイードと結けつ婚こんさせられて、この砂漠の国で生きていくしかないのかも……）

　今日は朝からそう思ってすっかり自信をなくし、意い気き消しよう沈ちんしていたところ、まさか自分のことで落ち込んでいるとは思ってもいないからだろう、サイードがプールに誘さそってくれた。

　元気がないのは、ちょっとしたホームシックにかかっているせいだと思ったようだ。

　プールで泳いで気晴らしでもしないかと誘われた真琴は、どうせしばらくは日本に帰れる目め処ども立っていないのだし、このまま塞ふさぎこんでいても仕方ないと思った。思い切って、水着を借りて泳ぐことにしたのだ。

（このプール、広くて最高に気持ちいい。こんなプールを独り占じめして泳げるなんて。世の中には、こういう生活が普ふ通つうっていう人もいるんだな……）

　揺ゆれる水面とそこに反射してキラキラ輝かがやく太陽の光を、ぼんやり見つめる。

　不本意な滞たい在ざいではあるが、縄なわでどこかに縛しばりつけられているというわけでもない。無理やり連れて来られたということと花はな嫁よめ云うん々ぬんということを除けば、こうして好きなときにプールで泳げて、宮きゆう殿でんの一室に住み、美味おいしい料理をたらふく食べられて……こんな生活も悪くないかもしれないなどと、ふっと思った。

（……って、なにを考えてるんだろ。高校もあるし、早く日本に帰らないといけないのに）

　しっかりしろ、とパンパンと自分の頰ほおを挟はさんで軽く叩たたく。

　その様子を見たサイードが、カクテルグラスを手にしたままで頰を緩ゆるめた。

「ようやく少し元気になったようだな」

　安心したように微笑んだ彼が眩まぶしく見えて、真琴はドキリとする。

　水に濡れた黒くろ髪かみが張りつく、男らしく精せい悍かんな頰。わずかに細められた力強いその眼まな差ざしからは、強きよう烈れつな男の色気が滲にじむ。プールの水に濡れた濃こい小麦色の肌はだはバーの屋根の日陰でも薄うすく油を塗ぬったように光って見え、彼の雄おすの魅み力りよくが酷ひどく増して見えた。

（な、なんか、相変わらず、フェロモンだだ漏もらし、っていう感じの人だよね……）

　なぜか直視すると気き恥はずかしい気がして、真琴はさりげなく視線を逸そらす。

「プ、プールでそんなの飲んでると、溺おぼれるよ」

「俺のことを心配してくれているのか、お前はやさしいな」

「そうじゃないって。違うのに……」

　この、ことごとく真琴の言動をいい方へ解かい釈しやくするのは、もうサイードの特技といっていいだろう。呆れて絶句する真琴に、サイードは飲み物を勧すすめてくる。

　ムスカにマンゴージュースを頼たのんだ真琴は、円柱型のグラスを受け取った。

　バーカウンターから後ろ足で離はなれようとして、水中で足を滑すべらせる。

「あっ!!」

　ひっくり返りそうになったところを、素す早ばやく腕を伸ばしてきたサイードに腰こしを抱だかれた。

「おっと。大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ……」

　睫まつげが触ふれそうなくらい近くに彼の顔が迫せまり、心臓が跳はねるように音を立てる。

　いくら相手が見み惚とれるくらいの男前で美形だからといって、どうして頰に血まで上ってくるのか。真琴はあわてて、グラスを持っていない方の手でサイードの男らしい厚い胸をぐいと力いっぱい押し返した。

「こ、こんなふうにやさしくすれば懐かい柔じゆうされると思ったら、大おお間ま違ちがいだよ……っ」

　気持ちを引き締しめ、目の前に立つ男をキッと睨にらみつける。

「ん？」

「あんたは怖こわくて、メチャクチャで、なにをするか分からない人だよねっ。言うことを聞かなかったら、僕を一生この王宮の塔に閉じ込めて監かん禁きんしておくような人で……っ」

　早口でまくしたてた真琴を、サイードは不思議そうに見つめ返してきた。

「一生この王宮の塔に閉じ込めて……？　ああ、前に言ったあれを本気にしたのか？」

「!!　本気で言っていたんじゃなかったのっ!?」

「本気のわけがないだろう」

　サイードはプッと噴ふき出し、笑いながらカクテルグラスに口をつける。

「ちょっとした脅おどしだ。お前をこの国から帰さないとか、王宮の中に閉じ込めておくというならまだしも、塔の中の部屋というのは……さすがにお前が可哀かわい想そうだろう？」

「……塔の中っていうのはナシだけど、僕を国とか王宮とかに閉じ込めて、一歩も外に出さないでおく気はアリってことだね？」

　塔に監禁はないと聞いてホッとしたような、ここでホッとしてはいけないような、複雑な気分で言うと、サイードは肩かたをすくめた。

「まあ、その辺は場合によるな」

　彼は不ふ穏おんなことを言い、微笑ほほえんでまた真琴の腰を抱く。

「なんにしろ、お前が俺と結婚してくれれば、もうどちらもしない。だから、早くこの国と俺のことを気に入って、俺の花はな嫁よめになると言ってくれ」

「わぁ、もう……っ！　そんなにくっつかないでよ……っ」

　頰にサイードの頰を寄せられて、真琴は大きく身を捩よじった。

　ジュースの入った円柱型のグラスを手にしたままでサイードから距きよ離りを取ったとき、ふっと頭上に影がかかった。

　なんだろうと仰ぎ見た真琴の目に、すぐそばのプールサイドに五、六人の若い女性が立っている姿が映る。

（うわ、きれいな人たち……）

　女性たちは、皆みんな、二十歳はたち前後といった年の頃ころ。

　ラバール王国の民族衣装らしき、ぴったりとした半はん袖そでに、凝こった刺し繡しゆうの施ほどこされた踝くるぶしまでのスカートを身につけ、頭には薄い絹のベールを被かぶっていた。

　きれいに化け粧しようをしてスタイルもよい彼女たちは、サイードに笑え顔がおで話しかけてくる。

　サイードがそれに現地語で答えて話し始めた。言葉の意味の分からない真琴はその場をそっと離れ、バーカウンターのムスカのところへ向かった。

　あの女の人たちは誰だれなの？　と訊たずねると、ムスカは、彼女たちは大臣の娘むすめやラバール王国の大だい企き業ぎようの社長の娘たちだと教えてくれた。

　サイードが日本の『大和やまと撫なでし子こ』に憧あこがれ、日本人女性との結婚を望んでいることは、昔から王宮に出入りしている上流階級の人々の間では有名だった。だが、それでも、彼女たちはサイードの花嫁になることを望み、今もまだ諦あきらめていないという。

　年頃になってからはサイードの取り巻きとしてよく王宮にも会いに来るのだが、グループ内での抜ぬけ駆がけは許されておらず、彼女たちはいつも六人組で行動しているとのことだった。

「へええ……あの女の人たち、あんなに若くてきれいで……家いえ柄がらもいいんだよね？　全員がサイードと結婚したいと思ってるの？　サイードってそんなにモテるの？」

「それは、大変魅力的な方ですから」

　ムスカは自分の仕える主人を自じ慢まんするように微笑む。

「ここラバール王国の世よ継つぎの王子というだけでなく、サイード様はとても優ゆう秀しゆうで、それでいて驕おごることもなく、とてもやさしいところのある方なのです。ですので、憧れている女性はたくさんおります。おそらく、サイード様が望まれて手に入れられないような女性は、ここラバール王国にはいないでしょう」

「ふうん、選より取り見取りっていうわけだね。そんなに恵めぐまれているのに、男の僕なんかと結婚したいって言うなんて、サイードって本当に変わってる……」

　ふう、とため息を吐ついた真琴は、ふと視線を感じてそちらを見た。

　サイードと話している女性たちと目が合う。そのとたん、ギッと強く睨みつけられた。

「あ……」

　プールサイドから居い丈たけ高だかに見下すような、いかにも、気に入らない、といった視線。

　六人の女性たちからいっせいに敵意剝むき出しの目で睨まれたため、普ふ段だん他人からそれほどの悪意を向けられたことのない真琴は、ビクリと一いつ瞬しゆん固まった。

「ちょ……ちょっと、なんか、すごい目で睨まれてるような……っ？」

　サッと顔を逸らしてムスカの方を向くと、彼が「当然です」と苦く笑しようした。

　サイードが日本人の花嫁を連れ帰って来たらしいと、すでにそこかしこで噂うわさになっている。

　真琴は彼女たちにとって最大のライバル。ムスカによれば、今、彼女らがサイードと話している内容は、明日の王宮でのパーティに招待してもらったことに対してのお礼だという。だが、彼女たちがわざわざ王宮にやって来た真の目的は、サイードが連れ帰ってきた日本人の……真琴の顔を見ることだろうと、ムスカは言う。

　そして、真琴がこうして王宮に滞在を許され、サイードと二人きりでプールで楽しんでいるなどといった姿を見せつけられては、心中穏おだやかではないだろう、とのことだった。

「あ、そ、そうか……水に首まで浸つかっているから、僕が男だって分からないんだね。あの子たちも、きっと僕のことを女の子だと思ってるんだ……？」

　それなら、あんな目で睨むのも納なつ得とくできる。

「まあ、睨まれるのも仕方のないことです。諦めてください」

　ムスカが真琴にしか聞こえない小声で忠告をくれた。

「ただ、この王宮で、サイード様といっしょに行動されているときは大丈夫ですが、一人になられたときに、あの方たちに会うことがあれば、気をつけていただいた方がよろしいかと思います。なにしろ、皆、相当なお嬢じよう様さまで、我が儘ままに育ってこられた方ばかりです。気に入らないとなったら、あなたになにをするか分からないところがありますから……」

　真琴がゾッと背筋に寒気を感じたとき、女性たちがまだ少し名残なごり惜おしそうにゾロゾロとプールサイドを離れて行き、サイードも水を搔かいて戻もどって来た。

「真琴、待たせたな……」

　笑顔の彼を見るとなぜかホッとして、真琴は先ほどの美女たちから向けられた嫌いやな視線のこともすぐに忘れることができた。

　その後はプールで楽しく過ごしているうちに正午近くになり、昼食を摂とりにサイードと自室に戻ると、いつも食事をしているテーブルの上に、大きな段ボールの箱が置いてある。

　サイードが、日本からの真琴宛あての荷物だと教えてくれた。

「実は、今朝、日本での滞在の後始末を終えて、俺といっしょに日本に行っていた者たちが帰ってきた。その前にお前の家に行かせて、お前に届けるものがあればこれから帰るから直接手て渡わたすと言わせたんだ。そうしたら、お前の祖母がこれを託たくしたらしい」

「そうなんだ……？」

　真琴はさっそく封ふうをしてあったガムテープを解き、中身を探さぐってみる。

　手渡しだと言ったからか、真琴の好きな菓子などが入っている。

　箱の奥に、桐きりの箱に入った着物があるのに気づいた。両手でそっとテーブルの上に取り出して蓋ふたを開けると、白地に桃もも色と赤色のやさしい花はな柄がらが目に飛び込んでくる。

「お母さんのだ……」

　息を吞のんだ真琴の隣となりで、サイードが着物を覗のぞき込んだ。

「お前の母親のものなのか？　とてもきれいで可愛かわいらしい柄がらだな」

　真琴の胸に、亡なき母に対する懐なつかしさに似た思いがじわりと迫せり上がってくる。

「お母さんが亡くなって十年も経たつけど、でも、お母さんが着ていた着物は、全部、お祖母ばあちゃんが大事に取って置いてあるんだ。どうしたんだろう、形見だからって、もうずっと簞たん笥すから出すことなんてなかったのに……」

　真琴が他国の王室で着物に関する仕事をしていると聞いて、それに相応ふさわしい恥はずかしくない一枚をと思って、送ってくれたのか。いや、女物であることを考えると、外国で一人きりの真琴が寂さびしがらないようにと思い遣やってくれたのか。

　いずれにしろ、真琴に必要なものとして、家で一番高級な着物ではなく、真琴の母の着物を届けてくれるところが祖母らしいと思った。

「この着物は、それほど上等じゃないけど。でも、お母さんが成人式に着たもので、僕にとってすごく大切なものなんだよ。もちろん、僕の兄ちゃんやお祖母ばあちゃんにとっても……」

「そうか……」

　静かな声で神しん妙みように頷うなずいたサイードが、ふと思いついたように言う。

「それじゃ、明日のパーティでそれを着たらどうだ？」

「え……？」

　隣で顔を上げた真琴に、彼はやさしく労いたわるように微笑んだ。

「その着物を着るのにぴったりのパーティが、明日の夜あるんだ」







　４．お披ひ露ろ目めパーティは波乱に満ちて







　翌日、赤い夕日が沈しずみきった頃ころ、着物に着き替がえた真琴はサイードに連れられて部屋を出た。

　ムスカを後ろに従え、王宮の二階に用意されたパーティ会場へと向かう。

　今夜のパーティがどういった趣しゆ旨しで開かれるものかは教えてもらっていない。だが、真琴が出席しても構わないとのことだったので、サイードのその言葉を信じることにした。

　部屋から十分以上も歩いて、ようやくパーティが開かれる広間に辿たどり着くと、大きな扉とびらの脇わきに、特に美しい民族衣装で全身を飾かざった男性二人が立っていた。彼らに扉を開けてもらい、サイードと二人で一歩中に足を踏ふみ入れたとたん、真琴は息を吞んだ。

　少し照明を落とした薄うす暗ぐらさ。その中で輝かがやく天てん井じようの大きなシャンデリア。人々の談笑の声。

　白いクロスのかかった四角いテーブルがいくつも用意され、その上で金の燭しよく台だい型の照明の光がゆらゆらと揺ゆれている。

　ずらりと並んだ豪ごう華かな料理、ウエイターたちが銀盆ぼんの上に載のせて運ぶ酒入りのグラス。五百人はいる招待客の男女が身につけた、華はなやかな民族衣装やスーツ、ドレスが輝いていて目が眩くらみそうだった。彼らの首や腕うで、指にふんだんにつけられた金や宝石の装そう飾しよく品は、今夜のパーティが上流階級の者たちだけのものであることを物語っている。

　異国の王宮でのパーティということはもちろん、他ほかも初めて目にするものばかりで、真琴はその場の雰ふん囲い気きに圧あつ倒とうされそうだった。

（うわぁ……）

　入り口で立ちすくんでいた真琴は、視線に気づいてハッとした。

　気がつくと、招待客たちにいっせいに注目されている。彼らは『この国の王子・サイードが日本から連れ帰った、花はな嫁よめになるかもしれない女性』として、サイードに連れられて入って来た真琴に興きよう味み津しん々しんのようだ。

　昨日のムスカの言によれば、すでにこのパーティに招待されているような上流階級の人々の間には、真琴の存在は知れ渡わたっているらしいから……。

（こ、これはちょっと、居い心地ごこちが悪いかもしれない……）

　可愛らしい柄の母親の着物を身につけた自分は、化け粧しようをしていないことで少し幼く思われることはあるかもしれないが、まるきり女にしか見えないだろう。

　昨日、サイードに言われて、女物の着物を着て人前に出ると決めたときから、真琴はそうやって周りから女の子だと思われるのは覚かく悟ごしていた。

　だが、それでも、これほどまでに大勢から注目を浴びるとは思っていなかったのだ。

（日本人とか、着物がめずらしいっていうのもあるかも……？）

　なんにしろ、パーティ会場にいる客のほとんどに視線を向けられ、ヒソヒソと顔を寄せ合った彼らに噂されている。その中には、昨日プールで見かけた美女たちもいて、真琴は身のすくむ思いだった。

「真琴、なにか飲むか？」

　サイードに肩かたを抱だかれるようにして促うながされ、会場の中心へ向かう。

　テーブルのそばまで行ったときにウエイターが近づいてきて、サイードの方へ飲み物のグラスの載った銀盆を差し出した。

　サイードは自分の酒のグラスを取り、真琴にはジュースを取って渡してくれる。

　国の重臣らしい、身分のありそうな老ろう齢れいの男性がサイードに話しかけてきた。サイードは少し話しただけですぐに、チラと真琴の方を見て彼との話を切り上げる。言葉が現地語だったので、なにを話していたのかは分からなかったが、早めに話を終えたのは、どうやら真琴が一人きりにならないようにと気き遣づかってくれたらしい。

　今もまだ大勢からの視線を感じ、真琴は身体からだをカチコチにさせていた。

「どうしたんだ、元気がないな」

　オレンジジュースの入ったグラスを両手で持って俯うつむくと、サイードに顔を覗き込まれる。

「う、うーん、大だい丈じよう夫ぶかなと思って」

　真琴は周囲を上うわ目め遣づかいにチラチラと盗ぬすみ見るように見回し、つい、やわらかな茶色の髪かみで自分の顔を隠かくすようにした。

「こうやって、ついて来ちゃったけど。よく考えたら、僕はここですることもないし。サイードはいろんな人に会って、話したりする用事があるんだよね？　だからいいけど、僕はご飯食べてるくらいしかないかな、と思って……」

「お前には、この国のパーティの様子を母親に見せてやるという仕事があるだろう？」

　サイードがやさしく微笑ほほえみ、真琴を包み込むように見つめる。

「その着物は、本当にとてもよくお前に似合っているぞ」

「あ、ありがとう……」

　男なのに女物の着物が似合っている、なんて。

　普ふ段だんだったら言われて怒おこりそうなことでも、真琴は大人しく礼を言った。

　サイードが、今日真琴が着ている着物は母親の形見だと知っていて、労わりのような気持ちで褒ほめてくれたのだと分かっていたからだ。

　昨日、祖母から届けられたその着物を見て、彼は言った。

『これもなにかの縁えんだろう。俺も久しぶりにお前の着物姿を見たいし、着物は日本では礼装に当たるんだろう？　だったら、明日のパーティで着てみないか？』

　そして、形見の着物を着てパーティに出席することで、母親にラバール王国のことをいろいろと見せてやったらどうだ、と提案してきた。

『縁』なんて、まるで日本人のようで、外国人のサイードが口にすると少し妙みようだった。

　だが、その言葉の温かさが、ふわっと真琴の心に染しみたのだ。

（天国のお母さんが……もしかして、一人で外国にいる僕のことを心配してくれているのかな？　だから、この着物が僕の手元に……？）

　予期していなかった母の着物が、祖母の手によって、遠いラバール王国までやって来た。それはサイードの言うとおり、なにか深い縁があってのことで……天国の母が、自分を守るためにそばにいたいと言ってくれているのかもしれない、と思った。

　はっきりとは分からないが、とにかくなにか、母の意思が働いている気がした。

　だから、真琴はこうして今夜、女の子に見られるだろう恥ずかしさもこらえて、母の着物を着てパーティに出席することを了りよう承しようしたのだった。

「うん……お母さんに、パーティの様子とか宮きゆう殿でんの中とかを見せてあげたいと思って、この着物を着てついて来たけど。やっぱり、ちょっと……言葉も通じないから、不安かもしれない」

　真琴が小声でごにょごにょ言うと、サイードが安心させるように微笑んだ。

「だったら、ずっと俺のそばにいればいい。俺もなるべくお前のそばを離はなれないようにしているつもりだし、それでもお前を一人にしてしまうときは、ムスカと話していればいいだろう」

　簡易な長衣姿でそばに控ひかえて立つムスカの方を、彼はチラと見る。

「それに、ファシールも今夜のパーティに顔を出すと言っていた」

「ファシール？」

「俺の従兄弟いとこだ。そいつも日本語を喋しやべれるから、来たら紹しよう介かいしてやろう」

「その人も、日本語を……？」

　真琴がようやく安心して顔を上げたとき、サイードが入り口の方へ視線を遣やった。

「噂うわさをすれば、ファシールだ」

　真琴もつられて入り口の方を見ると、先ほど通り抜けて来た扉から、すらりとしたスーツ姿の一人の男性が会場の中に入って来るのが見えた。

　二十代半ばくらいの年ねん齢れいの彼。サイードと同じくらいの背せ丈たけだが、彼よりも若じやつ干かん線が細くて色白で、西洋人に近い容姿をしている。

　耳の辺りまであるサラサラした金きん髪ぱつの明るさが、薄暗いパーティ会場で目立っていた。

　キョロキョロと会場内を見回した彼は、真琴たちの姿を見つけて笑え顔がおで向かってくる。

「サイード、ムスカ」

　目の前に立ったファシールというその男性は、現地語でサイードとそのそばに控えているムスカに人のよさそうな笑みで挨あい拶さつをしたかと思ったら、真琴をじっと見つめた。

　男らしいながらも、すっとした細ほそ面おもて。整った眉まゆ。

　彼のくっきりとした二重の目が美しい緑色だと、真琴は初めて気づく。

（この人がサイードの従兄弟？　なんか、ずいぶん外見が違ちがう感じだけど……）

　全身に洒落しやれた雰囲気をまとう、一流ファッションモデルのような外見。

　立ち姿にもどこか洗練されたものを感じさせる彼には、おそらく世界的に有名なブランドのものだろう上等なスーツが、とても似合っていた。

「こんな格好で失礼。さっき、仕事先のフランスから戻もどって来たばかりで、こっちの服に着替える時間がなくて……」

　真琴の視線が自分の服に向けられているのに気づき、ファシールが微笑む。

「君は……サイードが日本から連れて帰って来た子かな？　日本人の『大和やまと撫なでし子こ』？　その着物、とてもきれいだね。君に似合っていて可愛かわいいよ」

「……」

　あまりに流りゆう暢ちようにスラスラと話される日本語に、真琴が呆ぼう然ぜんとしていると、サイードがファシールと真琴の間に割り込むようにして入ってきた。

「真琴、これがさっき言っていた、従兄弟のファシールだ」

　サイードが紹介してくれたところによると、宝石デザイナーとして活かつ躍やくしているファシールは、サイードの父親の弟の息子むすこにあたる。

　王族の一員としてこの同じ王宮に暮らし、母親はロシア系の女性とのことだ。

　ファシールが日本語を話すことができるのは、サイードが七歳のときに日本語を習いたいと言ったときに、それならいっしょにやりたい、と彼が言い出したからだという。

　サイードの国は小さいが、それでもこれまで先進国と同様に発展し続けてこられたのは、石油や宝石といった資源の外国との貿易を積極的に行ってきたためだ。外国との繫つながりを重要視するラバール王国では、王族は、子供が生まれたときから外国語を最低二つは不自由なく話せるように教育する。その二つの外国語のうちの一つとして、サイードとファシールは日本語を選び、サイードの側近となる予定だったムスカも同時に学んだとのことだった。

　また、そういった歴史的背景から、ラバール王国では外国のものは進んで取り入れるのがよしとされ、王族が外国人を妻とすることも歓かん迎げいされている。そうした柔じゆう軟なんな姿勢があったからこそ、王国は現代も繁はん栄えいし続けることができていると、サイードが説明してくれた。

（なるほど……だから、この人のお母さんも外国人で、この人はサイードと違って西洋人みたいな外見をしているんだ……？）

　真琴がぼんやりとファシールの容姿に見み惚とれていると、すっと手を差し出された。

「どうぞ、これからよろしく」

「こ、こちらこそ、どうぞよろしく」

　握あく手しゆをしながら、ファシールがにこりと目を細めて笑う。

「サイードが日本に行ったきり、なかなか帰って来ないから。花はな嫁よめ選びが相当難航しているんだろうなと思っていたんだ。それが、ついに日本から『大和撫子』を連れて帰って来たっていう連れん絡らくが来て。今日のパーティでその『大和撫子』の君に会えるってことだったから、仕事先から急いで帰って来たんだ」

　彼も、サイードの『大和撫子』を花嫁にしたいという夢をよく知っているようだ。

　真琴のことは女の子だと信じて疑っていないらしい。

　握手を終えるとすぐに、ファシールは会場内を巡めぐっているウエイターから赤ワインの入ったグラスを受け取り、それを二口ほど飲んでから、おもむろに切り出す。

「ところで、結けつ婚こんのお祝いを贈おくりたいんだけどなにがいい？」

「え……」

　固まった真琴に向かって、ファシールはにっこりと微笑んだ。

「特に希望がなければ、せっかく宝石の仕事をしているし、俺のデザインしたこの世に一つの装そう飾しよく品を二人に贈りたいと思っているんだけど。どうかな？　もらってくれるだろうか？」

「ほ、宝石……っ？　い、いりません、そんなの……っ」

　真琴が大きく首を横に振ふると、隣に立つサイードから訝いぶかしそうに見られる。

「どうして断る？　祝いだと言っているんだ、もらっておけばいいだろう」

「でも、だから……結婚しないかもしれないのに、そんなのはもらえなくて……」

　真琴が気まずさをこらえてチラッとサイードの方を見たところ、思ったとおり、彼は怒いかりを抑おさえるかのように口を結んだ。

「なんだそれは？　俺と結婚しないつもりなのか……？」

「いえ、その……」

　この場で、結婚なんてする気がない、とか、結婚しろ、とかいう押し問答を始めてせっかくのパーティを台無しにしたら、それは申し訳ない。

　しどろもどろになっていると、ファシールが助け船を出してくれた。

「まあまあ。とにかく、あっちに座ってゆっくり話そう」

　彼に促うながされて真琴たちはグラスをウエイターに返し、会場の前方へ向かう。

　バルコニーに面した一角に、ことさら上等そうな厚い絨じゆう毯たんが敷しいてあった。その上に、テーブルをコの字形に囲むようにして、十人くらいが座れるソファー・セットが置かれている。ファシールとサイードはすぐに、角の席を真琴のために空けるようにしてその両りよう隣どなりに腰こしを下ろしたが、真琴は彼らに挟はさまれた席を前にして立ちすくんだ。

　ふかふかのソファーの上には、長い房ふさ付きの大きなクッションが置かれている。

　おまけに、絨毯の敷かれたその一角に座った者専用のウエイターと、御ご用よううかがいの使用人が絨毯の端はしに控えて立っていた。

　これはどう見ても、会場の壁かべに沿って並べられた、他ほかの休きゆう憩けい用の椅い子すとは違っている。

「どうした？　早く座れ」

　サイードに腕うでをぐいと引かれ、真琴はボスンとソファーに尻しり餅もちをつくようにして座った。

　体勢を整えてからも、どうも落ち着かない。

「あの、こんなところに僕が座っていてもいいのかな？　ここって、もしかして王族用の席かなにかじゃないの……？」

「そうだけど、いいんじゃないかな。王族の俺やサイードが許しているんだから」

　隣のファシールがズボンに包まれた長い脚あしを見せつけるように組んだ。

「それに、なんて言っても、今日のパーティの主役は君なんだしね」

「え……？」

　パチパチと瞬まばたきをした真琴に指し示すように、ファシールは顎あごを左手にしゃくる。

　彼の指した左の方へと視線を上げた真琴は、息が止まりそうになった。

　広間の壁、皆みんなから見ると正面にあたるそこの高い場所に、大きなボードが掲かかげられていた。

　英語の成績がそれほどよくない真琴でも、二十メートルほど先にあるそのボードにでかでかと書かれている、歓迎という意味の『Ｗｅｌｃｏｍｅ』という単語と、それに続くアルファベットの自分の名前くらいは読むことができた。

「!!　今夜のこのパーティって、まさか……僕のためのパーティ……っ!?」

　冷や汗あせが噴ふき出す思いだったが、ファシールが首を横に振る。

「うーん、それはちょっと違うかもね。君のお披ひ露ろ目めパーティだけど、君のためのパーティっていうより、『君を自じ慢まんしたいサイードのためのパーティ』だと、俺は思う」

　きっとファシールの答えが正解なのだろう。

　ファシールから今夜の招待状は三日前くらいに届いていたと聞いて、自分の知らない間にお披露目まで計画されていたことに、真琴は目眩めまいを覚えた。

「お、お披露目パーティ……」

　サイードが、着物姿の自分を皆に自慢したいがために、母の着物を着ろと言ったとは思わない。彼はただ純じゆん粋すいに、形見の着物を身につけることで、真琴の母親にも、生前は見る機会などなかったラバール王国やパーティの様子を見せてやれることになったらいいと、思い遣やりの気持ちからそう言ってくれただけだろう。

　けれど、結果として、母の可愛らしい着物を着てこのお披露目パーティとやらの会場にやって来たことで、『大和撫子』な日本人の自分を、ことさら会場に来ている人々にアピールすることになった。まるで自分のためのパーティに意い気き揚よう々ようと臨のぞんだかのように見られているのではないかと思うと、真琴は少し気が重かった。

（部屋を出るとき、サイードに今夜はなんのパーティか訊きいたけど教えてもらえなかった。それもそのはずだよ、僕のお披露目パーティだなんて知ったら、僕がぜったいに行かないって言い出すに決まってるって、サイードも思ったんだよね……？）

　じっと睨にらむように隣を見つめてみたが、サイードは知らんふりをしている。

　その、まるで『おや、今夜はお披露目のパーティだと言っていなかったかな？』と開き直ってとぼけているような態度に、真琴は小さくため息を吐ついた。

（あ……でも、じゃあ、サイードは、僕のお披露目パーティに、昨日プールで会ったあのきれいな女の人たちも呼んだってこと……？）

　ふと、昨日プールに現れた美女たちを思い出す。

　ムスカによれば、昨日の彼女たちは今日のパーティに招待されたお礼を言うという名目でサイードに会いに来ていたそうだが、本当は、真琴がどんな日本人なのかその顔を見るために王宮まで来たのだろうとのことだった。彼女たちがあのときすでに、自分たちが招待された今日のパーティが、サイードが結婚を望んでいる相手の……真琴のお披露目を目的としたものと知っていたなら、昨日、プールであんな憎にくしみに溢あふれた目で睨まれたのも納なつ得とくできる。

　自分との結婚を今も望んでいる女性たちを、結婚相手として連れ帰って来た『大和やまと撫なでし子こ』を披露するパーティに招待する……。

　そのサイードの感覚は真琴にはよく理解できないが、もしかしたら、ある一定以上の身分にある者の家族は、王宮で開かい催さいされるパーティにはほぼ漏もれなく招待されるというのが、ここラバール王国の上流階級での慣習なのかもしれない。実際に招待を決めたのはパーティの主催を任されたその係の者で、サイード本人ではない可能性もある。

　もちろん、サイード自身が、彼女たちに自分をきっぱりと諦あきらめさせるためにという理由などから、あえて招待したことも考えられるけれど……。

（この国では王子様だし、これだけカッコよければモテ過ぎて困るくらいなんだろうな……）

　ソファーに深くもたれ、ファシールとは反対側に座るサイードの、彫ほりが深く端たん整せいな横顔をチラチラと盗ぬすみ見るように見た。

（いきなり僕を襲おそった、とんでもない奴やつだけど。そういう性格は、傍はたから見ているだけじゃ分からないしね……）

　心の中で悪態をつきながらも、彼の男らしい容姿にちょっとドキドキしてしまう。

　その後、ファシールが友人の到とう着ちやくを知って席を立つまで、真琴はほとんどファシールとばかり話していた。彼が消えると、サイードが待ちかねていたというように話しかけてくる。

「あいつといやに愛想よく喋しやべっていたな」

　口を結び、見るからに不ふ機き嫌げんそうな声とむくれた態度だ。

　真琴は瞬まばたきして首を傾かしげた。

「え、そう？　それは、まあ……ここには日本語を話せる人も少ないことだし、つい話しちゃうけど。社交的で感じがいい人だったし……」

「本当にそれだけの理由で仲良くしていたのか？」

「うん……っていうか、仲良く……ってほどでもないと思うけど」

　黙だまって疑わしそうに見つめてくるサイードを見つめ返して、ふと気づく。

（これって……嫉しつ妬と、とか……？　ファシールさんとは従兄弟いとこだし、日本語もいっしょに始めたみたいだし。小さいときから、けっこう張り合っていたところがあったのかな……？）

　じっと見つめられていると、なんとなく気き恥はずかしい気持ちになった。

　さりげなく視線を逸そらしたとき、入り口の方がザワめいた。誰だれかが入って来たのだと気づくと同時に、隣となりの席に座っていたサイードがすっと立ち上がった。

「母が来たようだ」

　えっ、と戸と惑まどっているうちに、前方の人込みがザッと左右に割れる。

　侍じ女じよらしき女性を二人引き連れている五十代くらいの女性が、美しい民族衣装の長い裾すそを揺ゆらして歩いて来る。

　サイードが近づいて行き彼女を迎むかえて中央の席に促したので、真琴は立ち上がった。

　なんとなく、王族でもない自分が座ったままでサイードの母親を迎えるのは、失礼にあたると思えたのだ。

　サイードは母親を座らせてから、真琴を呼んだ。

　ソロソロと近づいて行くと、真琴に自分の母親を紹しよう介かいしてくれる。

「じゃあ、この人が、今のこの国の王おう妃ひ様……？」

「父は一ヶ月ほど外国を回っていて、国にはいないんだ。だから、とりあえずお前のことを母にだけ紹介しておく。日本から連れて来た、俺の一番の花はな嫁よめ候補だと言っておくからな」

　サイードが母親に向かってなにか話すのを、真琴は彼女の前に立って聞いていた。

　現地の言葉の意味は分からなかったが、たまに『真琴』と自分の名前が出て来たので、なにやら詳くわしくいろいろと説明しているのだろうと推測できた。

　サイードの母親は、黒くろ髪かみで美しい目鼻立ちをしているところがサイードと似ている。

　息子むすこの話をきちんと頷うなずいて聞きながら、真琴を見上げてニコニコと笑え顔がおを見せてくれた。

（あ……なんか、すごくやさしそうな人だ……）

　自分の母親が生きていたらこんな感じだっただろうか。母の記憶は薄らいでしまってもうその笑顔を思い出すことはできないが、亡なくなった母もこんな笑顔を見せてくれる女性だったのならいいな、と思うくらい、彼女はやさしげだった。

　ぼんやり見み惚とれていると、サイードが隣に立つ真琴の方を向く。

「お前のことを可愛かわいいと言っている。とても素す直なおそうだと」

「え、ほ、本当に？」

　男なのに可愛いと言われるなんて、とちょっと恥はずかしかったが、サイードの母親には女の子にしか見えていないのだろうからその点は仕方がない。

　ただ、感じのよい人から褒ほめられたのが単純にうれしくて、真琴はにこりと微笑ほほえみ返した。

「ありがとうございます」

　それからしばらく、サイードの通訳で日本での生活や家族について話すことになった。

　サイードの母親と話していると、なんだか和なごみ、心が落ち着いてくる気がした。彼女のなにもかもを包んで癒いやしてくれるような笑顔のせいだろうか。

　ファシールが挨あい拶さつをしに戻もどって来たので、真琴とサイードはその場を離はなれることになった。

　真琴はもっと話していたくて名残なごり惜おしい気持ちでいっぱいだった。

「ラバール王国の言葉を勉強してみようかな……」

　テーブルから手にした小皿に料理を取りながら、真琴はほうっとため息を吐いた。

「さっきサイードのお母さんと話したとき、言葉が通じなくて悔くやしかったから。せめて挨拶とか簡単な会話くらいは、できるようになりたいな……」

「だったら、俺が教えてやる」

　サイードは先ほどウエイターから受け取ったグラスに口をつける。

「ただし、うちはさっきも言ったとおり、外国語の習得に関しては厳しい王室だ。やるからには完かん璧ぺきを求める。かなりのスパルタ式だから、覚かく悟ごしておけ」

「う、うん……」

　英語さえ上手うまく喋れないのに大だい丈じよう夫ぶだろうか、と不安になったとき、脇わきから現地語でサイードに話しかけてくる男性がいた。

　老ろう齢れいの彼はサイードのよく知っている人物らしく、サイードの肩かたを抱だくようにして会場の奥の方へ向かわせようとする。誰かに紹介したいとでも言っているのか、サイードが、しばらく真琴のそばを離れるがいいか、と訊いてきた。

　だいぶ会場の雰ふん囲い気きにも慣れてきた真琴は、いいよ、と答えて頷く。

「それじゃ、料理でも食べて待っていてくれ」

　サイードがその場から去ってしまうと、真琴は先ほど取った皿の上の美味おいしい料理を片付けてから、またテーブルの上を眺ながめた。

　大好きなパエリアを見つけて皿の上に山盛りにする。

　テーブルから少し離れたところでパクパクとあっという間に腹に収め、もう一度取ろうとテーブルの方へ向かいかけた、そのとき。

「あ……っ!!」

　隣に立つ女性の足が、サッと自分の前に伸のびた。

　それが目に飛び込んできた次の瞬しゆん間かんには、その足に躓つまずいて前のめりになる。

　勢いよく目の前に迫せまってくる絨じゆう毯たん。どうにか転ばずにその場に踏ふん張ろうとしたが、足が自由にならない着物ではそれができず、空になった皿とフォークを前に投げ出した真琴は、絨毯の上にビタンッと全身でぶつかるようにして倒たおれていた。

「痛……っ」

　急いで起き上がろうと、絨毯の上で身体からだを反転させ、上半身を起こしたそのとき。

　真琴の頭上から、誰かの手にしていた赤ワイン入りのグラスと、濃こいソースのかかった肉料理がたっぷり載のせられた皿が、同時にボトッと落下してきた。

　着物の上にぶちまけられたワインと肉の汁しるが、着物にべっちょりと黒い染しみを広げる。

「お、お母さんの着物が……っ!?」

　誰がこんなことを！　と思って顔を上げると、自分が立っていた場所に五、六人のきれいな民族衣装を身につけた若い女性たちが立っているのが見えた。

（昨日、プールで会った……っ!?）

　クスクスと笑いながら、床ゆかで呆ぼう然ぜんとしている真琴を見下ろしている彼女たち。

　一番前に立っているリーダー格らしき黒髪の女性が、真琴を見て呆あきれたように肩をすくめてみせ、現地語でなにか言った。

『あなたがぶつかって来るから、皿やグラスを落としてしまったんじゃないの』

　まるでそう言って真琴を責めているかのように、手のひらをピラピラと振ふっている。

　小バカにしたような態度や、口の端はしを吊つり上げた笑い方。

　自分がワインや料理を落として真琴の着物を汚よごしたくせに、まるで悪いことをしたとは思っていないらしい。その意地悪そうな目から、真琴はピンときた。

（この人たち、わざとやったんだ……っ!?）

　サイードが『花嫁』にしたいと望んで、お披ひ露ろ目めパーティまで開いた自分。まさか男だなんて知らない彼女らは、勝手に嫉妬を募つのらせ、なにか嫌いやがらせをしたかったのだろう。

　でも、だからといって、こんなふうに母の形見の着物を汚すなんて……!!

　胸にカーッとこらえきれないくらいの怒いかりが湧わき上がってきて、真琴は座ったままの絨毯の上から彼女らをギッと睨にらみ上げた。

「ちょっと、なにするんだよ……っ!!」

　日本語で文句をぶつける。通じないと分かっていたが、そんなのどうでもいい。

　グラスと料理をわざと着物の上にこぼした黒髪の女性が、眉まゆを寄せて周りを見回しながら現地語でなにか声こわ高だかに言った。招待客たちが騒さわぎに気づいてザワつき始めたため、これは真琴の不注意で自分はなにも悪くないのだ、と会場の皆みんなにアピールしているようだった。

　他ほかの五人もそれに追従する。

　謝る気など全くない彼女らに、真琴は我が慢まんできなくなる。

「この……っ、よくも……っ！」

　素す早ばやく立ち上がったそのとき、人々の垣かき根ねを越こえるようにして声が飛んできた。

「真琴……っ！」

　なにかが起こっていると気づいたらしいサイードが、急ぎ足で向かって来る。

　皆がザッと道を空け、彼は真っ直すぐに真琴の前までやって来た。

「サ、サイード、その人たちが……」

　サイードは泣きそうになっている真琴と着物の汚れを見て、すぐにクルリと向きを変える。

　彼に向き直られて、女性たちがビクッと怯おびえたようにあとずさった。

　これはいったいどういうことだと現地語で追つい及きゆうしてくれたサイードに、女性たちは、自分たちはなにもしていない、と皆で必死に主張しているように見えた。

　多勢に無勢。このままでは、サイードに自分の方が悪いと思われてしまうかもしれない。

（噓うそだよっ。あんなに不自然に、着物を狙ねらったみたいにグラスや皿を落とせるわけない。ぜったいに嫌がらせで、わざとだった……っ！）

　唇くちびるを嚙かんでぐっと涙なみだをこらえた真琴の方を、サイードが振り返って見つめた。

　彼はさらに眉を寄せ、六人の女性たちの方を向いて、厳しく冷たい口調でなにか言う。

　女性たちがその言葉で、衝しよう撃げきを受けたようにサッと頰ほおを強こわ張ばらせた。見る見る蒼そう白はくになっていき……サイードの機き嫌げんを取るかのように、控ひかえめになにか口にしたが、サイードは彼女たちに背を向け、取り合わなかった。

　そして、彼は真琴の手をつかむと、ぐいと引っ張る。

「真琴、こっちへ来い。早くっ」

　あっと声を上げたときには、真琴は彼に引っ張られて出口の方へ向かわされていた。

　廊ろう下かの向かい側にあった控えの間に、追って来たムスカもいっしょに入ったあと、サイードはすぐに着物を脱ぬぐように言う。

「すぐにクリーニングをさせに日本へ持って行かせる。だから、早く脱げ」

　真琴は彼に促うながされるまま、奥にあった衝つい立たての向こうで着物を脱いだ。

　簡単に畳たたんだそれを真琴から受け取ったサイードが、そばで控えていたムスカに神しん妙みような顔をして手て渡わたす。

「分かっているな？　今度のことはお前が直接日本に行って、上手く処置して来い」

「承知いたしました」

　両手でうやうやしく着物を受け取ったムスカが出て行くと、サイードは別の使用人を呼んで真琴の着き替がえを取りに行かせてくれたのだった。







　Ｔシャツとハーフパンツを身につけて、王宮の三階にある自室に戻った。

　真琴はまだ母親の着物を汚してしまったことが信じられず、放心状態だった。

　絨毯の上で、背の低いソファーに脚あしを投げ出して座っていると、正面に胡坐あぐらをかいたサイードが、申し訳なさそうに言う。

「すまなかった。あの女たちが今夜のパーティに来ることは分かっていて……お前のことを快く思っていないだろうことも俺は分かってはいたんだが、まさか大勢の見ているパーティ会場で、あんなことをするなんて思わなかった……」

　眉を寄せたサイードの顔が、自分よりもよほど辛つらそうに見える。

　その言葉から、先ほどの事件は真琴にはなにも落ち度がなく、一方的に嫌がらせを受けただけだと、彼がちゃんと分かってくれていると伝わってきた。

（僕はあのとき、とっさにきちんと事情を説明できなかったのに。なにも言わなくても、サイードは、僕が悪かったわけじゃないって分かってくれたんだ……？）

　たとえあの場にいた他の全員が、真琴の方から女性たちにぶつかったのじゃないかとか、真琴になにか悪いところがあったのじゃないかと、今も疑っていたとしても。

　サイードだけは真実を分かってくれている。

　そう思うと、母の着物が汚れたことで悲しくてたまらない胸の奥に、ポッと温かくて小さな火が灯ともったような気がした。

　その火が心の中に広がり、全身がじわじわとやさしい気持ちで満たされていく。

　サイードの自分への信しん頼らいがうれしくて、真琴はゆるく首を横に振った。

「そんな……いいよ、サイードが謝らなくて。サイードがあの着物を汚したってわけじゃないんだから」

「だが、俺がもっと気をつけてやっていれば……それに、俺が昨日、今夜のパーティであの着物を着たらどうだと勧すすめなかったら、こんなことにはならなかっただろう？　そう思うとお前に申し訳なくて、やりきれない気持ちだ」

　サイードは真琴の方を向き、痛々しくなるくらいに神妙な顔になる。

「あの着物はお前にとって、とても大切なものなのに。それがあんなことになって……」

「もう本当にいいから、そんな顔しないでよ」

　真琴は少しだけ頑がん張ばって元気を出し、微笑ほほえんで見せた。

「お母さんの着物を着るって最終的に決めたのは、僕なんだし。まあ、僕のお披ひ露ろ目めパーティだなんてことを内ない緒しよにしていたのはどうかと思うけど、でも、サイードが亡なくなったお母さんと僕のことを思い遣やって、今夜のパーティで着物を着たらどうだって言ってくれたのも、ちゃんと分かってる。お母さんにこの国の王宮を見せてあげられたから、よかったよ、うん。お母さんも、きっとめずらしいものを見られたって、天国で喜んでくれていると思う」

「真琴……」

「それに、さっき……会場で、僕はあの女の人たちに足を引っ掛かけられて転ばされて、着物の上にわざとワインとか料理とかを零こぼされて汚されたんだけど。あの人たちがそうやって僕に意地悪をして、お母さんの着物を汚したことを……サイードはすぐにちゃんと分かってくれたよね？　あのとき、僕は詳くわしいことをなにも説明できなかったけど、サイードは僕の方は悪くないって分かってくれて、あの女の人たちを怒おこってくれたんだよね？　あれ、すごくうれしかったんだよ、ありがとう……」

　最後、冷たい口調のサイードに投げつけられた言葉で、女性たちは真っ青になっていた。

　あれはきっと、サイードが現地語を喋しやべれない真琴の代わりに、彼女たちに相当にきつい怒りの言葉をぶつけてくれたのだろうと思う。

「ああやってお母さんの着物を汚されて、そのうえ、それは僕のせいだなんて皆に思われていたら、今いま頃ごろ相当悔くやしかったと思う。だけど……でも、サイードだけでも、ちゃんと僕を信じてくれているなら……もういいんだよ、うん。だからもう、そんなに気にしないで」

「……」

　真琴が微笑みながら頷うなずくと、サイードは切なそうにギュッと唇を嚙んだ。

「お前はやさしいな。着物があんなことになって動どう揺ようしているだろうに、俺のことまで思い遣って、気にするなと言ってくれて……」

　彼は顔を上げ、じっと愛いとおしそうに真琴を見つめる。

「あの女たちには、いつか必ずお前に謝らせる。さっきはお前の着物をどうにかするのが先決だと思って急いでいたから、そうできなかったが……」

「う……うん、でも、別にもういいよ、そこまでしなくても……」

「いいや、ダメだ。俺のこんなに大事なお前を傷つけたんだ、なんらかの詫わびを入れさせないと、俺の気が済まない」

　正面からすっと手を伸のばしてきたサイードが、真琴の手を取る。

　ドキリとしたときには、両手を彼の膝ひざの上で強く包み込まれていた。

「今夜のことは、本当にすまなかった。日本でお前を花はな嫁よめにと望んだあの瞬しゆん間かんから、お前のことは、いつでも俺が守ってやろうと思っていたのに……そうできなかった」

　サイードの闇やみ色の目は本当に悔しそうに、真琴を真っ直ぐに見つめている。

「これからは、必ず守ると約束する。だから、この国に……俺のそばにいてくれ」

「……」

　これまでいつも傲ごう慢まんで命令口調だった男から、上うわ目め遣づかいに懇こん願がんされて。真琴は彼のやさしい声こわ音ねに身体からだのどこかをくすぐられているみたいに感じて、少しこそばゆくなった。

「お……男なのに、守ってやるとか言われても、うれしくないよ。でも、お母さんの着物がきれいになって帰ってくるのも待っていないといけないから、ラバール王国にはもう少しいるとは思うけど」

「……この国にいてくれるんだな？　今度のことでこの国が嫌いやになったりしていないな？」

「う、うん、まあ……」

　さらに力を込めて手を握にぎられ、なぜか胸がドキドキと高鳴ってくる。

（なんだろう、この甘ったるいような気持ち……）

　自分の心臓の立てる大きな音が、サイードの膝の上で重ねられている手から伝わらなければいいと思いながら、真琴は小さく頷いた。




　　　　◇




　それから三日間、真ま琴ことはハラハラしながら着物とムスカの到とう着ちやくを待っていた。

　王宮の中も主だった場所は全すべて案内してもらった後だったので、プールで泳いだり庭の散歩をしたりしながら、自分にはなにもできないのを歯は痒がゆく思って過ごしていたが、とうとうその日、サイードと昼食を食べ終えたときに、ムスカが帰って来たという連れん絡らくが入った。

「真琴、待ちかねていたものが来たようだぞ」

「あ……」

　スーツに白い頭布を被かぶった姿のムスカが、両手で大事そうに着物用の薄うすい桐きり箱を持って居間に入って来たのを見て、真琴は顔を輝かがやかせる。

　彼はテーブルの上で箱の蓋ふたを開け、すぐに中の着物を見せてくれた。

　真琴は汚よごれていたはずの胸から膝にかけての辺りを、何度も慎しん重ちように見てみる。だが、白地にもそこに散った桃もも色や赤色の花にも、少しも染しみは残っていない。以前と全く同じように美しく輝いている艶つややかな絹地に、安心のあまり、思わず深く息を吐ついた。

「信じられない。ここまできれいに、染み抜ぬきができているなんて……」

　日本の家にいるときは洋服の洗せん濯たくを自分でしていただけに、食べ物の染みの取れにくさは知っている。着物なんてデリケートな素材では、強い薬品を使ったりすれば生き地じを相当傷いためるのではないかと恐おそれていたけれど、大だい丈じよう夫ぶのようだった。

「よかったな、真琴」

　サイードは真琴に微笑んでから、ムスカを、よくやった、と満足そうに褒ほめる。

　そして長衣の腰こしに手を当て、頷きながら言った。

「さて、これで一安心といったところだな。実は、俺はこれからどうしても外せない用事で街の方へ出で掛かけなければならない。お前もいっしょに連れて行きたいところだが、仕事だからダメなんだ。そういうわけだから、夕方までお前を王宮で一人にするが、いいか？」

「仕事なんだね、分かった。行ってらっしゃい」

「ああ、それじゃ、行って来る。ムスカ、帰って来てすぐで悪いが、いっしょに来てくれ」

　ムスカが頷き、サイードは今度必ず街へ連れて行っていろいろと案内してやると真琴に約束してから、二人で連れ立って部屋を出て行った。

　一人になった真琴は、しばらくすると部屋の中にいるのにも飽あきて一階へ向かう。

　屋根付きの外廊ろう下かの途中に置かれたベンチに座り、ナツメヤシの緑と花々に溢あふれた庭をぼんやりと眺ながめて過ごした。

（それにしても、今回の着物のクリーニングのこと……サイードがあんなに素す早ばやく対処してくれるなんて思わなかった……）

　彼の一番信頼しているらしいムスカを直接日本に行かせたのも、真琴がどれだけあの着物を大事にしているか、分かってくれているからこそだろう。

　サイードは、真琴の亡なき母への思いを大事にしてくれた。

　王宮で大勢の使用人たちに世話をされ、金や宝石に囲まれた贅ぜい沢たくな暮らしをしている彼。

　でも、決して驕おごっていないし、拝金主義に陥おちいってもいない。

　なにが人として一番大事にしなければならないものなのかを知っていて、他人の気持ちを思い遣れる、温かな心の持ち主だと思う。

（あの人は、たまに行き過ぎなところもあるけど。でも、パーティでも、僕のことを助けてくれたりして。悪い人ってわけじゃないんだよ……うん）

　パーティでの一件があってから、自分の中に生まれたサイードへの好意。

　それに戸と惑まどい、ベンチに座って盛大に照れていた真琴は、ふと外廊下を自分の方へ早足で向かってくる一人の女性に気づいた。

　鮮あざやかな色の民族衣装を身につけた彼女は、早足というより半分走っている。

　近づいて来るにつれ、顔がはっきり分かる。その二十歳はたちくらいの黒くろ髪かみの女性は、三日前、パーティ会場で真琴の着物にワインや料理をぶちまけた当人だった。

「あ……っ」

　一いつ瞬しゆん、反射的に警けい戒かいして身構えてしまった。

　けれど、真琴の前に立った彼女は、以前とは様子が違ちがっている。

　なんだか思い詰つめたような深刻そうな顔をして、荒あらい息を整えているその姿からは、真琴になにか意地悪をしようという意図は見えない。

（そういえば、サイードがいつか謝らせるとか言ってたけど。それで……？）

　もしかしたらパーティでのことを謝りに来たのだろうか。

　息を詰めて見上げていると、彼女が突とつ然ぜん、真琴の腕うでをぐいっと引っ張って立たせた。

「え、えっ？　な……なにっ？」

　女性のやって来た方へとぐいぐい引っ張られ、思わず足を突つっ張る。

　戸惑うばかりの真琴を、彼女が振ふり返った。眉まゆ尻じりを下げて必死に懇願するように、つたない日本語で「早く、来て」と言う。

「サイード、砂さ漠ばく、大変、たいへん……っ」

「え……っ？」

　片言でも、彼女の焦あせった表情や腕を引っ張る力の強さから、なにを伝えようとしているかはすぐに理解できた。

「大変って、サイード……サイードに、なにかあったの……っ？」

「砂漠、来て、早く……っ」

　女性に手を引かれるまま、真琴は王宮の出口へ向かう。頭の中は真っ白だ。

（サイードになにが……？　砂漠って言ってたけど、じゃあ、まさか、出かける途と中ちゆうで事故に遭あったとか……っ？）

　真琴の頭を過よぎったのは、幼い頃ころの両親の交通事故だった。

　どうか、あんなふうに最悪の事態にはなっていないで欲しい。動転した真琴はそんな心配ばかりをして、他ほかのことはいっさい考えられなくなっていた。

　女性に促うながされるまま、王宮の玄げん関かんに横付けされていた、彼女の家のものらしきジープの後部座席に乗り込む。その車でサイードのところまで連れて行ってくれるらしかった。

　ジープが王宮を出て走り始めても、真琴はサイードのことばかり考えていた。

　ただひたすら無事を祈いのり、ドキドキと嫌な感じに動どう悸きが速まっていくのを抑おさえて、なんとか冷静になろうということだけに神経を集中させていた。ジープがどこをどう走っているのか窓の外などは全く見ていなかった。

　気づけば広大な砂漠の中にいた。

　ジープが停とまり、助手席に座っている女性が窓の外へ向けて顎あごをしゃくる。降りろと言われているらしいと感じて、真琴はすぐにドアを開けて車を降りた。

　目の前に、視界いっぱいに広がる黄土色の砂漠。

　真琴は熱く焼けた砂の上に立ち、後ろ手で扉とびらを閉める。

「サ、サイードはどこに……っ？」

　そう訊たずねながらジープの方を振り返ったとき、当然、続いて降りて来るものと思っていた女性と運転手を乗せたジープが、いきなり発車した。

　えっ、と真琴が息を吞のんだときには、ブロロロとエンジン音と砂すな煙けむりを立てたジープが真琴のそばから走り去り、目の前の砂さ丘きゆうへと向かっていた。

　ジープはあっという間になだらかな砂丘を乗り越こえ、その先へ姿を消して行く。

　真琴はポカンと口を開け、ただその後ろ姿を見送った。

　呆ぼう然ぜんとしたまま三十秒ほど経たったが、ジープが戻もどって来る気配はまるでない。ようやく大変な事態になったことに気づき、頰ほおから足先までザッと血の気が引く。

「ちょ、ちょっと……っ？　まさか、これ、砂漠に置いていかれた……？」

　あの女性に騙だまされた！

　そう分かって、焦りの気持ちに押されるようにしてダッと駆かけ出す。

　ハアハアと息を切らせ、車の消えた砂丘のてっぺんまで上った。

　そこから車のあとを追おうとしたが、前方にはただ風の吹ふきすさぶ砂漠が広がるだけ。たった今までついていただろう車輪のあとも、一瞬のうちに強風に吹かれた砂で消されて、ジープがどちらの方角へ走って行ったのかも分からない。

　いや、それどころか、王宮や街がどちらの方角にあるのかすら分からない。

「う、噓うそ……こ、ここまでする？　いくら僕が憎にくいからって……」

　まんまとあの女性の演技に騙された。もしかしたらパーティでサイードに怒おこられて冷たい言葉を向けられたことから、自分たちが悪いと思うどころか、あんなふうになったのは真琴のせいだと逆さか恨うらみをして、この三日間、さらに憎しみを募つのらせていたのかもしれない。

　だが、それでもここまでするなんて、どう考えてもやりすぎだろう……。

　目の前に広がるのは青い空と砂丘だけ。炎えん天てん下かで、水はなく一人きり。

　道もついていない砂漠の真ん中だ。こんなところに偶ぐう然ぜん、誰だれかが通りかかって助けてもらえるなんて希望は、とうてい持てなかった。

（まさか……僕はこのまま、ここで、誰にも見つけてもらえなくて、干ひからびて、死……死んじゃうんじゃ……っ？）

　真琴はヘナヘナとその場に座り込み、火傷やけどしそうに熱い砂漠に手をついて叫さけんだ。

「噓だよ、こんなのっ！　誰か助けてよっ、サイード───……っ！」







　もう三十分くらい彷徨さまよっているだろうか。いや、もしかしたら一時間経ったかもしれない。

　誰もいない砂漠で、荒い自分の息だけが耳につく。

　喉のどはカラカラ。流れ出る汗あせはすぐに蒸発するが、それでもＴシャツの下は蒸むれている。

　もし今、目の前に蜃しん気き楼ろうの池が現れたなら、たとえその水が砂だと分かっていても全すべて飲み干してしまいそうだが、水らしきものは幻げん影えいですら見えてこない。

　もしかしたら、車の通っている道へ出られるかもしれない。ただ動かずにじっとしていて死を待つことになるよりはいいと思って、真琴はとにかく歩いて前へ進むことにしたのだ。

　だが、結局、まだ車道にも出られず、一人で砂漠を彷徨っている。

（も、もうダメだ、本当に、このまま死ぬ……っ）

　もう一歩も歩けない。力ちから尽つきて立ち止まり、ふっと意識を失いかけたそのとき。

　前方の砂丘を乗り越えて、一台の車がこちらへ向かってくるのが見えた。

（あ……？）

　砂煙を立て走って来たそれが目の前で停まるが早いか、助手席からサイードが飛び降りた。

「真琴……っ！」

　白い頭布を被かぶった彼が叫び、長衣の裾すそを翻ひるがえして走って来る。

　必死な形相の彼は、真琴をその胸に搔かき抱いだくように抱だきしめた。

「大だい丈じよう夫ぶかっ？」

「サ、サイード……？」

　真琴は信じられない気持ちで弱々しく呟つぶやく。

　サイードは、車から降りて大きな水すい筒とうを手に走って来たムスカから、その水筒を奪うばうように受け取り、急いで口を開ける。

　片方の手で真琴の腰こしを抱いて支えたまま、水筒の口を真琴の口のそばに寄せた。

「真琴、とにかく、早くこれを飲めっ」

　真琴は水筒を両手でつかみ、中の水を上から浴びるようにして、むさぼり飲んだ。

　胃の中に冷たい水が染しみ、そこから身体からだ中じゆうに一瞬にして水が行き渡わたる気がした。いったん口を離はなして、ハアハアと荒い呼吸をしたあと、もう一度、腹がタプタプいうくらい水をたらふく飲むと、助かったのだという実感がじわじわと湧わいてくる。

　同時に、安心の涙なみだがポロッと頰を伝った。

　涙で目の前のものが全て滲にじんで見えなくなる前に、真琴は水筒をムスカの手に押しつけ、心配そうな顔のサイードを睨にらみ上げる。

「な……なんだよ、あんた、なにやってるんだよっ！」

　サイードの胸に身をぶつけるようにし、そこをボスボスと両の拳こぶしで叩たたいた。

「遅おそいよっ！　もっと早く助けに来ないと、死ぬところだったじゃないか……っ！」

「真琴……」

　ボロボロと滝たきのように涙を流し、それから叩いていた広い胸にギュッと強く抱きつく。

　サイードが少し困ったように眉尻を下げた。

「悪かった。お前が王宮から連れ出されて、なにか様子がおかしかったと……使用人の一人から連れん絡らくが入ったんだ。それで、あの女を問い詰つめたところ、お前を砂漠に置いてきたと言うから、急きゆう遽きよ、仕事を取りやめにしてお前を捜しに来て……」

「……っ」

「焦って王宮にも連絡して、ヘリを寄よ越こしてもらうところだったが……砂漠でこんなに早く見つけられたのは、ラッキーだった」

「早くなんてないよ、バカっ！　全然遅かったじゃないかっ！」

　どうしても行かなければならないと言っていた仕事を取りやめにしてまで助けに来てくれた礼を言いたいのに、口から出るのはサイードを責める言葉ばかりだ。

「この前、僕のこと、これからはぜったいに守るとか言ってたくせに！　だったら、もっと早く助けに来いよっ！　僕は、ここではあんたしか頼たよれる人はいないんだから！　あんたが助けてくれなかったら、僕のことなんて他に誰も助けてくれる人はいないんだよっ」

　なにか切ないものがこらえきれなくなり、真琴の目からはどうしてこんなにと自分でも不思議になるくらい、次から次へと涙が溢あふれてくる。

「し、死んじゃうかと思って、こ、怖こわかったんだから……っ！」

「分かった、分かったから、そう泣くな」

　サイードは困ったように言いながらも、洟はなみずを啜すすり上げる真琴の背中にそっと腕うでを回して抱きしめ、安心させるようにそこをポンポンと撫なで叩いた。

「よしよし、よっぽど怖かったんだな。もう大丈夫だ、俺がこうしてお前を守っているから」

　子供のようにあやされて、頰に長衣越ごしのサイードの匂においを感じると、真琴の胸にほんわりと安心の気持ちが広がっていく。

　真琴はそれをより確かなものにしようと、彼の胸にさらにしっかりと抱きついた。







　５．まさかのフォーリン・ラブ







　翌日、真琴はサイードの膝ひざに抱かれて、王宮の庭にあるジャグジーに入っていた。

　昨日は、一人で長時間炎天下の砂さ漠ばくを彷徨った恐きよう怖ふが夜になっても消えず、ずっとサイードにひっついていた真琴だった。一人になるのが不安で、そのままベッドに入って、彼に添そい寝ねをしてもらうことになった。

　今朝、部屋でいっしょに朝食を終えるとすぐに、サイードは昨日真琴を砂漠に置き去りにした女性と、その計画を知っていながら止めなかった彼女の仲間、合わせて六人を呼び出した。

　真琴に着物の件と合わせて謝らせてくれ、その後永久に王宮に出入り禁止にした。

　彼女たちの家族も、王宮でなにかしらの役職についている者以外は、同様に三年間、王宮には一歩も足を踏ふみ入れられないことになった。

「砂漠に置いてきたお前を、しばらくしたら迎むかえに行くつもりではあったようだが……そうだとしても万が一ということもある。人の命に関かかわるようなことを、ああいった悪ふざけのような感覚ですることは許されないだろう」

　そう言って、かなり厳しい処しよ罰ばつにしたようだ。

　ムスカにあとから聞いたところによると、王宮への出入り禁止は王族の信しん頼らいを失ったのと同じことになる。国の儀ぎ式しきにもいっさい出席できなくなり、ラバール王国ではそのような処罰を受ける者が一族の中から出ることは、最大の不ふ名めい誉よにあたるという。真琴に嫌いやがらせをしようとしていた女性たちは、これから家族や親しん戚せき一同から終生、よくも家名を汚けがしてくれたな、と責められ続けることになるだろうとのことだった。

　永久に出入り禁止というのは少し気の毒な気がしないでもなかったが、とにかく、彼女らがもう二度と王宮に現れないと知って、真琴はホッとした。

　女性たちが帰ってから、サイードにジャグジーに誘さそわれたのだ。

　彼は今日一日、仕事を休む。だから、真琴が昨日の恐怖を忘れて緊きん張ちようを解けるよう、ジャグジーで夜までのんびりと過ごそうと言われた。

　砂漠で助けてもらってから、真琴は彼に対してなんとなく素す直なおになっている。二人でジャグジーに入ることを了りよう承しようし……おまけに水着を着て彼の膝に抱かれて座るという、小さな子供のような恥はずかしい格好まで、ほとんど抵てい抗こうなく受け入れていた。

　丸い形をしたジャグジーは、以前入ったプールとはまた違ちがう場所のプールの脇わきにある。

　十人ほどがいっぺんに入れる大きなそこを、贅ぜい沢たくに二人で使っていた。

　強い日差しは屋根で遮さえぎられているし、ナツメヤシの葉の緑が目にやさしい。ジャグジーの温ぬるめのお湯やブクブクとした泡あわ立だちも心地ここちよく、真琴はそこに浸つかっているうちに、次し第だいに心も身体からだも癒いやされていくのを感じた。

「ごめん……昨日は、取り乱したりして。いっしょに寝てもらったりして……」

　昨日のことを思い出すと、真琴は顔から火を噴ふく思いだ。

　砂漠ではワンワン声を上げて泣いてサイードに抱だきつき、おまけに夜になっても離れず、いっしょに眠ねむってもらったなんて……。

「そんなことは全く構わない」

　ジャグジーの中で真琴を膝に載のせて座るサイードが、耳元でやさしく返してくる。

「昨夜はお前を胸に抱いて眠れて……ああやって俺に頼ってもらえたことが、とてもうれしかった。これからも、いつでも俺を頼ってくれていい」

「う、うん……」

　あまりに甘いその声こわ音ねに耳をくすぐられる気がして、少しドキドキした。

　以前だったら、耳元でこんな声で囁ささやかれたらサイードを突つき飛ばして逃にげていただろう。それなのに、こうして背後から子供みたいに抱っこされて可愛かわいがられる体勢を取られて……大人しく抱かれているなんて、自分でも不思議だ。

（べ、別に、昨日砂漠で助けてもらったことで、サイードのことを特別に好きになったとか、そんなんじゃないから……っ）

　頰ほおに血を上らせて自分に言い訳しながらサイードの膝の上にいると、彼が真琴の腹の前に腕を回して抱きしめてくる。

「こんなことを言うのは不ふ謹きん慎しんかもしれないが、昨日、泣いていたお前はとても可愛かった」

　耳元で、サイードはさらに甘い声でうっとりと囁いた。

「実は、昨日までは、お前が男だということを知って、そのことがほんの少し気になっていたんだが……今はもう、なにも気にならなくなっている。昨日、砂漠で俺の胸に必死に泣いて抱きついてきたお前を見たら、男だとかそういうことに関係なく、一生俺の手で守ってやりたいような気持ちになって……」

　サイードは恋こいに濡ぬれた熱っぽい声で、真琴への口説きを続けた。

「昨夜も、俺にぴったりとくっついて眠るお前が愛いとおしくてたまらなかった。なんだろうな、この気持ちは？　自分でもよく分からないんだが、こう、お前を守るためだったら、今はなんでもしてやってもいいような気持ちになっている」

　サイードが、ほう、と熱に浮うかされているかのような小さなため息を吐つく。

　真琴は彼の膝の上に抱かれ、恥ずかしさに頰を上気させていた。

　どうしてサイードはこうしていつも、好意を隠かくそうともしないのだろう。あまりに真っ直すぐに気持ちをぶつけられて、真琴はどう反応を返していいか分からない。

（なんか……好かれて嫌だとか、そういうわけじゃないけど……）

　ジャグジーのすぐそばのテーブルの上に、冷えたアイスティーやジュース、お菓か子しや果物くだものを用意してくれていたムスカが、すかさず口を挟はさんできた。

「王子、それは『恋』です」

「恋？」

　サイードがジャグジーの中から見上げると、白い頭布の陰かげでムスカは微笑ほほえむ。

「はい、そうです」

「しかし、俺は真琴に、とっくに恋をしていたはずだが……？」

「本当の恋、という意味で申し上げたのです。サイード様は、確かに日本で真琴さんにお会いしたときに恋をなされましたが……それはたんなる一ひと目め惚ぼれで、本当の恋と呼べるものではなかったのではないでしょうか？」

　彼は真琴にも分かるようにと思ってか、流りゆう暢ちような日本語で話す。

「今は、真琴さんのことを充じゆう分ぶんお知りになって……そのうえで好きだと思っていらっしゃるのですから。今のその気持ちが、本当の恋なのではないかと思います。ですから、そんなに深く真琴さんのことを愛しいと感じられるのではないですか……？」

　さらさらと言ったムスカに、サイードが全すべて納なつ得とくしたというように頷うなずいた。

「なるほど……本当の恋か」

　自分で言って、しばらくしてから自分で頷く。

「言われてみれば、確かにそうかもしれない。これが……今、真琴を誰だれよりも愛しくて守ってやりたいと思っているこの気持ちが、本当の意味での恋なのかも……」

「サイード……もしかして、今まで恋をしたことがなかったの？」

　これまで誰かと付き合って恋れん愛あい関係になったことはない真琴だが、さすがに恋くらいは何度かしたことがある。

　サイードは格好よい外見をしているし大人だし、まさかと思ったが、彼は神しん妙みように頷いた。

「そうだな、なかったのかもしれない。小さな頃ころからを振ふり返ってみれば、お前に出会うまでは、恋愛という意味で誰かに惹ひかれることもほとんどなかった」

「ええ？　本当に？」

「まあ……もちろん、遊びの付き合いというか、割り切った付き合いというのはしたことはあるが。それは恋ではないと、すでに初めから分かっていたしな。それに、俺はなにより昔から日本の『大和やまと撫なでし子こ』に憧あこがれていて……恋愛は、いずれ俺の妻となるその相手とするものだと思っていたところがあった」

　サイードの極きよく端たんなこだわりぶりに、真琴はため息の出る思いだった。

「じゃあ、本当に、小さい頃から日本の『大和撫子』のことばかり考えていたんだね。この国の女の人が誰も目に入らないくらい……」

　身体をずらし、横向きにサイードの膝の上に乗って、彼の顔を見上げる。

「でも、どうしてそんなに『大和撫子』にこだわっていたの？　芯しんが強くてやさしくて、家事もできて夫を立てて……って、確かに魅み力りよく的な女の人に聞こえるけど、七歳のときにそんなことを聞いても、ピンとこないんじゃないかと思うんだけど……どうして、そんなに小さいときに『大和撫子』にそれだけ憧れるようになったの？」

「それは……」

　サイードは一いつ瞬しゆん次の言葉に詰つまり、それから意を決したように長い息を吐いた。

「お前には話しておくか。実は、幼い頃の俺にとって『大和撫子』というのは、母親の代名詞みたいな……母そのものみたいなものだった」

「え？　お母さん……？」

　瞬まばたきをした真琴に、サイードは真しん剣けんな顔で頷く。

「この前、パーティのときには言わなかったが、俺の母は若い頃から心臓が悪かった」

「心臓が……？」

「ああ、俺を産んだのも奇き跡せきだと言われていたくらいだった。俺が生まれてからも床とこに伏ふしていなければならないことが多くて、幼い頃の俺には、母といっしょに過ごした記き憶おくがほとんどない。いつも母からは離はなされて、ムスカといっしょに食事をしたり遊んだりしていて……ムスカの日本人の母に、長く面めん倒どうを見てもらっていたんだ」

　ムスカの母が日本人だということに、真琴は驚おどろきを隠せなかった。

　今も、サイードと真琴の話を、そばのテーブルのところに立って聞いている彼。

　茶色の短い髪かみのかかるその顔は彫ほりが深く、肌はだの色も濃こくて、どこからどう見てもラバール人の父母から生まれたようにしか見えない。

「母親に会えなくて寂さびしい思いをしている俺を気き遣づかって、ムスカの母がよく俺の母親の話をしてくれた。ムスカの母はラバール王国に来てから俺の母と親しい交流があって、俺の母がどんな人間かというのをよく知っていたんだ」

「……」

「そのときに、ムスカの母が俺の母親のことを『日本の大和撫子みたいな方ですよ』と言っていた。とても芯が強くてやさしくて、控ひかえめだけれど夫のことを陰から支えていて……俺の母親のような女性のことを、日本では『大和撫子』と呼んで、女性や妻の鑑かがみとされているんだと話してくれた。母がそうやって褒ほめられているのを聞くのが、幼い俺はうれしくて……いつの間にか、幼心に日本の『大和撫子』がこの世で最高の女性だと思うようになった」

　サイードは真面目まじめな、しかし、少し照れくさそうな顔で言う。

「そして、将来は日本人の『大和撫子』と結けつ婚こんするというのが、俺の夢になった。すぐにその準備のために、ムスカの母親から日本語を習い始めたんだ」

「そ……そうだったんだ……？」

　話を聞き終えた真琴は、感心の気持ちでいっぱいになった。

　サイードがなぜ、日本人の『大和撫子』を花はな嫁よめにしたいとあれほどまでに熱ねつ烈れつに望んでいたのか。その謎なぞがやっと解けた気分だった。

「おかしいか？　母親のような相手と結婚したいというのは……」

　サイードの苦く笑しように、真琴は首を横に振る。

「え……ううん、お母さんみたいな人って言っても、なんていうか……もっと一いつ般ぱん化されている女の人の『大和撫子』と結婚したいっていうことだったんだろうし。おかしいってことはないと思う。でも、なんていうか……子供の頃からのそんな夢を、今もずっと真剣に追っているってところは、相当なロマンチストだとは思うけどね」

　以前パーティ会場で会った、サイードの母親のやさしげな姿を思い出した。

　サイードにとっては、幼いときにどれだけ求めても充分には得られなかった彼女の温ぬくもりや面おも影かげといったものへの思し慕ぼが『大和撫子』への憧れと重なっている。大人になった今も、純じゆん粋すいにそれを求めているのだ。

　そう分かったら、急に、サイードが可愛かわいく思えた。

（サイードって、相当なロマンチストで……それで、普ふ段だんの堂々とした態度からは想像がつかないけど、ちょっと寂しがり屋なところがあるんだね。だから、僕にもこうして必要以上にベタベタしたがるのかもしれない……）

　サイードの膝ひざの上で、真琴は横向きに抱かれている。

　しっかりと腰こしに回された彼の手を、サイードの少し寂しかったのだろう幼い頃の生活を知った今は、邪じや険けんには払はらい除けられない気分だ。

　それに、自分も今は、彼のそばにいて守っていてもらいたいような気がしている。

（この前のパーティのあと、これからは僕のことをずっと守るとか言ってくれていたけど。本当にずっと、こうしてそばにいて守ってくれるつもりなのかな……）

　昨日、砂さ漠ばくで迷子になったあと、同じベッドで寝ねてもらって心強かった。

　眠ねむるまでずっと頭や背中を撫なでてくれていた、温かく大きな手。そのやさしい仕草を思い出すと、ああして頼たよりがいのあるサイードにずっとそばについていてもらうのは、そんなに悪いことではないかもしれない、なんて思う。

　あんなふうにしてもらえるなら、この王宮にずっといてもいいような気もして……。

（……って、なにを考えてるんだろ。男なのに、守ってもらうとか、そんな……）

　男が同性の男に守られて生きていくなんて、とても受け入れがたい思考なのに、サイードとの生活を想像すると、なぜか幸せな気分になる。

　胸が甘いもので満たされるのを感じて、真琴はサイードの膝の上でうっとりとしていた。







　それから夕方まで、サイードとジャグジーやプールサイドで過ごした真琴は、夕食後、明日から現地語を教えてもらう約束をしてから、彼に送ってもらって部屋に戻もどった。

　扉とびらの前で、少し別れ難がたいような気持ちになっている真琴をじっと見つめたサイードは、すっと自分の長衣の上着についているポケットに手を入れる。

「真琴、お前にこれをやる」

　甘い声で言って、細長い真しん鍮ちゆう製らしき箱を取り出した。

　テーブルの上に置かれ、両手で大事そうに開けられた箱。赤いビロードの張られた中にあったのは、大きな長方形のエメラルドが一つついた首くび飾かざりだった。

　それはサイードの祖母の形見で、将来、一生を共にする相手に贈おくるようにと言われて生前に譲ゆずり受けたものだという。

「うちの王宮にある宝石の中では、そう高価なものじゃない。だが、俺にとっては、幼い頃にとても可愛がってくれていた祖母の思い出の品で、金には換かえられない価値のあるものだ。だから、お前にこれを持っていて欲しい」

「そんなの、もらえないよ」

　真琴は首を横に振ったが、サイードは首飾りを真琴の手の中に押し込めてしまう。

「お前は、自分の亡なくなった母親の着物を大事にしていただろう？　だから、お前ならこの首飾りも、誰だれよりも大事にしてくれると思うんだ。お前に持っていてもらいたい」

「でも……」

「これをやるのは、俺が本気でお前に恋こいしたからだ。お前を本当に、心から花嫁にしたいと思っている。その証あかしだ。俺の気持ちそのものだから、どうか拒きよ絶ぜつせずに受け取ってくれ。つけてくれなくてもいい。ただ、持っていてくれるだけで……」

「……」

　サイードの真剣な眼まな差ざしに押されるようにして、真琴はそれを受け取っていた。

　ここで首飾りを受け取らなかったら、サイードの純粋な気持ちまでをも踏ふみつけにするような気がした。パーティで嫌いやがらせをした女性たちを怒おこってくれたり、汚よごされた母の着物をきれいにしてくれたり、砂漠まで助けに来てくれたり……サイードが自分に示してくれたやさしさを全すべて否定することになる気がして、簡単に拒絶することができなかった。

「う、うん、じゃあ……しばらく、預かっておくよ」

「よかった。お前がそう言ってくれてうれしい」

　サイードは心底ホッとしたような微び笑しようを浮かべ、おやすみと言って真琴の額に愛いとおしそうにキスを落としたあと、廊ろう下かを去って行った。

　一人になった真琴は部屋に入り、手にした首飾りをじっと見つめる。

（お祖母ばあさんの、大事な思い出の品だって言ってた。そんなものを僕にくれるなんて……）

　先ほどのサイードの言葉が耳にやさしく蘇よみがえった。

『お前は、自分の亡くなった母親の着物を大事にしていただろう？　だから、お前ならこの首飾りも、誰よりも大事にしてくれると思うんだ』

　やはり彼は、温かな人間らしい気持ちを持っていて、それを大事にしている人なのだ。

　改めてそう思い、そんなサイードに信しん頼らいしてもらえているのがとてもうれしくなって、真琴は首飾りをそっと握にぎる。

「サイード……」

　名前を呟つぶやくと、胸の中がほんのりと温かくなった気がした。




　　　　◇




　翌日の午後、昼食のあといったん部屋に戻ったサイードが、真琴にラバール語を教えにやって来た。教科書を手に入って来た彼は、いつも食事をするテーブルに座って待っていた真琴を見るなり、すぐに首飾りに気づいたようだ。

「真琴……つけてくれているのか？」

　テーブルの向こうに立ったサイードが、見る見る顔を輝かがやかせる。

　真琴は照れくささをこらえて頷うなずく。自分の胸に下がった首飾りの先についている大きなエメラルドに触ふれて、指先で転がすように弄いじった。

「う、うん、まあ。日本人の感覚からすると、男がこういう飾かざりものをつけるっていうのはおかしいんだけど。でも、Ｔシャツの上からだったら、見られたくないときにはＴシャツの中に宝石の部分とかを隠かくしておくこともできるから……いいかな、と思って」

「どうしておかしい？　男でも、そのくらいはつけるだろう？」

　満面の笑えみを浮うかべたサイードが、テーブルを挟はさんだ向かい側の椅い子すを引いて腰を下ろす。

「サイードの国ではそうかもしれないけど……」

「今度はぜひ、着物を着てそれをつけてみてくれ」

「え、うう～ん、どうだろう。こういうのって着物には似合わないんじゃないかな？　あ、でも、クラシックなデザインだから、意外といけるかな……」

　手にした長方形の箱形のエメラルド。シンプルに金で縁ふち取どられたそれを触さわりながらブツブツ言っていた真琴は、ふと、サイードにじっと見つめられているのに気づく。

　なに？　と問うと、彼はこれ以上ないというくらい幸せそうな笑みを見せた。

「いや、お前がそれをつけてくれたのが、うれしくてな。似合うだろうとは思っていたが、本当に可愛くて似合っているぞ」

「……男に『可愛い』とか、なに言ってんの？」

　今さらだとは思うが、サイードにそんなふうに言われると照れくさくてたまらない。

　真琴はわざと頰ほおを膨ふくらませ、首飾りの先をＴシャツの内側に入れて隠した。

「さ、さあ、もう、変なこと言っていないで、ラバール語の勉強を始めようよ」

「変なことを言ったとは思わないが……そうだな、そろそろ始めるとするか」

　サイードが、持参してきた教科書を開く。

　薄うすい初心者用らしきそれを真琴が覗のぞき込んだ、ちょうどそのとき、入り口の方でけたたましいノックの音がした。

「サイード様、王子……っ！」

　ムスカのめずらしく焦あせった声に、真琴はサイードと顔を見合わせる。

「なんだろう？　はーい、どうぞ入ってくださいー……っ」

　真琴が扉に向かって叫さけぶが早いか、ムスカがバタンバタンと扉を開け、入り口との間にある小部屋をあっという間に抜ぬけて居間に走り込んで来た。

「あわただしくいたしまして、申し訳ありません、失礼いたしますっ。王子、どうかお急ぎください、ただ今、連れん絡らくが入りまして……」

「どうしたんだ？」

　息せき切って頭布も乱しているムスカに、椅子の上で振ふり返ったサイードが眉まゆを寄せる。

「それが……王おう妃ひ様が、先ほどお倒たおれになられて。緊きん急きゆうに手術が必要とのことで、たった今病院の方へ運ばれたようです……」

「……なんだって？」

　サイードがさらに深く眉を寄せ、低く唸うなるように問い返したのと、真琴がムスカの言葉に衝しよう撃げきを受けて息を吞のんだのとが、ほぼ同時だった。







　サイードの母親が運び込まれた王族専用の病院は、王宮の敷しき地ち内の端はしにあった。

　二階建てで大きいとはいえないが、設備は最新のものを揃そろえている。

　豪ごう華かリゾートホテルのような雰ふん囲い気きのクラシックな王宮の建物の中で、そこだけが近代的なよくある四角いビルの外観をしていた。

　ムスカに先導され、サイードと真琴が駆かけつけたときには、サイードの母親が寝ねかせられている病室には、すでに王宮の関係者らしき二、三人の男性たちとともにファシールの姿があった。シンプルなニットの半はん袖そでにズボンという身なりの彼も、知らせを受けてすぐに駆けつけて来たという様子だ。

　バタバタと廊下を急ぎ足で通り過ぎて行く看護師や、医師たち。

　ファシールによれば、これからすぐに手術を執とり行うとのことだった。

　サイードの母親はベッドに寝かされ、酸素吸入器で口と鼻を覆おおわれている。手術のための予備の麻ま酔すいをすでに打ったが、まだ意識はあり、わずかに眉を寄せて苦しそうにしていた。

　真琴が息を吞んで見つめていると、その痛々しい彼女のそばに近づいたサイードが、急に必死の形相になって耳元でなにか訴うつたえ始める。

　現地語の分からない真琴には、彼が言っている内容は分からない。

　だが、その青ざめた顔や硬かたい声、母親の名前らしきものを何度も繰くり返し呼んでいるところから、相当取り乱していることは伝わってきた。

「ファ、ファシールさん、サイード、お母さんになんて言ってるんですか？」

　真琴がそっと問うと、隣となりに立つファシールが静かに返してくる。

「死なないでくれと言っている。言っているというか、懇こん願がんしているといった方が近いか。王妃はここのところ調子がよかったから、周りも安心していたところがあって。だが、次の発ほつ作さが起こったら必ず手術を行わなければ、命はないだろうとは言われていたんだ……」

「そんなに悪かったんですか……？」

　真琴はサイードから母親の心臓が悪いとは聞いていたが、昔はともかく、今はかなりよくなっているのだろうと思い込んでいたのだ。

「そうだね……」

　金きん髪ぱつの影かげのせいではなく、ファシールの緑色の目も憂うれいのあるものに見えた。

　彼によれば、サイードは幼い頃ころから日本人の『大和やまと撫なでし子こ』との結けつ婚こんを望みながらも、今回あの年で初めて日本を訪問した。それまでずっとラバール王国から長期間離はなれることがなかったのは、母親の体調が不安定で、花はな嫁よめ探しよりもそんな彼女のそばについていてやりたいとサイードが望んでいたからだという。

「お母さんは、今、サイードの声が聞こえているの？　意識は……」

「ああ……手術前の処置をしたから、少し夢うつつといったところだとは思うけど。サイードの声は聞こえていると思うよ」

　母親の苦しそうな姿にさらに動どう揺ようしてか、サイードの声が大きく喚わめくようなものになる。

　病室に響ひびき渡わたるほどの声。険しく眉を寄せ、母親の肩かたを揺ゆすり始める。

　さすがにそばにいた看護師二人から注意を受け、あわてて母親から引き剝はがされたが、サイードは彼らの手を邪じや魔まだとばかりに乱暴に振り払はらった。

　王子の彼には、誰だれも逆らうことができない。

　なにより母親にすがるようなサイードの姿が痛々しくて見ていられないほどで、その場にいた者は誰だれ一ひと人りとして、彼を母親から引き離したり咎とがめたりできないようだった。

（サイード……）

　肩を揺するのはやめたものの、サイードは母親のベッドの枕まくら元もとに立ち、彼女の顔を覗き込んで必死になにか懇願している。いつもの悠ゆう然ぜんとした彼と同一人物とは思えない子供のような姿を見ていると、真琴の胸もズキッと痛んだ。

　幼い頃から慕したっていて、でも、なかなかいっしょにはいられなかった母親。彼女の面おも影かげを求めて『大和撫子』にも憧あこがれていたというのに、その母を亡なくすようなことがあったら、サイードの悲しみはどれほどのものになるだろう。

　今のサイードの動揺は痛いほどよく分かる。でも……。

（でも、サイード……ダメなんだよ、それじゃ……っ！）

　十年前、両親が交通事故に遭あったときのことを、真琴は思い出していた。

　今のサイードと同じように、病院でベッドの上の父母にすがった七歳の自分。

　危き篤とくの両親のそばで、死なないで欲しいと泣き喚くだけだった幼い自分の姿が目の前に浮かび、真琴は後こう悔かいの念とともにギュッと強く唇くちびるを嚙かみしめた。

　あのときの自分と同じようなことを、サイードにはしてもらいたくない。

　ましてや、手の施ほどこしようのなかった自分の父母とは違ちがって、今、サイードの母親は助かるための手術に向かおうとしているのだから、なおさら……。

（辛つらいのも、動揺しているのも分かるけど。でも、サイード、こんなときにそんなふうに取り乱したりしたらいけないっ。今はお母さんを勇気づけなきゃいけないし、なにかあったら、僕みたいにこれから先、ずっと後悔することになる……っ）

　真琴は身体からだの脇わきでぐっと拳こぶしを握にぎり、気持ちを引きしめる。

　母親にすがっているサイードのそばに近づくと、彼の長衣の胸むな倉ぐらを両手でつかんで力ずくで自分の方を向かせた。

　そして、訝いぶかしそうに視線を揺らした彼の頰を、バシッと平手で打つ。

「……っ!!」

　周りの皆みんながいっせいに息を吞んだが、真琴はただ目の前のサイードだけを睨にらみ続けた。

「真琴……？」

　サイードは呆ぼう然ぜんとし、打たれた頰も押さえずに立ちすくんでいる。

　真琴はすうと深く息を吸い、一息置いてから一気に言った。

「サイード、しっかりしなよ！　お母さんは、これから大変な手術を受けるんだからっ。サイードがそんなふうにオタオタしていたら、安心して手術を受けられないよっ？」

「……」

「こういうときは、周りがしっかりしていないとっ。お母さんを勇気づけるようなことを言ってあげないと、ダメだよ！」

　声をできるだけ抑おさえながらも、真琴は叱しかりつけるように言う。

「だから、なんていうか……そんなふうに取り乱していたら、お母さんがサイードのことを心配しちゃうから。そうじゃなくて、『ぜったいに大丈夫』『待ってるから』って笑って、送り出してあげて！」

「真琴……」

　呆然としていた彼が真琴を見つめているうちに、だんだんとその目に力が戻もどってきた。

　サイードが完全に自分を取り戻したかのように感じられたとき、新しい数人の看護師たちがあわただしく病室に入ってくる。六人ほどの手でサイードの母親が寝ているベッドが運び出されていき、手術が始まるらしいと分かった。

　皆がそのあとに早足でついて行く背後から、真琴も邪魔にならないようについて行った。

　サイードはベッドに寝ている母親の手を取りながら、廊ろう下かを歩いて行く。

　手術室に入る前にいったんベッドを止め、サイードが母親の手をギュッと強く握った。

　なんと言っているのか、真琴には言葉は分からない。それでも、先ほどまでとはまるで違うそのしっかりとした口調や落ち着いた態度から、彼がこれから手術を受ける母親をきちんと励はげまし、勇気づけているのは伝わってきた。

　手術室に運び込まれる直前の母親が、サイードに向かってわずかに微笑ほほえむ。

（あ……）

　ホッとした真琴は、ベッドが手術室に入るのを見届けたあと、ムスカに促うながされてサイードやファシールとともに手術室の隣の部屋に入った。

　革かわ張ばりのソファー・セットが置かれた、王族専用の待合室というそこで、何時間もかかるという手術が上手うまくいけばいいと祈いのりながら、終わるのを待つ。

　一時間ほど経たったとき、外の空気を吸いたくなった真琴は、その旨むねを告げて席を立った。

　病院の前庭に出て、ナツメヤシの木こ陰かげに置かれたベンチに座る。

　空は清すが々すがしいくらいに青く晴れ渡っていて、すぐそばで生死に係かかわる大手術が行われているなんて信じられなかった。

　ぼんやりと空を仰あおいでいた真琴は、人の気配にハッとする。

　顔を病院の方へ向けると、白い長衣姿のサイードがそばに立っていた。

「真琴……」

　彼も外の空気を吸いたくなって出て来たのか、真琴の隣にすとんと腰こしを下ろす。

「サイード……さっきは、ごめん」

　真琴は唇を嚙み、膝ひざの上でギュッと手を組む。

「つい、あんなふうにサイードのことを叩たたいたりして。きついことを言って……」

「いや」

　サイードは先を続けようとする真琴を遮さえぎった。

「お前がああしてくれたおかげで、我に返れた。あのままだったら、俺は駄だ々だっ子みたいに母親にすがって、自分よりも俺のことを心配したまま手術に向かわせるところだった。お前のおかげで、きちんと母親を励ますことができて、よかったと思っている」

　その礼を言おうと思ってここへ来たんだ、と言って、サイードは肩で長い息を吐つく。

「正直なところ、自分があれほど取り乱すとは思っていなかった。今回の手術のことは、何年も前から、いつか来ることだと覚かく悟ごしていたはずだったのに。いざとなるとこんなに自分は弱かったのかと、思い知った」

　サイードは苦く笑しようとともに、真琴を眩まぶしいものでも見るみたいに見つめた。

「お前はしっかりしているんだな」

「……そうじゃないよ」

　真琴はゆるく首を横に振ふり、ポツリと言う。

「僕、サイードが自分に重なって……それで、つい、あんなことを……」

「……？」

「ほら、僕のお母さん、昔、交通事故で亡くなった、って言ったよね？　そのとき、ちょうどさっきみたいに、手術室に入るお父さんとお母さんを見送って……それで、さっきのサイードなんて比じゃないくらい、僕は泣き喚いて……すごかったんだ」

　当時は七歳の子供だった真琴だが、今もそのときのことを後悔している。

　祖母に連れられて行った病院で、ワンワン泣いて。ベッドに寝ねかされた母親にすがって、死なないでと懇こん願がんした。まだ少し意識のあった両親は、そんな自分の姿を見て、幼い子供を遺のこしていくことをなおさら辛く思っただろう。

　あのとき、もっと強くいられたら。両親を励ます言葉をかけられたら。

　死に行く父母を少しは安心させられたかもしれない。

　それに、兄や祖母も自分をなだめるのに手て一いつ杯ぱいになって、両親との最後の言葉を交かわすこともままならなかっただろう。そう思うと、自分は幼い子供だったとはいえ、全すべての人に申し訳なかったと今も思うのだ。

「僕は……僕も、サイードと同じだった。でも、今度あんなことがあったら、ぜったいに昔みたいには取り乱したりしないでおこうって決めていて。それで……さっきのサイードを見たとき、昔の僕みたいに後悔してもらいたくないって思って……」

「お前はそのとき、わずか七歳の子供だったんだろう？」

　サイードが困こん惑わくしたように、そしてやさしい口調で言う。

「だったら、そんな事態のときに周りを思い遣やれなくても仕方がない。もちろん、大人も子供も動どう揺ようするのは同じだと思うが……俺のような大人は、それではいけないと思う」

　サイードが真琴の肩かたを抱だき、ふわりとその胸に抱きしめた。

「本当に、さっき母を勇気づけられたのは、お前が俺を叱ってくれたおかげだ。俺のことを放っておかず、ああしてくれて助かった」

「サイード……」

　背中を抱いている彼の手が少し震ふるえている。母親の手術が終わらず、まだ気持ちが動揺しているけれど、気き丈じように言っているのだろう。

　真琴は胸が締しめつけられるような、たまらなく切ない気持ちになった。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、お母さんの手術はきっと上手くいく。手術室に入る前、すごく安心した顔をしていた。あの顔を見たとき、ぜったいに大丈夫だって思ったから」

　サイードの背中にそっと手を回し、ベンチの上で静かに抱きしめる。

　なぜか、そうしなければならないと……どうしてもそうしたい、と思った。

「ただ信じて、手術が終わるのを待っていればいいよ。大丈夫だから……」

　心を込めてポンポンとサイードの背中を叩いて宥なだめた。

　しばらくして病院の中の待合室に戻り、またソファーの上で緊きん張ちようの数時間を過ごした。

　午後八時過ぎになってようやく手術が終わり、医師たちが状じよう況きようの説明をしにやって来た。話を聞いていたサイードやファシール、そばに控ひかえて立つムスカの表情が揃そろって明るくなっていくのを見て、手術は成功したのだと分かった。

「もう心配ないそうだ」

　医師たちが出て行ってすぐに、サイードが日本語でそう説明してくれてホッとする。

「よかった……」

　サイードはこれから母親の顔を見に行って、容態が少しよくなるまで病院に泊とまるとのことだった。彼は、真琴にはこのまま王宮の部屋に帰るようにと言う。

「ムスカに送らせる。長い間、俺に付き添そってくれていて疲つかれただろう？　部屋でゆっくり休んでくれ」

「うん、じゃあ、そうさせてもらうことにする……」

　まだサイードのことが心配で離はなれがたい気持ちもあったが、今夜は彼のそばにファシールもムスカもついているという。これから、知らせを受けたサイードの父王も外国から到とう着ちやくし、その迎むかえの準備などもあるようだ。

　自分は帰ったほうが、彼らに余計な気を遣つかわせなくていいだろう。

「真琴」

　ムスカのあとについて待合室を出ようとしたとき、サイードに呼びとめられる。

　振り返ると、彼は真しん摯しな眼まな差ざしで真琴を見つめていた。

「今日のことは本当に礼を言う。母がよくなって話ができるようになったら、また連れん絡らくをさせる。母もお前に会えれば喜ぶだろうから、見み舞まいに来てやってくれ」

「うん……サイード、あんまり無理しないでね」

　真琴は心からの微笑みを向ける。

「お母さん、早くよくなるといいね」

　そう言い残して王宮の部屋に戻もどると、ムスカが手配してくれた夕食を一人で食べた。

　その夜は、白いテント風のベッドに入ってからも、なかなか寝ねつけなかった。

　サイードの母親の術後の経過ももちろん心配だったが、なによりも病院に残してきたサイードのことが気にかかる。

（サイード、大丈夫かな？　ファシールさんたちと夕ご飯、ちゃんと食べたかな？　やっぱり病院に残って、ずっとそばにいればよかったかな……？）

　たとえ迷めい惑わくになっても、サイードのそばにいて今も支えてあげたいと思ってしまう。

　もっとしっかり、自分が彼を守ってあげたいのに……。

（あんなに強ごう引いんで迷惑な奴やつで、ベタベタして……ちょっとは離れていて欲しいって思っていたのに。そばにいないと、こんなに心配になるなんて……）

　一人きりの広いベッドの上で、ゴロゴロと右へ左へと寝返りを打ちながら、真琴はサイードのことばかり考えていた。

「サイード……」

　呟つぶやいたあとで、声の甘い響ひびきにハッと我に返る。

　サイードの名前を、無意識のうちに呼んでしまっていた。そのことから、唐とう突とつに、自分の気持ちに気づいた。

（僕、サイードのこと……好きになってる？）

　そう思ったら、病院での自分の行動にも納なつ得とくがいく気がした。

　どうして、自分は母親にすがっているサイードを、あんなふうに真しん剣けんに叱しかったのか。彼のことなんて放っておけばいいのに、どうしてあのとき、サイードにしっかりしてもらって、子供の頃ころの自分のように後こう悔かいして欲しくないと思ったのか。

　あれだけ必死になった自分に、自分自身でも驚おどろいたが……彼のことを好きになっていたのだったら、そうしたのも頷うなずける。

　サイードのことを、いつの間にか好きになっていたから。

　だから、彼に幸せでいて欲しいと願った。

　全てはサイードのことを思い遣って……彼を誰だれよりも大事に思う気持ちから、自然としてしまったことだったのだ。

（どうしよう、僕……本当にサイードのことを好きになっているんだ……？）

　サイードに会いたい。

　今すぐにでも会って、もう一度、昼間ベンチでしたように広い背中をそっと抱きしめ、よかったね、と心からの言葉を伝えたい。

　そんなやさしくて甘い気持ちで胸がいっぱいになっていくのを、真琴は止められなかった。




　　　　◇




　サイードが病院に来るように言っていると連絡が来たのは、五日後のことだった。

　待ちわびていた真琴は、すぐに王宮内の病院へ向かった。

　午後二時頃に、と言われていたのに、昼食を終えたらどうにも落ち着かなくなって、迎えに来てくれていたムスカにせがみ、一時過ぎには部屋を出た。

　真琴は早く病室に行きすぎて迷惑になってはいけないと、以前と同じ待合室に入る。

　そこにサイードの姿を見つけ、ドキリとした。

　彼は頭布もつけたまま、ソファーにもたれるようにして眠ねむっている。少し仮か眠みんをして、真琴が来る時間になったら起きるつもりだったのだろうか。ムスカが起こさないようにと小声で言ってから、自分はサイードの母の病室の方へ行っていると言い置いて部屋を出て行った。

　真琴はじっと静かに、眠っているサイードを見下ろした。

　五日ぶりに会う彼。相変わらず彫ほりの深い男前で、瞼まぶたを閉じていると黒々とした睫まつげの長さが目立つ。以前より頰ほおが少しこけた気がした。

（お母さんのこと、すごく心配したんだろうから。手術が終わってから、ずっとこの病院で寝ね泊とまりして、付きっきりだったんだし。無理もないよね……）

　真琴はソファーの上にあった毛布を両手で広げて、そっとサイードの肩にかける。

　ふと手が彼の温かな肩に触ふれたとき、なにか甘く切ないものが胸にトクンと湧わき上がった。

「あ……」

　自分の気持ちに気づいてから、サイードに触れるのは初めてのことだ。

　いつも何気なくしていたことなのに、急に頰に熱い血が集まってきて、どうしていいか分からないような気持ちになる。視線を泳がせていると、サイードの瞼が薄うっすらと開いた。

「真琴……？」

　彼は二、三度瞬まばたきしてから、ソファーの上で身を起こした。

「すまない。俺が来てくれと言ったのに、寝てしまっていて」

「ううん。いいんだよ、ちょっと早く来すぎちゃったから……」

　真琴は微笑ほほえんで首を横に振ふった。

　サイードが肩にかけられた毛布に気づく。

「これは……」

「あ、ほら、ここってすごく冷れい房ぼうが効きいているから。普ふ通つうのときはいいけど、寝ちゃうと、もしかしたら風邪かぜを引くかもしれないと思って」

「……」

　サイードは毛布を長い間見つめたあと、目の前に立つ真琴へ視線を上げてきた。

　切なそうな闇やみ色の双そう眸ぼう。自分の中に湧いてくる痛みに耐たえているかのような表情。

　どうして無言なのだろう。もしかして、頰が赤くなっていることから自分の好意に気づかれてしまったのだろうかと、真琴の胸はドキドキと高鳴った。

「話がある」

　不意にサイードが言い、その改まった口調に、ひときわドキリと心臓が跳はねる。

　サイードは深刻そうな眼差しのまま、静かに言った。

「真琴……お前は、日本に残してきた家族のことが気になるか？」

「え……」

　意図が分からず、真琴は視線を揺ゆらす。

「それは……気になるか気にならないかって訊きかれたら、気になるに決まってるけど」

　とにかく、自分の思うままの気持ちを告げた。

「あんなふうに急にこの国に来ちゃったし、兄ちゃんやお祖母ちゃんがどうしているか、ここにいたら全く分からないから……」

「会いたいか？」

「う……うん、まあ……」

「そうか……そうだろうな」

　サイードはふっと悲しげな微笑ほほえみを浮うかべ、長いため息を吐ついた。

「俺も、今回の手術で、母親が快復するまでずっとそばについていてやりたいと思った。だから、お前が愛する家族の元気な顔を見たいという気持ちも分かる。特にお前はとてもやさしい奴だから。家族のことが心配だろうし、会いたいと思う気持ちも強いだろう……」

　どうしてサイードはこんなことを言うんだろう。

　心にざわめきを感じながら見つめていると、サイードが悲しげな笑えみを消し、またすっと先ほどまでと同じ真剣な顔つきになる。

「これまで、お前が嫌いやだと言っているのに、無む理り強いをしてこの国に引き留めて……もうこの国から一生出さないみたいなことを言っていて、悪かった」

　ソファーに座るサイードは、真琴を真っ直すぐに見上げてきた。

「さんざん、ずっとこの国にいろ、なんて言っておいて。花はな嫁よめになるまでは帰さないなんて言っておいて、急に手のひらを返したようにお前にこんなことを言うのは、相当に自分勝手なことだと分かっている」

「サイード……？」

「だが、母がこうなって、俺もいろいろと考えた。将来のことも真剣に考えたすえに出した結論だから、どうか怒おこらないで欲しい」

　苦しそうに眉まゆを寄せ、俯うつむきがちになったサイード。

　張り詰つめた空気に、真琴はなにを宣告されるのだろうかと不安になる。

「真琴」

　サイードが顔を上げ、きっぱりと言った。

「飛行機の手配をしておいた。今すぐ、日本に帰ってくれていい」

　全く予想もしていなかった言葉に、真琴はただ息を吞のんでその場に立ち尽つくした。







　６．再び、日本へ







　暦こよみがとっくに八月へと変わった蒸むし暑い日本に帰って来て、今日で五日目。

　時計の針が午後一時を少し回ってから、真琴は一階の居間でちゃぶ台に向かって座り、どんぶりで鮭さけ茶ちや漬づけを搔かき込んだ。

「あーもう、美味おいしい。やっぱり、日本人はお茶ちや漬づけサラサラだよねっ」

　Ｔシャツとハーフパンツというラフな格好だが、胡坐あぐらをかいたりせずにきちんと膝ひざを揃そろえて食しよく卓たくに向かうのは、幼い頃から祖母に厳しくしつけられたからだ。

　遅おそい昼食をいっしょに摂とっていた祖母の絹代が、向かいの席から、その豪ごう快かいな食べっぷりに呆あきれたような目を向けてきた。

「ラバール王国とかいうところで、美味しいものをたくさん食べさせてもらっていたんじゃないの？　なんていっても、王様に乞こわれて仕事をしていたんだから」

「サイードは王様じゃなくて、王子様」

「あら、そうだったかしら。そういえば、とても若かったものね」

　家にいるときも着物を身につけている絹代は、以前この家にも来たことのあるサイードの顔を思い出しているのか、茶ちや碗わんを手にしたままで天てん井じようを見上げる。

「でも、とにかく、日本では考えられないようないい思いをしていたんでしょ」

　祖母も兄も、真琴がラバール王国での暮らしの感想を訊かれたとき、とても豪ごう勢せいな生活で楽しかったと言ったので、それを信じているのだ。

「おまけに、そんなものまでもらって……」

　彼女の視線が、真琴の首に下がるエメラルドの首くび飾かざりに向けられた。

「王様っていうのはなにを考えているのかしらね。あんたみたいな子供に、そんなもの……」

「いいじゃん、仕事をした報ほう酬しゆうなんだから。それに、これはどうしても持って帰れって言われたんだし……サイードにはもう会えないから、返せないよ」

　真琴は口を尖とがらせ、もう一度、王様じゃなくて王子様だよ、と言う。

　はいはい、と面めん倒どうくさそうに返事を寄よ越こした祖母が、真琴が先ほど作ってあげたホウレン草のおひたしを箸はしで摘つまみつつ、小さなため息を吐いた。

「なんにしろ、大事にしておきなさいよ。それ、本物なんでしょう？　買ったらいくらするのかって、考えただけでも恐おそろしいわ」

「分かってるよ」

　真琴はお茶漬けの残りを腹に流し込みながら頷うなずく。

　祖母に言われなくても、今ではたった一つのサイードとの思い出の品なのだから、ずっと大事にするつもりだ。だからこそ、こうして肌はだ身み離はなさず身につけている。

　五日前、ラバール王国を発たつ前に、真琴はエメラルドの首飾りをサイードに返そうとした。だが、彼はこれまでの詫わびの意味でもそれはお前にやるから、持って帰れと言って、半ば無理やり真琴に持たせてくれたのだ。

　その後、ムスカに付き添そわれ、母の着物を手にして日本に帰って来た。

　空港からはムスカの手配した車に乗り込み、家の前で祖母と兄に出で迎むかえられ、そして都心にある、このこぢんまりとした築四十年越ごえの家での生活がまた始まった。

　こんなふうに以前と変わらず畳たたみ敷じきの居間で昼食を食べていると、サイードに出会ったことも、ラバール王国に行ったことも、全すべてが夢だったのではないかと思えるほどだ。

（でも、夢だったんだって思ってた方がいいのかも。だって、日本でのこういう生活の方が、きっと僕には相応ふさわしいんだろうから……）

　あと一週間もしたら、また高校へ通い始める。

　ごく普通の高校生の生活に戻もどれば、男ながらに一国の王子に求きゆう婚こんされたことも、砂さ漠ばくを一人で彷徨さまよったことも、いずれは忘れていくのだろう。

（ううん、忘れなきゃいけないんだ。だって、サイードが僕を日本に帰したんだから。帰ればいいって言ったんだから。それって、サイードは僕に、これまでのことを全部忘れて欲しいって、望んでいるってことなんだろうから……）

　切ないような寂さびしいような気持ちが、喉のど元もとまで迫せり上がってくる。

　真琴が必死にそれをこらえ、どんぶりをちゃぶ台に戻したとき、祖母が両手をきっちりと合わせて、ごちそうさま、と呟つぶやいた。

　彼女はそばに置いてあった風ふ呂ろ敷しき包づつみと紙かみ袋ぶくろの二つを持って立ち上がる。

「さてと。それじゃ、そろそろ出かけるから」

　祖母は、昼過ぎからお茶の教室の会合があるのだ。

「あ、そうだ。お祖母ばあちゃん、今日の夕ご飯はなにが食べたい？　あとでスーパーに買い物に行こうと思ってるから、リクエストがあればなんでも作るけど……」

　真琴が呼び止めると、台所で振ふり返った祖母は怪け訝げんそうに瞬まばたきする。

「今日の夜は外で食べてくるのよ。昨日、そう言ったでしょ？」

　兄も仕事で遅くなる予定で、今日は彼らの夕食を作っておく必要はない。そう昨夜の夕食のときに話したはずだと言われて、真琴は首を傾かしげた。

「え……そうだったっけ？」

「もう、しっかりしなさいよ！　夏休みの宿題もまだ全然やっていないみたいだし。ちゃんと片付けておきなさいよ、あと一週間ほどで休みも終わるんだから」

「はーい……」

　祖母が廊ろう下かへ出て行き、玄げん関かんの引き戸が閉まる音がする。

　真琴は自分と祖母の食べ終えた皿を台所に運び、流しで洗ってから、再び居間に戻った。

「あーあ、今夜は一人か。それじゃ、ご飯も作る気がしないなあ……」

　畳にゴロンと寝ね転ころび天井を見上げると、自然とため息が出る。

　ラバール王国から帰って来てから、ずっとこんな調子だ。朝起きてから、家事をする時間以外は、サイードとの生活を思い出しボーッとして過ごしている。あまりにゴロゴロしていたせいで、最初の頃ころは異国での生活の疲つかれが出ているのだろうからと許してくれていた祖母にも、ついに、いい加減にしなさい、と怒られるようになった。

「本当に、こんなふうにぼんやりしてちゃダメだよね。ラバール王国でのことは全部夢だったんだって思わないといけないと思うし、サイードのことも忘れないといけない。それは分かってるんだけど……でも、つい思い出しちゃって。どうにもならないんだよ……」

　真琴は一人で呟き、サイードからもらった首飾りをギュッと握にぎった。

（サイード……）

　冷たい宝石と金でできているはずなのに、手のひらにサイードの高い体温が蘇よみがえる気がした。

　彼の真っ直ぐな、自信に満みち溢あふれた強い眼まな差ざしが目の前に浮うかんでくる。

（僕に日本に帰ってくれていいって言った、サイードの気持ちは……よく分かるよ）

　サイードはきっと、家族に会いたいと思っている真琴の気持ちを思い遣やってくれたのだ。けれどそれ以上に、彼も言っていたように、将来のことをきちんと考えた結果、自分のことはどうしても日本に帰さなければならないという結論に至ったのだろうと思う。

　母親が倒たおれて命の危険にさらされ、サイードがそういう考えになったのは理解できる。

　しょせん、自分と彼は男同士。理想の『大和やまと撫なでし子こ』だから結けつ婚こん相手として問題ないと、サイードは何度も言っていたが、病院で眠ねむっている母親の顔を見ていたら、その考えを改めざるを得なかったのだろう。自分といっしょにいれば、彼女に後あと継つぎとなる孫の顔も見せてあげられない。それは王子という立場でなかったとしても、あまりに親不孝だと気づいたのだ。

　だから、男の自分を花はな嫁よめにするなんていう、とんでもない未来を考え直したのだと思う。

「でも、僕はサイードのこと……」

　ポツリと呟くと、病院で毛布をかけてあげたときのことが脳のう裏りに蘇った。

　あのとき胸に迫り上がってきた、甘くて切ないような気持ち。それが今もまた真琴の胸いっぱいに満ちてきて、息をするのさえ苦しくさせる。

「好きになったって気づいたばかりだったのに。その気持ちを伝えもしないうちに、帰ればいいって言われるなんて。こんなふうに日本に帰って来るなんて、思わなかった……」

　サイードはラバール王国の王子。次期国王だ。真琴とは育ってきた環かん境きようも、立場も、望んで自由になることも……たくさんのことが、まるで違ちがっていた。けれど、それでも……彼の人間らしいやさしさに何度も触ふれて、そこがとても素す敵てきだと思ったのだ。

　真琴はもう一度、自分の胸に下がった首飾りをギュッと握った。

（僕とサイードって、この宝石と着物みたいに似合わないけど……でも、組み合わせさえよければ、たまには、いい取り合わせになることもあるかなって思ったのに……）

　初めての同性相手の恋こい。いや、初めての、本当の恋。

　初めて、恋する相手を心から愛いとおしく思い、守ってあげたいなんて思い遣やった。とても恋らしい恋だったそれは、夏の終しゆう焉えんとともに終わりを告げようとしている。

（なんか……本当に夢みたいだったな、今年の夏は……）

　天井に向かってもう一つため息を吐ついたとき、玄関のインターホンが鳴った。

　真琴がゆっくりと身を起こしたとき、また急せかすように高い音が小さな家の中に響ひびく。

「はーい、はい。今出ますっ」

　こんな昼間に誰だれだろうと思いつつ台所を通って廊下に出ると、小走りに玄関へ向かった。

　ガラス戸の向こうに人ひと影かげが見える。黒っぽいそれは男性のもののようで、真琴は急いで土間に降りてツッカケを引っかけた。

「はいはい、どちら様ですか？……って、え……？」

　ガラッと戸を引き開けた真琴は、大きく息を吞のんだ。

　目の前に立っていたのは、背の高い二十代半ばの男性。

　上品な暗色のスーツを身につけ、アラブ風の頭布を被かぶっている。首筋までをすっぽりと覆おおうその白い頭布から覗のぞくのは、艶つややかな黒くろ髪かみ。小麦色の精せい悍かんな頰ほお。野生の鷹たかを思わせる落ち着いた闇やみ色の双そう眸ぼうが、真っ直すぐに真琴を見つめていた。

　彫ほりの深い男らしい顔立ちの彼は、背後に同じような格好の側近のムスカを連れている。

　五日前、ラバール王国の王宮で別れた男。

　日本のゴチャゴチャとした下町っぽい風景には全く馴な染じまない、いかにも砂漠の王子様らしい容姿のサイードが、昼下がりのムッとするような暑さと湿しつ気けの中に立っていた。

「え……え？　サイード……？」

　声が上ずり、息が止まりそうな真琴に、サイードは悠ゆう然ぜんと微笑ほほえむ。

「元気にしていたか、真琴」

「な、なに？　どうして……？　日本に、またなにか用事……？」

「お前に会いに来た」

　彼は目の前に立つ真琴を、その力強さに満ちた眼差しで愛しそうに見つめた。

「お前に会って、結婚して欲しいと言いたくて日本に来たんだ、真琴……」

　真琴は息を吞み、さらなる混乱で思考の収拾しゆうがつかなくなる。

　サイードが口にしている言葉の意味は分かるが、どうして彼がそんなことを自分に言うのかその意図がまるで分からない。

「な、なんで……どういうこと？　結婚して欲しい？　それって、サイードが僕と……結婚したいって言ってるの……？」

「そうだ」

「でも、サイードは僕に、日本に帰っていいって言って……」

　自分を日本に帰した。それは、彼の自分への気持ちは、しょせん、そうやって簡単に断たち切ることができるほどのものでしかなかったという意味じゃなかったのだろうか。

　戸と惑まどいに視線を揺ゆらす真琴を、サイードは真っ直ぐ見つめたままで返してきた。

「そのあと日本に追いかけて来ない、とは言わなかっただろう？」

　彼はにこりと、まるで少年のように朗ほがらかに微笑む。

「お前が日本に帰って家族と対面したら、すぐに追いかけて来るつもりだった。というか、こうして追いかけてまた求婚しに来るために、お前を日本に帰したようなものだったんだ」

　信じられない言葉。もしかしたら自分の耳がおかしくなって、サイードの言葉を都合よく聞き間ま違ちがえているのかとすら思う。

　胸がトクトクと熱く早打ちを始め、真琴はおずおずと問いかけた。

「ど……どういうこと？　サイードは、ちゃんと将来のことを考えた、って言っていて。それで、僕にもう日本に帰ってもいいって言ったんじゃないの……？」

「日本に帰ってもいいと言ったのは、ひとまず、お前を会いたがっていた日本の家族と会わせてやるためだった。そしてお前と俺のことを、この日本での出会いからやり直すためだ」

「……？」

「真琴、俺はちゃんと将来のことを考えた。俺とお前の将来のことを、きちんとな。だからこそ、お前をあのままラバール王国に引き留めていてはダメだと思った。お前をここから無理やりさらったような、あんな始まりのままお前との関係を続けていっても、二人でお互たがいに信しん頼らいし合えるような幸せな未来というのは築けないと思った」

　サイードは微笑んだまま深く頷うなずく。

「もう一度最初から……出会いからやり直したい。今度は無理やりではなく、お前に自分の意思でラバール王国に来てもらいたい。お前に俺をちゃんと好きになってもらって、俺といっしょに暮らしたいと思っているお前に、俺の生まれた国に花嫁として来て欲しいと思ったんだ」

「……」

　呆ぼう然ぜんとしている真琴に、サイードは改まった真しん剣けんな声になって言った。

「真琴、お前に初めて会ったのはこの玄げん関かんでだったな。俺は、お前とのことを全すべてここからやり直したいと思っている」

　真琴に言い聞かせるように、その気持ちを吐と露ろしていく。

「病院で、お前は俺を殴なぐった。ラバール王国では、王子の俺には誰もあんな無礼なことをしない。だが、お前は俺のためを思ってああしてくれた。そんなお前のことを、俺は本当に、自分が探し求めていた『大和撫子』だと思った。やさしくて芯しんが強い、そんなお前に心から惚ほれてしまって、俺の花嫁はお前以外にいないと改めて思った」

　あのときに、これからは真琴の意思をなにより尊重し大切にしようと決意したと言う。

　だから、真琴の望みどおり、いったんは日本に帰して家族に再会させた。

　だが、彼はもとから追いかけてくるつもりだったのだ。

「俺はお前と、愛し合っている者同士の信頼に溢れた未来を築いていきたい。それが、今回の母の手術に際して俺が考えた、きちんとした将来のことだ」

「サイード……」

「そういうわけで、俺はこれからまた日本に滞たい在ざいしようと思っている。今度は花嫁探しのためじゃない、愛するお前に俺の花嫁になってもらえるように口説くためだ。たとえお前が断っても、お前が俺を好きになってくれるまで諦あきらめない」

　決意を込めたすっきりとした表情で、背後でムスカが聞いているにも拘かかわらず、サイードは真琴への恋を少しも隠かくすことなく口にした。

「父と母を説得するのに少し手こずって、お前を追いかけて来るのに五日もかかることになった。だが、なんとか、お前を花嫁にする許しも、きちんともらってきた」

　両親から許しを得るまでは、自分には真琴に改めて結けつ婚こんを申し込む資格がない。

　いい加減なことはできないと思っていたから、真琴がラバール王国を去るときには、こうして追いかけて来ることは言えなかったのだと言う。

「といっても、父はお前に会ったことすらないから、一度会ってみてからでないと最終的な許しは出せないと言っていたが。まあ、大だい丈じよう夫ぶだ。なにしろ、この俺が惚れたお前なんだ。父も実際にお前に会ったら、すぐに気に入るだろう」

「じゃ……じゃあ、サイード、僕とのことを終わりにしようと思ったんじゃなかったの？」

　この五日間、てっきりそうだと思って過ごしてきた。まだサイードの気持ちが自分にあるなんて、本当だったらうれしいけれど、すぐには信じられない。

「ん？　お前とのことを終わりにする？　どういうことだ？」

　瞬まばたきをしたサイードに、真琴は声が震ふるえそうになるのを必死にこらえた。

「サイードは王子様だから……後あと継つぎとかが、必要だと思って。男の僕とじゃ、そんなの作れないし……だから、そういう将来のこととかを考えたのかと思ってた。日本の家族に会わせるっていうこと以外に、そのこともあって、僕に帰ってもいいって言ったのかと……」

「そんなことを考えていたのか？」

　サイードは少し切なそうに眉まゆを寄せ、右手を上げて真琴の頰にそっと触れる。

「安心しろ、俺にはファシールや、他ほかにも従兄弟いとこが何人かいる。そのうちの誰かの子を……血けつ縁えんのうち一番優ゆう秀しゆうな者を、次の王とすればいいだろう」

　彼の体温が、真琴の頰をじんわりと包んだ。

「そういうわけで、改めてお前に頼たのみたい。どうか、俺と結婚してくれないだろうか？」

「……っ」

　やさしい声こわ音ねに胸が揺さぶられ、うれしくてたまらない気持ちで目の前が滲にじむ。

「い、嫌いやだよ、あんたみたいな人……っ」

　俯うつむいてゴシゴシと手の甲こうで涙なみだを拭ぬぐうと、なぜか、幸せで満たされた心で思っているのとは別の言葉が口から出た。

「だって、この前だって、一ひと目め惚ぼれで結婚まで決めちゃって。勝手に僕のことを自分の国まで連れて行って。そんなメチャクチャな人なんて……」

「言っておくが、お前への気持ちは、今はもうたんなる一目惚れじゃないぞ。お前という人間のことをちゃんと知って、好きだと言っているんだ」

　サイードは真琴の背中に手を回し、広い胸へやさしく引き寄せた。

「お前の素す直なおでやさしくて芯が強いところが、たまらなく好きだ。なかなか気が強いくせに今一歩詰つめが甘くて、意外と甘えたがりなところも、とても可愛かわいいと思う。砂さ漠ばくを彷徨さまようことになったのは大変なことだったが、あのあと泣きながら俺に抱だきついてきたお前が、なんとも可愛くて……お前のことは俺がずっと守りたいと、心からそんな気持ちになった」

「……で、でも、僕とサイードは男同士だし」

　真琴が涙をスーツの胸に擦こすりつけると、サイードがさらりと返してくる。

「それは仕方がない。お前が男でも好きなのだから」

　頭上の声は甘く、しかし、きっぱりと言う。

「今まで出会った誰だれよりもお前のことが好きだ。ラバール王国で暮らしているときも、とても楽しかった。俺はこれからもずっと、お前とあんなふうに楽しくいっしょに暮らしたい」

「サイード……」

　自分も楽しかった。もっとずっと、いっしょにあの国にいたかった。無理やり連れて行かれたはずなのに、帰るときにはそんな気持ちになっていた。

　そのことを告げたいのに言葉にならず、代わりに涙ばかりボロボロと溢あふれてくる。

　真琴はサイードの胸に顔を埋うずめ、甘い気持ちに押し流されるように泣き続けた。

「ほ……本当にいいの、僕が相手で？　サイードと結婚したいと思っている女の人は、ラバール王国にもたくさんいると思うのに。その人たちのうちの誰かを選べば、ちゃんと普ふ通つうの結婚ができるのに。きっと、後継ぎだって作ることができるのに……」

「忘れたのか？　俺の夢は日本人の『大和やまと撫なでし子こ』と結婚することだ」

　お前がその『大和撫子』だと、サイードは言う。

「俺が、他人と同じところに自分の幸せがあると思う人間だったら、とっくにラバール王国の女性と結婚している。だが、俺はそうは思わない人間なんだ」

　サイードは一言一言を嚙かみしめるように、丁てい寧ねいに言った。

「俺の幸せはお前とともにあると思っている。だから、たとえお前が男でも、結婚したい」

「……っ」

　また涙が溢れてきて止まらなくなり、真琴はギュッと目を閉じる。

「ど……どうして？　なんで、外国人のくせにそんなに日本語が上手うまくて、男の僕にそんなことをスラスラ言えるわけ？　そ……そんなふうに言われたら、つい……相手が男でもいいかもって思っちゃうじゃないか……っ」

　真琴はサイードの背中に腕うでを回し、しゃくり上げながら力いっぱい抱きつく。

「よくもそんなにぺラペラ、ペラペラ、調子よく喋しやべれるよね……っ」

「相手がお前だからだ」

　サイードが真琴を広い胸にすっぽりと抱いたまま、あやすような甘い口調になった。

「お前を好きでたまらないと思っている俺の心そのままの言葉だから、いくらでも口をついて出てくる。きっと相手がお前でなかったら、俺はもっと下手へたな日本語しか話せないんだろう」

　目を瞑つぶっているからサイードの顔は見えないが、抱きつかれた彼が幸せそうな笑えみを浮うかべているのが声から分かる。

　真琴の細い身体からだを抱くサイードの腕に、さらにぐっと力が籠こもった。

「真琴……どうか、俺の気持ちを受け入れてくれ。そして、いずれは結婚して、俺の国で……ラバール王国で暮らしてくれないか……？」

　彼の問いに応こたえるように、真琴はそっと目を開ける。

「い……いいよ、行ってもいい……」

　まだ涙に濡ぬれている瞳ひとみで、サイードの温かな微笑ほほえみをしっかりと見上げた。

「いずれなんて言わない。今すぐ、ラバール王国に戻もどってもいい」

「真琴……？」

「だって、僕もサイードのことが好きだから。サイードとだったら、今すぐ結婚してもいいって思うくらい、好きになってるから……。だから、日本にいてこれ以上口説いたり、僕がサイードを好きになるのを待ったりする必要なんてないよ……っ」

「俺を好きというのは……それは、本当なのか？」

　双そう眸ぼうを見開いたサイードに、真琴は頷うなずいて彼の背中に回している手に力を籠めた。

「最初は、僕を無理やり日本から連れ出して、なんて人なんだろうって思った。僕のことを理想の『大和撫子』だなんて言って結婚を迫せまるような人……しかも男なのに、好きになるわけないって思ってたけど。でも……こんなふうに、すごく好きになっちゃったんだよ……っ」

　自分でも信じられない。でも、このままサイードの胸にずっと抱かれて守られていたいような甘い気持ちが、今も胸に沸ふつ々ふつと湧わいてくるのだ。

「僕のお母さんの着物のことで庇かばってくれたときとか、すごくうれしかったし。サイードのお母さんの手術のときには、そばにいて守ってあげたいと思って……と、とにかく、王宮でいっしょに暮らしているうちに、好きになっていたみたいで。だから、サイードに日本に帰っていいって言われたときには、本当はすごく悲しかったんだよ……っ」

　今生の別れを告げられたのだと思った。

　このままサイードとの縁えんも永遠に途と切ぎれるものだと思っていたから、今こうして抱だきしめられ、彼の温ぬくもりを感じていられるなんて、これ以上の幸せはない。

「サイードがこうして僕に会いに来てくれてうれしい。また僕に好きだって言ってくれて、うれしいよ……っ」

「俺もうれしい、お前に好きだと言ってもらえて」

　真琴、と蕩とろけるように甘い声で名前を呼ばれたかと思うと、腰こしをつかまれて身体を少し引き離はなされた。上から覆おおい被かぶさるように、サイードの唇くちびるが近づいてくる。

「あ……」

　温かな唇が重なり、軽いキスを落とされた。

　慈いつくしむかのような短い口付けにうっとりとした真琴は、ハッと我に返る。サイードの斜ななめ後ろから、ムスカがじっとこちらを見ているのに気づいたのだ。

　恥はずかしさで頰ほおを一気に熱くした真琴の肩かた越ごしに、サイードは家の奥へと視線を向ける。

「真琴、お前の家に上がらせてもらってもいいだろうか？」

「あ……う、うん、ごめん。こんなところで立ち話になっちゃって……」

　真琴が涙を拭って頷くと、彼は背後のムスカを振ふり返って道の車の方へ顎あごをしゃくった。

「ムスカ、俺はしばらくここにいるから、お前はホテルに帰っていてくれ。帰るときになったら連れん絡らくをするから、迎むかえを頼む」

「かしこまりました。では、これをお持ちください」

　サイードが身体の向きを変えたため、真琴は初めて、ムスカが薄うすくて大きな四角形の箱を両手で持っているのに気づく。

　ムスカはニコニコしながらそれをサイードに手て渡わたした。

「いろいろと上手くいったようですので、これもすぐにも必要かもしれませんから」

　それでは失礼します、と微笑んで真琴にも挨あい拶さつをし、彼は車の方へと戻って行った。

「なにそれ？　どうして、ムスカさんはそれがすぐに必要かもしれないって言ったの？」

「あ……ああ、ちょっとな。あとで中身を見せて説明する」

　サイードはなにかを誤ご魔ま化かすように言葉を濁にごし、靴くつを脱ぬいで玄げん関かんに上がった。

　真琴は首を傾かしげつつ、彼を居間に案内しようとした。だが、サイードが真琴の部屋を見てみたいと言う。あまりきれいにしていないことを思い出して少し躊ちゆう躇ちよしたが、ギシギシと軋きしむ古い階段を上がって二階へと向かった。

　汚きたなくしているけれど、と前置きして、真琴は兄の部屋と並んでいる自室のドアを開ける。

　六畳じようの和室に、勉強机とベッド、そして小さな衣い装しよう簞だん笥すと本ほん棚だなが一つずつ置かれているだけの、至ってシンプルな室内。高校生らしい部屋と言えば聞こえはいいが、生活するのにせいいっぱいなので贅ぜい沢たく品ひんを買う余よ裕ゆうがないだけだ。

　パジャマが今朝脱いだままの形でベッドの上に放ってあるのを見つけ、真琴はあわてて駆かけ寄ってそれを畳たたみ、上からタオルケットを掛かけて隠かくした。

　真琴に続いて入って来たサイードが、箱を持ったまま中央に立って部屋をぐるりと見回す。

「ここがお前の部屋か……」

　真琴はベッドの枕まくら元もとに置いてあったリモコンで、急いでクーラーを点つけた。

「サイードの王宮で泊とまらせてもらっていた部屋から比べたら、すごく小さいけど……」

「いや、こういうのも、なんだか落ち着いていい」

　クーラーの涼すずしい風を浴びたサイードが、すう、と空気を深く吸い込む。

「お前の匂においがするから、そこもいいし……」

「な、なに言ってるの」

　真琴は照れくささを隠そうとわざと怒おこった顔をし、彼を促うながして畳たたみの上に座らせた。

　大きな白い箱を脇わきに下ろしたサイードと並び、ベッドにもたれる。リモコンをローテーブルの上に置いて、お茶も出していないことに気づいた。

　なにか飲む？　と訊ききながら立ち上がろうとしたところで、サイードに手をつかまれる。

「そんなものはいいから、俺のそばにいろ」

「あっ……」

　ぐいと引き寄せられて、サイードの胸にすっぽりと抱きしめられた。

　そのまま畳の上にゆっくりと仰あお向むけに押し倒たおされ、唇が近づいてくる。

「真琴……」

　温かくやわらかな彼の唇が自分の唇に触ふれた瞬しゆん間かん、真琴はそっと目を閉じた。

「ん……」

　唇を割って滑すべり込んでくる舌。熱く濡れたそれが真琴の歯列をなぞり、口の中の粘ねん膜まくを舐なめ上げる。逃にげようとした舌を捕とらえられて、唾だ液えきの音が立つくらい強く吸われた。

　相変わらず強ごう引いんで、でも、とても甘いキス。

　久しぶりに感じるサイードの体温。男らしい筋肉のついた厚い胸、大人の男の身体の重み。

　口の中で混ざり合う唾液は媚び薬やくのように甘く、トロリと真琴の理性を溶とかしていく。

　背中に回っている手でギュッと抱きしめられて、より深く舌を差し入れられ、四し肢しの力と体液の全すべてをサイードに持っていかれる気がした。

「ん、ふ……っ」

　気づけばサイードのスーツの背中に手を回し、自分の方へ引き寄せていた。

　抱き合ってからも、唇を舐める啄ついばむようなキスと、真琴のなにもかもを侵おかすような深く濃のう厚こうなキスが繰くり返される。真琴の身体の芯しんがトロトロに蕩けたのを見み透すかしたかのように、サイードが唇を離す。

　真琴は素す早ばやく息を吸った。

「はぁ、は……あ、はあ」

　長い睫まつげにくっきりと縁ふち取どられた、サイードの二重の双眸。

　黒くろ髪かみの間から覗のぞくそれは鷹たかのもののように力強く、見る者全ての息を止めてしまうかと思うくらいに鋭するどく美しい雄おすの光を宿している。次し第だいにその瞳に情じよう欲よくが滲にじみ、眼まな差ざしがうっとりと見み惚とれるくらいに甘く濡れたものへと変わってきた。

「真琴……」

　声すら糖度を増していて、それを聞いた真琴の中心にドクドクと熱い血が集まってくる。

　サイードの片手がＴシャツの裾すそから入り込み、平らで薄っぺらい胸をまさぐった。

　もう一方の手がハーフパンツの腰にかかり、それをずり下げて脱がせようとしていた。サイードは、真琴の口から顎、首筋へとキスを滑らせていく。

「お前に五日も会えなかっただろう？　だから、お前の匂いや肌はだの感かん触しよくに飢うえているんだ」

「う、飢えて……？」

　鎖さ骨こつの上の薄い肌をちゅっと吸われて、くすぐったさと快感でゾクッと背筋が震ふるえた。

　真琴はサイードの愛あい撫ぶから逃のがれるように、大きく腰を捻ひねる。そのとたん、自分の太ふと腿ももになにか熱く硬かたいものが当たるのを感じ、畳の上で全身を固まらせた。

「あ……サイード……これって？」

　飢えている、というのがどういうことか、ようやく具体的に理解した。

　カーッと恥ずかしさで頰を熱くしていると、サイードが耳朶みみたぶを甘嚙がみしながら囁ささやく。

「お前の祖母と兄は？　今、この家の中にいるのか？」

「え……ううん、今日はお祖母ばあちゃんも兄ちゃんも遅おそくなるから、夕ご飯はいらないって……」

「なるほど。それじゃ、少なくとも夕方まではお前とこうしていられるな」

　意味ありげに微笑んだサイードの意図が分かり、真琴はあわてる。

「な、なに、まさか……？」

　性急に服を脱がせにかかる男の胸を、ぐいと両手で押し返した。

「お前が欲しいんだ」

　サイードがきっぱりと、予想通りの答えを口にする。

「お前が俺を好きになってくれるまで、日本で長い間待たなければならないと思っていた。それなのに、お前は俺をすでに好きだと言ってくれて。すぐにラバール王国に来てもいいとまで言ってくれた。うれしくてこうなっても、おかしくはないだろう？」

　サイードは真琴の頭の横で畳に両手をつき、自身の上半身を支える。ズボンの中心の硬いものを、真琴の太腿の辺りに押しつけてきた。

「お前が今すぐ結けつ婚こんしてもいいと言ってくれて、本当にうれしかったぞ」

　自らの欲よく望ぼうを知らしめた彼は、甘ったるい色気の滲んだ眼差しで真琴を見下ろしてくる。

「真琴……俺が好きか？」

　サイードが顔を近づけてきて、唇を軽く啄ばんだ。

「俺のことが好きだと、もう一度、この可愛かわいい口からはっきりと聞かせてくれ」

　男らしさに溢あふれた彼の眼差しに包まれ、真琴の全身の血が、ドクン、と熱く沸わき立つ。

「す、好きだ……よ」

　真琴は甘く蕩かされてぼんやりとした頭で、うわ言のように小さく口にした。

「サイードのことが好き。大好き……」

「だったら、今ここでお前を奪うばってもいいだろう？」

「う、う……ん、いいよ」

　真琴は自分の頰が赤くなっているのを感じながら、恥ずかしさをこらえて言う。

「サイードになら、なにをされてもいい。あ……っ」

「真琴……っ」

　頰ほおを染めている真琴が可愛くてたまらないと言うように、サイードは頰や首筋に何度もキスを埋うずめながら、真琴の引き締しまった胸から腰こしにかけてをまさぐった。

「本当は、次回は結婚後の初夜まで楽しみに取っておくつもりだったんだが。お前があまりに愛いとおしくなって、もう我が慢まんできない」

　サイードの息は熱く弾はずんでいる。真琴に伸のしかかる彼の脚あしの間で、欲望がさらに熱くドクドクと強く脈打ち始めたのをスーツのズボン越ごしに感じた。

「それは、僕の意思に反してこういうことはしない、ってことだったよね？　今は僕がいいって言っているんだから、いいんだよ」

　サイードの熱い体温を、クーラーの効いた涼しい部屋で感じるのは気持ちいい。

　身体からだの芯がゾクゾクと震えて、もっとその幸せでうっとりとする感覚が欲しくて、真琴は彼の背中を自分の方へ引き寄せてギュッと抱だきしめた。

「ぼ、僕だって、し、して欲しいし……」

「真琴、お前は本当に可愛い」

　サイードが真琴の口にキスをしたあと、そっと身を起こして真琴の服を脱がせ始める。

　バンザイをさせるようにしてＴシャツを脱がせ、彼は裸はだかの上半身を見て目を細めた。

「俺がやったその首くび飾かざりを、ちゃんとつけてくれていたんだな」

　満足そうに、そしてうれしそうに微笑ほほえんだサイードは、真琴の脚を曲げさせると、ハーフパンツと下着をまとめて足先から引き抜ぬく。

「この首飾りは、こうしてつけたままでしよう」

　真琴を一糸も纏まとわぬ姿にさせたサイードが、真琴の首のエメラルドに触れた。

　膝ひざを立てさせられ、秘部をさらした恥はずかしい格好。声も出せない真琴の目を、脚の間に座った彼は愛しそうに見下ろしてくる。

「この前、お前と初めてしたときは……とにかく身体の相あい性しようを見たいからと急いでいた。これをゆっくり可愛がってやる暇ひまもなかったから、今日はたっぷり楽しませてやる」

　脚の間で性器を包むように持たれて、真琴の息は止まりそうだった。

　ラバール王国の王宮、白いテント風の大きなベッドでの初体験。あのときは確か夕刻だったし、あとの二回をしたのは完全に夜になってからだった。途と中ちゆう、サイードが赤いランプの明かりを点けたが、薄うす暗ぐらかったから、自分の身体もそう細部までは見えなかったはずだ。

　だが、今は昼間だ。明るい夏の日差しが窓から差し込んできていて、肌のキメから茂しげみまでなにもかもを見られているかと思うと、羞しゆう恥ちで今にも死にそうだった。

　サイードもいったん真琴の脚の間に身を起こしてスーツを脱ぬぎ、全ぜん裸らになる。

　白い頭布も取り、服といっしょに脇の方へ寄せた。

　手て櫛ぐしで前まえ髪がみを邪じや魔まそうに搔かき上げ、その髪がふわっと目にかかる。真琴への愛で甘く潤うるんだ黒い瞳ひとみ。獣けもののような荒あら々あらしさを感じさせながらも、育ちのよさから知性も滲ませたそれが、真琴をじっと見つめていた。

　窓から差し込む、明るい昼の光に浮うかび上がるしなやかな裸体。引きしまった筋肉がついていて、同性の真琴でも惚ほれ惚ぼれするくらいに美しい。

（あ……）

　ズキン、と茂みの中心にあるものが甘く痺しびれるように疼うずく。

　わずかに形を変えようとしている自分自身。サイードの裸体を見ただけで欲よく情じようしているのを知られたくなくて、真琴は畳たたみの上で立てた膝をモジモジと擦り合わせた。

　ふと足先がなにか硬い角に当たり、それが先ほどサイードがムスカから受け取った白い大きな箱だと気づく。

「あ、そういえば……その箱、結局、なにが入ってるの？」

「あ……ああ、これは、ファシールが持って行けと言ってきかなくて……」

　ラバール王国を出るとき、これから日本に行って真琴に改めて結婚を申し込み、花はな嫁よめになる了りよう承しようを得るまでは帰って来ない、と宣言してきた。すると、プロポーズを受け入れてもらえる日が来たらそれを真琴に渡わたして欲しい、とファシールに頼たのまれたと言う。

　結婚祝いらしいと言われて、真琴はパーティのときのことを思い出す。

　そういえば、ファシールはあのとき、自分がデザインした宝石の装そう飾しよく品を贈おくってくれるつもりだと話していた。だが、それにしては箱が大きすぎる気がする。

「その……下着だそうだ」

「下着？　え、でも、あの人は自分のことを宝石デザイナーだとか言っていたよね。それで、なにかアクセサリーみたいなものをくれるとか言ってた気がするけど……」

「だから、これがそうなんだろう。宝石でできた下着だ」

「……？」

　真琴が首を傾かしげていると、サイードが開けて中身を見てみたらどうだと言う。

「うん、じゃあ……」

　真琴は身体を起こして畳の上に座り、サイードから受け取った白い箱を自分の前に置く。

　恐おそる恐るリボンを解いて蓋ふたを開け、中を覗のぞいてみた。

「わっ！　な、なにこれっ」

　中に入っていたのは、白い総レースの前開きのベビードールと、Ｔバックのショーツ。

　ベビードールは、肩かた紐ひもや、胸から前開きになっている左右の前まえ身み頃ごろの部分、腰の辺りにくる裾に、大きなフリルがついている。

　レースで肌が透すけるそれは、可愛らしいデザインなのに、なんだかとても淫いん猥わいに見えた。

「こ、これって、いわゆるエッチ下着っていうやつなんじゃ……」

　両手でベビードールの肩かたの辺りをつまんで、目の高さまで上げてみる。

「それに、この全面についてるキラキラしたのって……ま、まさか、ダイヤ……とか？」

　ベビードールとショーツのレースに縫ぬい止めるようにして、白金プラチナで縁ふち取どられた小指の爪つめほどの大きさの宝石らしきものが、数百個ほども鏤ちりばめられている。

　昼の光にキラキラと眩まばゆく輝かがやく透とう明めいのそれ。おそらくダイヤなのだろう。

「まさかじゃなくてもダイヤだ。あいつはイミテーションなんて使わない」

「ダ、ダイヤをこんなにたくさん……？」

　頷うなずいたサイードに、真琴は目眩めまいを感じた。

「こんなものをわざわざデザインしてくれたの？　あの人って……」

「あいつはそういう奴やつなんだ。上品そうな顔をしていて、やることが下品というか、悪ふざけが過ぎるところがあって……」

「で、でも、そうか、あの人も、僕のことを女だと思っているから……こういうのをくれてもそうおかしいことじゃないんだよね。でも……ちょっと、やっぱり、下着を結婚祝いにするっていうのは、どうかと思うけど」

　真琴がその宝石の下着をどこへ置こうかと迷っていると、サイードにじっと見つめられる。

「せっかくだから、それを着けてするか？」

「え……っ!?」

「いや、お前がよかったら……でいいんだが」

　畳の上に座って、少し照れくさそうにしているサイード。

　真琴の頰に血が上ってくる。

「で、でも……これって、結けつ婚こんのお祝いなんだから、結婚式が終わってからとか、そういうときに使うものなんじゃ……」

「俺とお前はもう結婚すると決まっているんだ、だったら、別に今使ってもいいだろう？　それとも、それを着るのは嫌いやなのか？」

　うかがうような上うわ目め遣づかいをされて、真琴はうっと詰つまる。

「そ、そういうわけじゃ……」

　先ほどそれをデザインしたファシールのことを『下品』などと貶おとしめたくせに、サイードが真琴にそのエッチ下着を今ここで着せてみたいと思っているのは間ま違ちがいがなかった。

　どうしようかと迷ったが、結局は、恥ずかしいという気持ちよりサイードを喜ばせたいという気持ちの方が勝まさる。

「うん、じゃあ……ちょっと着てみるよ」

　覚かく悟ごを決めて小さな声で言い、畳の上に立っておずおずと身につけてみる。

　サイズは少し余よ裕ゆうがある感じでいい。胸から下が前開きになっていて腕うでを上げると腹が丸見えになるのが恥ずかしかったが、キラキラとダイヤモンドが輝くベビードールは、砂さ漠ばくの踊おどり子の衣装かなにかに見えないこともない。

「下着って考えないで、なにかの衣装とかって考えれば……まあ、おかしくないかな？」

　真琴がＴバックのショーツを穿はくのを躊ちゆう躇ちよしていると、サイードが見み惚とれたようにうっとりとした甘い眼まな差ざしで見上げてくる。

「いや……いいんじゃないか、なかなか」

「そうかな？　なんか、すごく変態チックな気がするけど……」

「とてもきれいで可愛かわいらしいぞ。お前は着物も似合うが、そういった西洋的なデザインのものも似合うんだな。ああ、下はつけなくていい」

「え……？」

　真琴がショーツを取ろうとした手をつかんで、サイードがおもむろに立ち上がった。

　彼はそばのベッドの上から、真琴が先ほど隠かくした脱ぎっ放しにしてあったパジャマとタオルケットをまとめて床ゆかに下ろす。

　そして真琴の身体からだをぐいと胸に抱だき寄せると、そのままベッドに押し倒たおした。

　伸のしかかってきた彼にキスをされたあと、真琴は脚あしを曲げさせられる。

　真琴の脚を開いて、その付け根に顔を埋うずめたサイード。雄おすに手を添そえられ、熱く濡ぬれた彼の舌で先せん端たんを舐なめられた真琴は、ビクッと腰こしを震ふるわせた。

「あ……あぁ、サ、サイード……」

　股またの間を見下ろすと、サイードが真琴の根元を持ち、舌をつけたままで視線だけ上げる。

「ここを可愛がってやると、さっき言っただろう？」

　強い男の色気が滲にじむ、黒い瞳。それをわずかに細めて笑ったサイードは、真琴のものを口の中に導き、強く吸ってからヌルッと吐はき出す。

「で、でも、そんな、いきなり……っ」

　熱い舌が性器を這はう。先端の割れ目を舐め回すサイードのそれは唾だ液えきに濡れてテラテラと光り、なんだかとても淫猥な生き物のように見えた。

（ちょ、ちょっと……本当に、そんなところを……？）

　一気に高みへ押し上げられてしまいそうな甘い快感が、下半身にじわっと湧わき溜たまる。

　以前、後ろの窪くぼみを舐められたときも信じられないと思ったけれど、今もまた、真琴はこの世にこれほど心地ここちよいことがあるのかと信じられない気分だった。

　筋を丁てい寧ねいに舐められて、雄がだんだんと形を変えていくのが自分でも分かる。

　喉のどの奥まで吸われ、ちゅぷっ、と音が立つ。敏びん感かんになって震えている性器を包む、熱い口内の粘ねん膜まく。確かに自分はサイードの口で愛あい撫ぶされているのだ。

　クーラーの静かな稼か動どう音しかしない部屋に、ぴちゃ、ぴちゃ、といやらしい音が響ひびいた。

　唇くちびるで強く挟はさまれて前後に扱しごかれたり、根元を締しめつけられたりすると、頭の中が真っ白になるほど気持ちいい。

（これ……もっと……もっと、激しくして欲しい……っ）

　真琴はサイードの頭をつかみ、自分の脚の間へ強く押しつける。そうすることで自分の中でも欲よく望ぼうが膨ふくらんでいることを彼に伝えた。

「あ、はぁ……は、サイー……ド、もっ……と」

　息を弾はずませ、快感に潤うるんでいるだろう瞳ひとみで彼の方を見つめる。

　サイードが唇の間から真琴のものを押し出した。

　真琴の顔が上気しているのを確かく認にんしてから、すっかり勃たち上がっている真琴の雄の先端を、尖とがらせた舌先で、ちょんと突つく。

「もうこんなに硬かたくして……濡れているのも分かるか、ほら」

　指の腹で、ぐっと膨らみの割れ目を押される。硬いサイードの指がヌルッと滑すべったその動きで、先端が自らの粘液でしとどに濡れているのが分かった。

「い、嫌だ、なんで……そんなこと、言うの」

　真琴の頰ほおに一気に血が上ってきて熱くなる。

　サイードの息が茂しげみや性器にかかってくすぐったいところが、また煽せん情じよう的な感じがして、真琴は思わず自分の顔を両りよう腕うでで隠した。

「そうやって恥はずかしがるところは、やはり日本人らしいというか。『大和やまと撫なでし子こ』だな。可愛い顔を隠さないで、ちゃんと見せてくれ、真琴……」

　身体を起こしたサイードに腕をやさしく払はらい除けられ、頰を撫なでられる。可愛がるような仕草がうれしくて、真琴は大人しくされるがままになった。

　サイードは顔から手を退けた真琴に満足したように、ふっと頰を緩ゆるませる。

「しかし、この下着はファシールがデザインしたわりにはいい形状だな。こういうことも、簡単にできるようになっていて……」

　頰から手を離はなすと、両手を真琴の下着の方へと滑らせて左右の乳ち首くびを摘つまんだ。

「ぁ……っ」

　下着は前開きになっているので、そこに下から手を入れれば、レースに覆おおわれている乳首にも簡単に触ふれられる。サイードの指でやわらかなそれをぐりぐりと擦こすり合わせるようにされ、思うがままに弄いじられてしまった。

「あ、は……っ」

　肌はだが熱く火ほ照てり、クーラーをつけているのに少し汗あせが浮ういてきた。

　白いレースとダイヤモンドだけで作られた甘い煽情的なデザインの下着を身につけ、脚の間では欲よく情じようの証あかしを勃てている自分。サイードの目にどんなにいやらしく映っているのだろうと思ったら、なおさら興奮して鼓こ動どうが速まっていく。

　さんざん弄ったあと、左右の桜色の突とつ起きから、サイードの指がそっと離れた。

　痛くて気持ちのいい拘こう束そくを失ったそこが、ぷるっと物欲しそうに震えた気がした。その敏感な反応から、真琴は自分自身の昂たかぶりを思い知らされる。

　サイードが脚の方へ下がっていき、裸はだかの太ふと腿もも同士が触れた。

　小麦色の彼の肌も汗にしっとりと濡れている。興奮を抑おさえるかのようにゆっくりと吐き出されたその長い息からも、サイードが昂っていることが伝わってきた。

　腰を揺ゆらし、真琴の性器に自分の雄を擦りつけるようにする彼。先ほどからずっと萎なえておらず、欲望の熱も失っていないその硬い雄のものの感かん触しよくに、今、肌を合わせていることで昂っているのは自分だけではないのだと、真琴はホッと安あん堵どした。

「お前の中に入りたい。いいか？」

　熱っぽい、昂りを抑えた低い声。

　ストレートに求められた真琴は、小さく頷く。

「うん……僕も、サイードが欲しい」

　サイードは自分で自分の指を舐めて、たっぷりと唾液を塗ぬりつけた。

　真琴の足を胸の方へ押すようにして双そう丘きゆうの谷間を彼の方へさらさせ、窄つぼまりをその指でほぐしていく。潤じゆん滑かつ剤ざいとして唾液だけでは足りないと思ってか、真琴の性器を濡らしている体液も指ですくい取り、そこに塗りつけた。

　入り口から内側の肉がトロトロに熱く蕩とろけてくると、サイードが指を離す。

　彼は膝ひざ立ちになって腰を近づけ、先端を窄まりに押しつけた。

「真琴、力を抜ぬいていろ」

　次の瞬しゆん間かん、太く熱い雄がぐっと入り口を割って押し込まれた。

　身体を二つに割られるような感覚。内から外へと筒つつ状じようの狭せまいそこを裂さこうとするかのような圧力を感じて、真琴は苦しさと痛みに声を漏もらした。

「あ、あぁ……っ」

　口を開け、代わりに目を閉じる。

　身体を強こわ張ばらせ、サイードのものが全すべて収まるのを待った。

　しばらくすればその大きさにも慣れてくるから、そう辛つらくもなくなる。そう以前の経験から分かっていても、奥まで貫つらぬいた太いものが怖こわくてピクリとも動けなかった。

「二度目とはいっても、まだまだ狭いな……」

　サイードの声で、真琴は恐おそる恐る目を開けてみる。真琴が締しめつけの強さを調整できないせいか、サイードも辛そうに眉まゆを寄せていた。

「きつくて……このまま動いたら、すぐにイッてしまいそうだ。俺はそれでもいいが、お前が楽しくないだろう。少し慣れるまで待っていよう」

　サイードは真琴の中を自身で貫いたまま、真琴の膝の間から顔を覗のぞき込んでくる。

「そういえば、お前の兄と祖母からも、結けつ婚こんの許しを得ないといけないな」

「あ、う、うん……」

　どうしてこんなときにそんな話を、とも思ったが、これからサイードと付き合っていくためには大事なことだとも思う。

　真琴はサイードとのことは自分から二人に話すと約束した。

「一人で大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「うん……びっくりするだろうけど、なんとかしないとね。結婚って言うと、かなり引いちゃうだろうから。とりあえず、サイードと恋こい人びととして付き合うってことを言う」

　サイードだって、両親に自分との結婚の許しをもらって来てくれたのだ。彼のほうが、王子という立場を考えたら、真琴よりもずっと大変だっただろう。

　だから今度は自分が頑がん張ばる番だと言うと、サイードが愛いとおしそうに見つめてくる。

「真琴……」

　身体の中の雄がぐっと容積を増し、下半身に甘い痺しびれを感じて真琴は小さな悲鳴を上げた。

「あ、サ、サイード……っ」

「お前の亡なくなった両親にも、挨あい拶さつに行かないといけないな。息子むすこのお前にこんなことをしてしまっている俺を、許してくれるだろうか。それが心配だが……」

「お父さんはともかく、お母さんは……大丈夫だと思うよ」

　本当に心配そうにしているサイードのことが、ちょっと可愛かわいく思える。

「お母さんは、僕といっしょにラバール王国でパーティに出ていたから。サイードがどんなに僕にやさしくしてくれたか、ちゃんと見ていたからね。きっと、サイードが僕といっしょにお墓参りに行ったら、僕を助けてくれたこととか、ありがとう、ってお礼を言うと思う……」

「……そうか、そうだったな」

　真琴がパーティで母の形見の着物を着ていたことを思い出したのだろう、サイードが少し切なそうに目を細めて微笑ほほえみ返してくる。

　見つめ合っていると、お互たがいの好きという気持ちが、繫つながっている部分からじわじわと甘く広がっていく気がした。これまでに経験したこともないくらい、甘く幸せな気持ちで満たされて、サイードのものを受け入れている中がやわらかく蕩けていく。

「……っ」

　内側の襞ひだがトロリと熱く潤んだのが伝わったのか、サイードが低い呻うめきを漏らした。

　もう動いても大丈夫だと判断したのだろう。彼はゆっくりと筒状の窄まりの中を突き上げる動作を始めた。

　いったん引き抜かれた雄おすが、ぐっと奥まで突き込まれる。トロトロに蕩けた内側がぐちゃっと潰つぶされたようになり、真琴の全身を電流のような鋭するどい快感が貫いた。

「あ……っ」

　掠かすれた甘い喘あえぎ声を漏らして、真琴はサイードの汗に濡ぬれた肩かたをつかんだ。

　彼が腰こしを波打たせると、張り詰つめた雄の硬かたさが内ない壁へきを深く抉えぐる。そこを強く擦って、真琴にさらに甘ったるい声を上げさせる。

　サイードが体勢を変え、覆い被かぶさるようにして背中を抱だいてきた。

　真琴もそれに応こたえてサイードの背中を強く抱き返し、しっかりと深く抱き合う。二人の息が混ざり、身体からだばかりか心までが甘く、熱く、一つに溶とけ合っていく気がした。

　真琴はサイードとの性交だけに意識を向け、彼の雄の律動に身を任せる。

　性器の抜き差しに合わせて揺さぶられ、窄まりの中に広がるものが痛みから甘い快感へと完全に変化していった。

「あ……ぁ、あ……んっ」

　サイードの背中を抱いて喘ぐ真琴に、彼も息を弾はずませて訊きいてくる。

「気持ちいいのか、真琴……？」

　頷うなずこうとした真琴だが、頭の中が真っ白になるくらいの甘い痺れに翻ほん弄ろうされ、自分の意思に反して、イヤイヤをするように激しく頭を横に振ふっていた。

「あ、も……嫌いやだ、どうして、こんなに……すごく、気持ちいい……っ」

　男のものを受け入れて、痛いくらいに中の肉を擦られている。その行こう為いでどうしてこんなに感じてしまうのか、自分でもなにがなんだか分からない。

「変だよ、こんな……ああっ」

「お前が俺のことを好きだと思ってくれているから、それだけ悦よく感じるんだろう。それでなくとも、もとから俺とお前の身体の相あい性しようはいいようだしな」

　サイードが真琴の中をひときわ強く、ぐん、と突つき上げ、満足そうに微笑む。

「俺もこうして熱いお前の中にいて、とても気持ちいいぞ。本当に……」

　絶頂を予感させる切せつ羽ぱ詰つまった声になった彼が、真琴の首筋に顔を埋うずめてきた。

「真琴、真琴……お前に好きだと言ってもらえて、今、最高の気分だ」

「ぅ、あぁ、サイード……っ」

　ちゅっと首を吸われて、ゾクゾクッと快感が走る。思わず腰を震ふるわせて下腹部に溜たまったものを放ちそうになった真琴は、サイードの弾だん力りよくのある滑なめらかな背中に爪つめを立ててこらえた。

「お前のことが好きだ。誰だれよりも……っ」

　真琴の耳元で息を荒あららげたサイードが、熱く太い雄で奥まで突き上げてくる。

　二人の胸から腹にかけて挟はさまれている宝石の下着が強く擦すれ、少し痛かった。真琴はベッドが軋きしむくらい激しく腰を揺らされ、熱い息で切れ切れに言う。

「ん、ぼ、僕も……っ」

　何度も奥まで貫かれて、快感の波とサイードの愛に包まれ、意識が押し流されそうだ。

「僕も……大好きだよ、サイード、あぁ……っ！」

　昂りが絶頂に達し、ぶるっと腰から下を震わせる。

「……っ、真琴……っ」

　歯を食いしばったサイードが、真琴の締しめつけていた内側で雄をいっそう大きくし、次の瞬間、精液を弾はじけさせた。

「あ、ぁああ、あ……っ！」

　真琴も同時に、あられもない声を上げ、ずっとこらえていた欲よく望ぼうを放ったのだった。







　性交のあと、真琴はサイードの胸で幸せな気分に包まれてまどろんでいた。

　ラバール王国へすぐに行ってもいいと言ったけれど、日本で高校だけは卒業したい。そう言うと、サイードは意外にもあっさりと許してくれた。母親の手術も旨うまくいって順調に快復していることだし、真琴が学校を終えるまで日本で暮らしてくれるとのことだった。

　結婚したら、どうせラバール王国でずっと暮らすことになる。それまで、真琴と日本で恋人気分を楽しむのも悪くないか、と言ってくれた。

「ありがとう、サイード」

「愛するお前のためなら、なんでもしてやるぞ」

　微笑んで抱きしめてくる彼に、真琴も微笑み返した。

（サイードって、強ごう引いんなところもあるけど、寂さびしがり屋で、こうしてすごくやさしいところもあって……大好きだよ。サイードと結婚できることになって、すごくうれしい……）

　サイードへの愛いとおしさがまた募つのってしまった。

「そういえば、サイードのお父さんにもいずれ会わないとね。緊きん張ちようするっていうか、ちょっと怖こわいとも思うけど……とりあえずは、会うまでに、ラバール語で少し会話できるくらいにはなっていたいな。なるべく気に入られたいし……」

「大丈夫だ。俺の母を妃きさきにした父だ、母と同じ『大和やまと撫なでし子こ』のお前をきっと気に入る。なんといっても、お前は、お前以上の『大和撫子』はいないと、この俺が認めた奴やつでもあるしな」

「サイード……」

「真琴、愛している」

　サイードに唇くちびるを重ねられ、やさしいキスを受け止める。

　それから夜になって祖母と兄が帰宅するまで、真琴は遠い異国の砂さ漠ばくの匂においのする愛しい恋人の腕うでの中で、甘く蕩とろけるような時間を過ごしたのだった。


おしまい♥
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